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1. 本書の内容の一部または全部を無断で転載することは禁止されています。 

2. 本書の内容については将来予告なしに変更することがあります。 

3. 本書は内容について万全を期しておりますが、万一不可解な点や誤り、お気付きのことがござ

いましたら、ご一報くださいますようお願いいたします。 

4. 運用した結果の影響については、第 3 項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承くださ

い。 

 Microsoft、Windows、Windows Server 2012 R2、Windows Server 2016、Windows Server 2019、

Windows Server 2022、Windows 10、Windows 11 は、米国 Microsoft Corporation の米国およ

びその他の国における登録商標です。 

 Java、Oracle、Oracle Database、Oracle WebLogic Server は Oracle Corporation の登録商標

です。 

 Microsoft、Windows、Microsoft Access、Microsoft Excel、Microsoft Internet Explorer、Micr

osoft Edge は米国およびその他の国における米国 Microsoft Corporation の登録商標です。 

 Google Chrome ブラウザは、Google LLC の登録商標です。 

 Adobe は、アドビシステムズ社の登録商標です。 

 その他記載されている会社名，製品名は各社の商標または登録商標です。 

 



かならずお読みください 

＜重要＞ 

・ 本システムの使用または、使用不能によって生ずる付随的な損害（事業利益の損失、事業の中

断、事業情報の損失、またはその他の金銭的損害を含むがこれらに限定されないもの）に関し

て、弊社は一切の責任を負いません。 

・ 天災、火災、第三者の行為、その他の事故、お客様の故意または過失、その他の異常な条件

下での使用により生じた損害に関して、弊社は一切の責任を負いません。 

・ お客様が取扱説明書で説明された以外の変更、改造、使い方、誤操作をなさった場合、それ

によって生じた損害に関して、弊社は一切の責任を負いません。 

・ 弊社以外の者が製造または販売した製品、ソフトウェアとの組み合わせによる誤動作から生じ

た損害に関して、弊社は一切の責任を負いません。 

・ 保証に関するその他の事項については、日本国の法律に準拠するものとします。 

＜禁止事項＞ 

・ ハードディスクなどの動作ランプが点灯しているときは、装置のプッシュボタンに触れたり、電源

プラグを抜いたりしないでください。データ消失の原因になります。 

・ ハードディスクに保存しているデータは、万一の故障、変化、消失に備えて必ず他の媒体に定

期的に保存してください。ハードディスクに保存した記録内容の損害について、弊社は一切の

責任を負いません。 

・ システム動作中は電源を切らないでください。作成中のデータが破壊されたり、消失したりする

ことがあります。 

・ システム稼働後に再インストールしないでください。それまでに作成したデータの消失の原因に

なります。 

 



はじめに 

 

このたびは『Generalist 人財管理ソリューション』をお使いいただき、まことにありがとうございます。 

本書は、『Generalist 人財管理ソリューション』の導入手順説明書です。 

OS や Generalist のバージョンの違いにより、本書の画面イメージと実際の画面に若干の差異が生

じる場合があります。あらかじめご了承ください。 

 

『Generalist 人財管理ソリューション』は、データベースに Oracle Database を採用しています。 

また、アプリケーションサーバに Oracle WebLogic Server および WebCube Application Server

を採用しております。このため、『Generalist 人財管理ソリューション』は、Oracle Database や Ora

cle WebLogic Server の環境設定や運用体系に従う部分があります。必要に応じて Oracle Data

base、Oracle WebLogic Server および WebCube Application Server のマニュアルも併せて参照

してください。 

 

 



本書の表記規則 

本書では、次のような表記の約束を使っています。 

一般の表記 

表記 説明 

＜OK＞、＜取消し＞ コマンドボタン名は＜ ＞で囲んで表記します。 

＜印刷＞（ ） 
ツール名は＜ ＞で囲んで表記します。またツール名の後に、画

面に表示されるツールのアイコンを示します。 

①、②、③、… 丸数字の連続する番号は、連続した操作を示します。 

 
マウスを使って操作することを示します。 

 
キーボードを使って操作することを示します。 

(35.18 役職マスタ) 

このマニュアルの他の章にも関連事項が記載されていることを示し

ます。 

この例では、関連する記事が『第 35 章 システム管理』の「35.18 

役職マスタ」にあることを表しています。 

(インストール手順書 

「1.1 マシン構成」) 

他のマニュアルにも関連事項が記載されていることを示します。 

この例では、関連する記事が『インストール手順書』の「1.1 章 マシ

ン構成」にあることを表しています。 

＜概要＞ 機能の概要を説明しています。 

＜運用＞ 操作および運用に依存する事項を説明しています。 

＜重要＞ 操作を行う上で、特に重要な事項を説明しています。 

＜ポイント＞ 運用および操作上のポイントを説明しています。 

＜セキュリティ＞ セキュリティに関連する事項を説明しています。 

＜禁止事項＞ 操作および運用で、行ってはいけない事項を説明しています。 

＜画面説明＞ 画面に関する説明をしています。 

＜設定＞ 
設定に関する説明をしています。 

 
出力される帳票に関する説明をしています。 

 
世代管理に関連する事項を説明しています。 



［バージョン以降］ 
括弧内に記載されている Generalist のバージョン以降のものをイン

ストールされているお客様が使用できる機能です。 

マウス操作の用語説明 

用語 説明 

ポイント マウスを移動して、マウスポインタ（画面に表示されている矢印形

など）を選択対象（画面上のコマンドボタンなど）の上に重ねること

です。 

クリック マウスの左ボタンを押して、すぐはなすことです。 

ダブルクリック マウスの左ボタンをすばやく、続けて２回クリックすることです。 

ドラッグ マウスの左ボタンを押したままマウスを移動させることです。 

ドロップ ドラッグの後、押している左ボタンをはなすことです。 

キー操作の表記 

表記 説明 

Shift  キーは四角形（      ）で囲んで表記します。 

メニュー 、 Ｆ 、 O  
キーが読点（、）で区切られているときはそれぞれのキーを順に押

すことを示します。この例では、 メニュー 、 Ｆ 、 O キーを順に押

すことを示します。 

Ctrl + A  
２つのキーの間にプラス記号（＋）があるときは、最初のキーを押し

ながら２つ目のキーを押すことを示します。この例では Ctrl キーを

押しながら A キーを押すことを示します。 

矢印キー 
→ キー、 ← キー、 ↑ キー、 ↓ キーの総称です。 

画面説明内の表記 

表記 説明 

桁数 本書に記載されている桁数は画面で入力できるバイト数を表しま

す。 

文字項目に対し、全角で入力した場合には、1 文字につき、2 バイ

ト（2 桁）必要となります。 

必須  “○”が記載されている項目は、画面での入力が必須となります。

必ず、画面より値の入力を行ってください。 

操作説明について 

操作説明では、マウスを使った操作を基本として記述しています。 
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第1章 インストールを始める前に 

1.1 マシン構成 

Generalist の標準的な環境には以下のマシンがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マシン マシンの役割 インストール内容 

データベース 

サーバ 

Generalist のデータとGeneralist データベ

ースサーバモジュールを格納するマシン

です。 

・ Oracle Database 

・ Generalist データベースサ

ーバ モジュール 

アプリケーショ

ンサーバ 

Generalist アプリケーションサーバ モジ

ュールを配置するマシンです。 

・ Oracle WebLogic Server ま

たは WebCube Application 

Server 

・ Generalist アプリケーション

サーバ モジュール 

クライアント Generalist を利用するマシンです。 ・ Microsoft Internet Explorer 

・ Microsoft Edge 

・ Google Chrome 

・ Microsoft Office 

 

 

データベースサーバ アプリケーションサーバ 

クライアント 
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＜重要＞ 

・ インストールに際しては、必ず事前に内容を確認の上、インストール作業を行ってください。 

・ オペレーティングシステム、Oracle Database、Oracle WebLogic Server のトラブルに関して

は、サポート対象外とさせていただきます。 

・ Oracle 社製品のインストール方法や使用方法に関しては Oracle 社が提供するマニュアルを

参照してください。 

・ 『Oracle 管理者ガイド』マニュアルをご参照の上、データベースサーバのバックアップを定期

的に実施されることをお薦めいたします。 

・ 文中に『アプリケーションサーバ』と『Oracle WebLogic Server』、『WebCube Application Serv

er』の異なる表記がありますが、以下の意味合いを持っています。 

アプリケーションサーバ … Oracle WebLogic Server または WebCube Application Server  

がインストールされているマシン 

Oracle WebLogic Server … Oracle WebLogic Server というソフトウェア 

WebCube Application Server … WebCube Application Server というソフトウェア 
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1.2 システム要件 

1.2.1 データベースサーバ 

(1) ミドルウェア Oracle Database 12c Release 2(12.2.0.1.0) 

Standard Edition 2 または Enterprise Edition 

Oracle Database 19c (19.x) 

Standard Edition 2 または Enterprise Edition 

(2) オペレーティング

システム（※１） 

Windows Server 2012 R2 

Windows Server 2016 

Windows Server 2019 

Windows Server 2022(※2) 

※1 言語について日本語版 OS のみをサポートします。英語版 OS はサポート対象外となります。 

※2 Oracle Database 19c のみサポートします。 

 

1.2.2 アプリケーションサーバ 

【Oracle WebLogic Server】 

(1) ミドルウェア Oracle WebLogic Server 12c R2 (12.2.1.3.0) 

Oracle WebLogic Server 14c (14.1.1.0.0) （※1） 

(2) オペレーティング

システム（※2） 

Windows Server 2012 R2 

Windows Server 2016 

Windows Server 2019 

Windows Server 2022(※3) 

※1 Windows Server 2019、Windows Server 2022 のみサポートします。 

※2 言語について日本語版 OS のみをサポートします。英語版 OS はサポート対象外となります。 

※3 Oracle WebLogic Server 14c (14.1.1.0.0)のみサポートします。 

 

【WebCube Application Server】 

(3) ミドルウェア WebCube Application Server V11.1 Standard 

WebCube Application Server V11.2 Standard 

WebCube Application Server V11.4 Standard 

(4) オペレーティング

システム（※１） 

Windows Server 2019 

Windows Server 2022(※1) 

※1 WebCube Application Server V11.4 のみサポートします。 

※2 言語について日本語版 OS のみをサポートします。英語版 OS はサポート対象外となります。 

 

＜重要＞ 

・ ミドルウェアのインストールに必要なオペレーティングシステムの詳細な要件に関しては各ミド

ルウェアのマニュアルを参照してください。 
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1.2.3 クライアント 

(1) オペレーティング

システム 

Windows 10 Pro (※1)(※2)(※9)  

Windows 11 Pro (※1)(※9) 

(2) ミドルウェア Oracle Database 12c Release 2 Client (12.2.0.1.0) (32bit 版) (※3) 

Oracle Database 19c Release 3 Client (19.3) (32bit 版) (※3) 

(3) データベース／

ツール等 

Microsoft Internet Explorer 11 (※6) (※7) (※10) (※12) 

Google Chrome（64bit 版) (※8)（※13） 

Microsoft Edge（64bit 版)（※14） 

Microsoft 365（32bit 版、64bit 版) (※4) (※11) 

Microsoft Office Excel 2024(32bit 版、64bit 版) (※4) 

Microsoft Office LTSC 2021、2024（32bit 版、64bit 版) (※4) 

Microsoft Office Excel 2021(32bit 版、64bit 版) (※4) 

Microsoft Office Excel 2019(32bit 版、64bit 版) (※4) 

Microsoft Office Excel 2016(32bit 版、64bit 版) (※4) 

Excel 帳票で利用 

Microsoft 365（32bit 版、64bit 版) (※4) (※11) 

Microsoft Office Access 2024(32bit 版、64bit 版) (※4) 

Microsoft Office LTSC 2021、2024（32bit 版、64bit 版) (※4) 

Microsoft Office Access 2021(32bit 版、64bit 版) (※4) 

Microsoft Office Access 2019(32bit 版、64bit 版) (※4) 

Microsoft Office Access 2016(32bit 版、64bit 版) (※4) 

Microsoft 365 Access Runtime（32bit 版、64bit 版) (※4) 

Microsoft Access 2016 Runtime(32bit 版、64bit 版) (※4) 

Access 帳票で利用 

Adobe Acrobat Reader 

帳票 WEB 配信機能で利用 

Adobe Acrobat Pro 2020(32bit 版)／Adobe Acrobat Pro(32bit 版) 

(※5) 

PDF テンプレートの編集で利用 

※1 Generalist のサイトがローカルイントラネットもしくは信頼済みサイトのゾーンに入るようにブラ

ウザの設定を変更していただく必要があります。 

※2 64bit 版 OS をご利用になる場合でも、Microsoft Internet Explorer は 32bit 版のみサポート

します。32bit 版をご利用ください。 

※3 データベースサーバに対してアップデート・レビジョンアップを行うために必要です。 

※4 Microsoft Access の替わりに「Microsoft Access 2016 Runtime」、「Microsoft 365 Access R

untime」を利用することができます。ただし Access 帳票の編集はできません。また一台のマシ

ンに複数のバージョンのMicrosft Access(「Microsoft  Access 2016 Runtime」、「Microsoft 3

65 Access Runtime」含む)をインストールしないでください。一台のマシンで異なるバージョン

（ビット バージョン含む）の Microsoft Office と Microsoft Access Runtime を組み合わせての
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利用はサポート対象外です。同じバージョン（ビット バージョン含む）の Microsoft Office と Mi

crosoft Access Runtime をインストールしてください。ただし、Microsoft Office 2019、2021（L

TSC 含む)または 2024（LTSC 含む)をご利用の場合は、インストールしているビットと同じ Micr

osoft 365 Access Runtime をご利用ください。 

※5 PDF テンプレートを編集する場合に必要です。編集せずにそのまま出力する場合には不要で

す。 

※6 拡張保護モードをオフに設定してください。 

Windows 10 Pro において、IE11 を利用し、拡張保護モードがオンに設定されている場合、

設定画面などの子画面において設定ボタンが利用できません。また、SSO でのログインがで

きません。 

【設定方法】 

・ IE11 の場合 

① ブラウザを起動後、メニューの［ツール］－［インターネットオプション］を選択し、インター

ネットオプションを開きます。 

② ［インターネットオプション］の「詳細設定」タブをクリックします。 

③ 「設定」欄の「拡張保護モードを有効にする」のチェックをオフにします。 

④ 「OK」をクリックして［インターネットオプション］を閉じてください。 

※7 Internet Explorer 11 を利用する場合に、以下の問題があります。 

・ 入力項目に値が設定されている場合、該当項目にカーソルを置くと、×マークが表示さ

れ、×マークをクリックすると入力項目の値が削除されます。×マークをクリックしないでく

ださい。 

・ Generalist 画面にあるボタンの中で、ショートカットキー「Alt+D」が動作しません。 

※8 Google Chrome を利用する場合に、以下の問題があります。 

・ Generalist 画面にあるボタンの中で、ショートカットキー「Alt+D」、「Alt+E」、「Alt+F」が動

作しません。 

※9 言語について日本語版 OS のみをサポートします。英語版 OS はサポート対象外となります。 

Windows10 は 2025 年 10 月 14 日にサポートを終了します。 

※10 Internet Explorer を利用する場合、Google Chrome を利用する場合に比べ画面の表示に

時間がかかります。（1.5～5 倍程度） 

特にポータルおよびプロファイル機能において、複数の情報を一度に表示すると、表示に

時間がかかります。クライアントのスペックと表示時間の目安は以下です。 

CPU: Corei7(Skylake) 3.4GHz、メモリ: 16GB 

プロファイル 10 種類の情報の表示 

・ Chrome 10 秒程度 

・ IE 30 秒程度 

※11 Web サービスの検証は行っておりません。 

※12 Internet Explorer は 2022 年 6 月 15 日にサポートを終了します。 

※13 Google Chrome の自動アップデートを有効にし、Chrome がアップデートされた場合、Gener

alist の対応パッチがリリースされるまでの間、画面レイアウトの崩れなどが発生する可能性が

あります。 

※14 Microsoft Edge がアップデートされた場合、Generalist の対応パッチがリリースされるまでの
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間、画面レイアウトの崩れなどが発生する可能性があります。 

 

＜重要＞ 

・ クライアントマシンの OS、ブラウザ、Office のバージョンによりそれぞれ必要な設定および制限

事項があります。本インストール手順書の「第 6 章 クライアントのセットアップ」および、リリース

ノートの制限事項に記載されている内容を必ず確認してください。 

・ クライアントの DPI 設定は「通常のサイズ（96 DPI）」としてください。「通常のサイズ」以外でご

利用になる場合にはレイアウトが正常に表示されません。 

・ Internet Explorer のポップアップブロックの機能は必ずオフにしてください。 

・ Internet Explorer のゾーン設定で Generalist の URL がローカルイントラネットもしくは信頼済

みサイトとなるように設定してください。 

・ 利用されているプリンタの機種によっては、帳票表示時および印刷時に余白設定等の違いに

よりレイアウトが崩れる場合があります。ご利用のプリンタで正常に帳票が出力できるかあらか

じめ確認頂き、余白の調整をしてください。 

 

＜ポイント＞ 

・ Generalist で使用する標準のポートの番号は、デフォルト値では下記のとおりです。 

通信 種類 Port 番号 

クライアント ⇔ AP サーバ 
http 80 

httpｓ 443 

AP サーバ ⇔ DB サーバ Oracle Net 1521 
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1.3 インストールの手順 

セットアップを行う手順を記載します。 

 

OracleDatabase の 

インストール 
・・・・・・ 

本書「第 2 章 Oracle Database のセットアップ」を参照し

てください。 

↓   

アプリケーションサーバの

セットアップ 
・・・・・・ 

ご利用のアプリケーションサーバのミドルウェアに応じて

セットアップ手順が異なります。 

・ Oracle WebLogic Server をご利用の場合、本書「第 3

章 アプリケーションサーバのセットアップ（Oracle 

WebLogic Server）」を参照してください。 

・ WebCube Application Server をご利用の場合、本書：

「第 4 章アプリケーションサーバのセットアップ

(WebCube Application Server)」を参照してください。 

↓   

Generalist データベース 

サーバのセットアップ 
・・・・・・ 

本書「第 5 章 データベースサーバのセットアップ」を参

照してください。 
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1.4 セットアップの種類 

Generalist のセットアップには、下記の種類があります。 

Generalist では、レビジョンアップ、バージョンアップを総称して、「レビジョンアップ」としています。 

 

セットアップ 内容 参照する手順書 

初期インストール システム導入時に 1 回だけ行う作業です。 

最新版にするにはバージョンアップ／レビジョンアッ

プを行う必要があります。 

インストール手順

書 

レビジョンアップ 法改正版・機能改善版・不具合修正版を現在運用し

ている環境に適用します。提供形態は、CD-ROM と

保守サイトページからのダウンロードの２種類がありま

す。 

（例： V06.13R01 → V06.13R02 ） 

 

＜注意＞ 

・ 本書は、CD-ROM 提供の場合を想定して記述

してあります。 

ダウンロード提供の場合は、任意のフォルダに読

み替えてください。 

レビジョンアップ

手順書 

バージョンアップ 機能強化や大きな法改正への対応版を現在運用し

ている環境に適用します。提供形態は、CD-ROM と

保守サイトページからのダウンロードの２種類がありま

す。 

（例： V06.12R00 → V06.13R00 ） 

レビジョンアップ

手順書 

アップデート 新プラットフォームへの対応や大きな機能強化を行っ

た新しいバージョンへ更新を行います。 

最新版にするにはアップデート後に、バージョンアッ

プ／レビジョンアップが必要になることがあります。 

（例： V06.13R06 → V07.02R00 ） 

 

＜重要＞ 

V6 から V7 にアップデートする場合、アプリケーション

サーバを新規でインストールします。既存のアプリケ

ーションサーバのバックアップは必ずとってください。 

アップデート手順

書 
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第2章 Oracle Database のセットアップ 

2.1 概要 

システム導入時に 1 回だけ行う作業です。オペレーティングシステム上の Oracle Database をセット

アップします。 

＜重要＞ 

・ オペレーティングシステム、Oracle のトラブルに関しては、サポート対象外とさせていただきま

す。 
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2.2 セットアップの手順 

データベースサーバのセットアップを行う手順を記載します。 

 

Oracle Database の 

インストール 
・・・・・・ Oracle Database をインストールします。 

↓   

Oracle Database の 

設定 
・・・・・・ Oracle Database を起動するための設定を行います。 

↓   

Generalist インスタンスの

作成 
・・・・・・ 

Generalist 用の Oracle Database インスタンスを作成しま

す。 

 

次に事前に設定しておくべき事項を示します。 

項目 例 お客様ご記入欄 

OS ユーザ名/パスワード Oracle/Oracle  
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2.3 Oracle Database のインストール 

Oracle のデータベースを下記手順にて、インストールします。Oracle のバージョンにより画面や手

順が異なる場合があります。 

 

Oracle のバージョン 手順の参照先 

Oracle Database 12cR2 を 

ご利用になる場合 

「2.3.1 Oracle Database 12c Release 2 の場合」を参照くださ

い。 

Oracle Database 19c を 

ご利用になる場合 

「2.3.2 Oracle Database 19c の場合」を参照ください。 
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2.3.1 Oracle Database 12c Release 2 の場合 

(1) ドライブに「Oracle Database 12c Release 2 (12.2.0.1.0)」のダウンロードしたファイル（または

DVD）をセットし、下記の手順でインストーラを起動します。 

① エクスプローラにて、C ドライブを開きます。 

② メニューバーより「ファイル」＞「コマンド プロンプトを開く」から、「コマンド プロンプトを管

理者として開く」をクリックします。 

③ コマンドプロンプトより下記のコマンドを入力します。 

＜Oracle Database 12c Release 2 (12.2.0.1.0)の保存先＞\database\setup.exe 

例：保存先を「C:\TEMP」にした場合 

C:\TEMP\database\setup.exe 

 

 

＜重要＞ 

・ ユーザアカウント制御はデフォルトではオンになっていますが、事前に無効化してください。 
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(2) セキュリティ・アップデートの構成画面が表示されます。 

『セキュリティ・アップデートを My Oracle Support 経由で受け取ります』のチェックを外し、『次

へ(N)』をクリックします。 

 

 

(3) 警告が表示されます、『はい(Y)』をクリックします。 
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(4) 『データベース・ソフトウェアのみインストール』を選択し、『次へ(N)』をクリックします。 

 

 

(5) 『単一インスタンス・データベースのインストール』を選択し、『次へ(N)』をクリックします。 
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(6) 『Standard Edition 2 (5.5GB)』を選択し、『次へ(N)』をクリックします。 
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(7) 『Windows 組込みアカウントの使用』を指定し、『次へ(N)』をクリックします。 

 

 

(8) 警告が表示されます、『はい(Y)』をクリックします。 

 

 



17 

(9) 『Oracle ベース』『ソフトウェアの場所』を指定し、『次へ(N)』をクリックします。 

 

 

(10) インストール内容のサマリーが表示されます。内容を確認し、『インストール(I)』をクリックすると

インストールが開始されます。 
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(11) インストールの終了画面が表示されます。『閉じる(C)』ボタンを選択してください。 

 

 

これでインストールは終了です。「2.4 Oracle の設定」へ進んでください。 
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2.3.2 Oracle Database 19c の場合 

(1) ドライブに「Oracle Database 19c Release  (19.0.0.0.0)」のダウンロードしたファイル（または

DVD）をセットし、以下の手順でインストーラを起動します。 

① エクスプローラにて、C ドライブを開きます。 

② メニューバーより「ファイル」＞「コマンド プロンプトを開く」から、「コマンド プロンプトを管

理者として開く」をクリックします。 

③ コマンドプロンプトより下記のコマンドを入力します。 

＜Oracle Database 19c Release  (19.0.0.0.0)の保存先＞\database\setup.exe 

例：保存先を「C:\TEMP」にした場合 

C:\TEMP\database\setup.exe 

 

 

＜重要＞ 

・ ユーザアカウント制御はデフォルトではオンになっていますが、事前に無効化してください。 
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(2) 構成オプションの選択画面が表示されます。『ソフトウェアのみの設定(S)』を選択し、『次へ(N)』

をクリックします。 

 

 

(3) 『単一インスタンス・データベースのインストール(S)』を選択し、『次へ(N)』をクリックします。 
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(4) 『Standard Edition 2 (S)』を選択し、『次へ(N)』をクリックします。 

 

 

(5) 『Windows 組込みアカウントの使用(L)』を選択し、『次へ(N)』をクリックします。 
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(6) 警告が表示されます、『はい(Y)』をクリックします。 

 

 

(7) 『Oracle ベース』を指定し、『次へ(N)』をクリックします。 
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(8) インストール内容のサマリーが表示されます。内容を確認し、『インストール(I)』をクリックすると

インストールが開始されます。 

 

 

(9) インストールの終了画面が表示されます。『閉じる(C)』ボタンを選択してください。 

 

これでインストールは終了です。「2.4 Oracle の設定」へ進んでください。 
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2.4 Oracle の設定 

Generalist を使用するにあたり、Oracle を起動するためのオペレーティングシステムの設定を行い

ます。導入マシン環境により設定は異なりますので、詳しくは『Oracle 管理者ガイド』、『Oracle Dat

abase インストレーション・ガイド』を参照してください。 

 

※共有メモリについて 

・ Oracle では、SGA 領域をカーネルの共有メモリ上に確保します。本パラメータは重要であるた

め、システム管理者に十分相談された上で変更してください。 
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2.4.1 データベースインスタンスの作成 

Generalist のオブジェクトを格納するデータベースインスタンスを作成します。データベースインスタ

ンス作成の詳細については、『Oracle 管理者ガイド』をご参照ください。 

インスタンスの利用者領域を確保するに当たって、システムが必要とする容量を求めるために、イン

ストール用 CD-ROM の \Utility\C.13 算出ツール フォルダのファイル”算出ツール.xls”をご利用

いただけます。このファイルは Office 2000 形式の Microsoft Excel のブック形式ファイルです。た

だし、ここで算出される容量はあくまで概算ですので、実際の設定に当たっては 10%～20%の余裕

を見た設定を行ってください。 

利用者用の表領域はテーブル用および INDEX 用の 2 つの領域を確保してください。 

＜重要＞ 

・ データベースサーバのオペレーティングシステムに関わらず、データベースの日本語コードは

UTF-8（Oracle キャラクタセットの「AL32UTF8」）を設定します。 

・ NLS_LENGTH_SEMANTICS と MAX_STRING_SIZE は必ず以下の値を設定してください。 

パラメータ 値 

NLS_LENGTH_SEMANTICS CHAR 

MAX_STRING_SIZE EXTENDED 

 

2.4.2 作成時のオプションと設定 

インストール時に必要な最低限の設定を下記に記載します。 

 

Oracle Database 12c Release 2／Oracle Database 19c の場合 

(1) データベースインスタンスを作成する際にはインストールオプションとして『Oracle JVM』を指

定してください。プラガブル・データベース（以降、PDB と表記）をご利用の場合は『Oracle JV

M』にチェックを入れ、『PDB に含める』にもチェックを入れてください。 

例）Database Configuration Assistant で「拡張構成」を選択してデータベースインスタンスを

作成する場合『データベース・オプションの選択』画面で、『Oracle JVM』にチェックを入れてく

ださい。 

（デフォルトでチェック有りの状態です。） 

(2) データベースインスタンスを作成する際にはインストールオプションとして『コンテナ・データベ

ースとして作成』を指定してください。 

例）Database Configuration Assistant にて『データベース ID の詳細の指定』画面で、『コンテ

ナ・データベースとして作成』にチェックを入れてください。 

（デフォルトでチェック有りの状態です。） 
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(3) Oracle Enterprise Manager 上にて、初期化パラメータ（下記、パラメータ）を修正してくださ

い。 

パラメータ 値 

open_cursors 300 

global_names TRUE 

utl_file_dir *（アスタリスク） 

processes (※１) (※2) 180 

※1 「3.4.4 データベース接続の設定」で、maxActive の値を変更した場合は、processes の値を

以下のように修正してください。 

（1.1 × processes の値＋5） ＞ maxActive の値×２ 

※2 PDB をご利用の場合、PDB の Oracle Enterprise Manager 上ではパラメータを修正できな

いため、マルチテナント・コンテナ・データベース（以降、CDBと表記）の Oracle Enterprise 

Manager 上で修正を行ってください。 

 

＜重要＞ 

・ PDB をご利用の場合、設定はすべて PDB 領域に対して行ってください。 

・ 初期化パラメータ設定後、設定を有効にするため PDB 領域の再起動を行ってください。 

・ データベースサーバが Oracle Database 12c R2 または Oracle Database 19c の場合、Gene

ralist データベース管理ユーザ名/パスワードの大文字・小文字を区別して入力する必要があ

ります。大文字・小文字を区別せずにログイン可能にするには下記の初期化パラメータを設定

してください。 

パラメータ 値 

sec_case_sensitive_logon false 

 

・ データべースサーバがOracle Database 12c R2の場合で、Oracle Enterprise Managerを使

用する際、Flash が有効なブラウザを使用してください。 

Oracle Database 19c の場合は、2020 年末で Flash のサポートが終了しているため Flash は

不要です。 
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第3章 アプリケーションサーバのセットア

ップ（Oracle WebLogic Server） 

3.1 概要 

アプリケーションサーバのインストールと設定する際の手順について説明します。 

＜重要＞ 

・ オペレーティングシステム、Oracle のトラブルに関しては、サポート対象外とさせていただきま

す。 

・ アプリケーションサーバにモジュールを再インストールする場合は、一度アンインストール作業

を行ってください。 

・ Generalist をインストールした後にアプリケーションサーバのシステム日付をインストールした

日付より過去に変更しないでください。日付を戻してアプリケーションサーバを再起動した場

合、自動で再インストールされ設定ファイル等が上書きされる可能性があります。 

・ 本章で Windows と記述してある場合は以下を指します。 

Windows Server 2012、2012 R2 

Windows Server 2016 

Windows Server 2019 

Windows Server 2022 

 



28 

3.2 セットアップの手順 

以下の手順でセットアップを行います。 

Oracle WebLogic Server

のインストール 
・・・・・・ 

Oracle WebLogic Server（ミドルウェア）をインストール

します。 

↓   

Generalist アプリケーション

サーバモジュールのインス

トール 

・・・・・・ 
アプリケーションサーバモジュールをインストールしま

す。 

↓   

Oracle WebLogic Server

の設定 
・・・・・・ Oracle WebLogic Server の設定を行います。 
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3.3 Oracle WebLogic Server のインストール 

Oracle WebLogic Server（ミドルウェア）をインストールします。 

※インストールに関する詳しい情報は、『Oracle Application Server インストレーション・ガイド』を

参照してください。 

 

Oracle WebLogic Server のセットアップ手順を記載します。下記のフローチャートを参照して手順

を確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「3.3.4 Oracle WebLogic Server の 

構成」を参照してください。 

 

終了 

開始 

 

「3.3.1 事前確認」を参照してください。 

「3.3.2 不要なサービスの停止」を 

参照してください。 

 

「3.3.3 Oracle WebLogic Server の 

インストール」を参照してください。 
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3.3.1 事前確認 

事前に下記の項目を設定してください。 

項目 例 お客様ご記入欄 

Oracle WebLogic Server 

管理ユーザ名 

weblogic  

Oracle WebLogic Server 

管理ユーザパスワード 

OraWls01  

 

また、Oracle WebLogic Server をインストールする前にサーバに JDK(Java Development Kit)がイ

ンストールされている必要があります。必要なJDKのバージョンは下記のとおりです。インストールさ

れていない場合には、以下の Oracle のサイトよりダウンロードし、インストールしてください。 

【関連 HP】（2021 年 4 月 19 日時点） 

https://www.oracle.com/jp/java/technologies/javase-downloads.html 

 

ミドルウェア 必要な JDK のバージョン 

Oracle WebLogic Server 12c R2 の場合 1.8.0 Update131(64bit 版)以上 

Oracle WebLogic Server 14c の場合 1.8.0 Update251(64bit 版)以上 

 

3.3.2 不要なサービスの停止 

(1) Oracle WebLogic Server のインストール前に下記のサービスが起動している場合には、停止

し、手動起動に変更します。サービスが起動していない場合、または、サービスが存在しない

場合には本操作は不要です。 

・ IIS Admin Service 

・ World Wide Web Publishing Service 

・ Simple Mail Transport Protocol (SMTP) 

 

サービスの停止と設定の変更は下記の手順で実行します。 

1. 「コントロールパネル」より「管理ツール」→「サービス」の画面を表示します。 

2. 該当するサービスを選択し、「操作」より「プロパティ」を選択し、プロパティ画面を開きま

す。 

https://www.oracle.com/jp/java/technologies/javase-downloads.html
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3. プロパティ画面より、『停止（Ｔ）』ボタンを押下し、サービスを停止します。 

4. 『スタートアップの種類（Ｅ）』を『手動』に設定し、『ＯＫ』ボタンを押下します。 
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3.3.3 Oracle WebLogic Server のインストール 

※※インストーラの jar ファイル名は各ミドルウェアのバージョンによって異なります。以下、バージョ

ン 12.2.1.3 を例に説明します。 

(1) インストーラの jar ファイル（fmw_12.2.1.3.0_wls.jar）を任意のフォルダにコピーし、下記の手順で

インストーラを起動します。 

① エクスプローラにて、C ドライブを開きます。 

② メニューバーより「ファイル」＞「コマンド プロンプトを開く」から、「コマンド プロンプトを管

理者として開く」をクリックします。 

③ コマンドプロンプトより下記のコマンドを入力します。 

java△-jar△<fmw_12.2.1.3.0_wls.jar へのパス> 

※△は半角スペースです。また、すべての文を一行で続けて入力する必要があります。 

例：コピー先を「C:\TEMP」とした場合 

java -jar C:\TEMP\fmw_12.2.1.3.0_wls.jar 
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『ようこそ』画面が表示されます。『次へ(N)』をクリックします。 

 

 

(2) 『自動更新』画面が表示されます。『自動更新をスキップ(A)』を選択し、『次へ(N)』をクリックしま

す。 
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(3) 『インストール場所』の設定画面が表示されます。『Oracle ホーム(O)』に WebLogic のインストー

ル先を指定し、『次へ(N)』をクリックします。 

 

 

(4) 『インストール・タイプ』の設定画面が表示されます。『WebLogic Server (W)』を選択し、『次へ

(N)』をクリックします。 
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(5) 『前提条件のチェック』画面が表示されます。すべてのチェックが完了した事を確認し、『次へ

(N)』をクリックします。 

 

＜重要＞ 

・ Oracle WebLogic Server 12c R2 (12.2.1.3.0)をWindows Server 2012 R2へインストールす

る場合、上記の「オペレーションシステムの認証を確認中」に警告が表示されます。この警告

は無視して下さい。 
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(6) 『インストール・サマリー』画面が表示されます。内容を確認し、『インストール(I)』をクリックしま

す。 

 

 

(7) 『インストールの進行状況』画面が表示されます。すべてのインストールが完了したことを確認し、

『次へ(N)』をクリックします。 
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(8) 『インストール完了』画面が表示されます。引き続き WebLogic の構成をおこなうために、『構成

ウィザードの自動起動(A)』のチェックボックスにチェックを付け、『終了(F)』をクリックします。 
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3.3.4 Oracle WebLogic Server の構成 

(1) 『構成タイプ』の選択画面が表示されます。『新規ドメインの作成(C)』を選択するとともに、『ドメ

インの場所』を入力します。上記の設定を確認し、『次(N)>』をクリックします。 

 

 

(2) 『テンプレート』画面が表示されます。『製品テンプレートを使用してドメインを作成(P)』を選択し、

『次(N)>』をクリックします。 
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(3) 『管理者アカウント』の設定画面が表示されます。『名前』『パスワード』『パスワードの確認』を入

力し、『次(N)>』をクリックします。ここで入力したユーザおよびパスワードは管理コンソールの利

用時に使用します。 

 

(4) 『ドメイン・モードおよびＪＤＫ』の設定画面が表示されます。『ドメイン・モード』は、『本番(P)』を

選択します。また、『JDK』は、インストール開始時に使用した JDK のパスが初期状態で表示さ

れます。問題がなければそのまま選択します。他の JDK を利用する場合には、『その他の JDK

の場所(L)』から JDK のインストールフォルダを設定してください。 

設定が完了したら、内容を確認の上、『次(N)>』をクリックします。 
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(5) 『拡張構成』画面が表示されます。『管理サーバー』『ノード・マネージャ』『トポロジ』のすべての

チェックボックスにチェックを入れ、『次(N)>』をクリックします。 

 

 

(6) 『管理サーバー』の設定画面が表示されます。『サーバー名』『リスニング・アドレス』『リスニン

グ・ポート』を設定します。『リスニング・アドレス』には、『すべてのローカル・アドレス』を選択せ

ずに、当サーバのアドレスを指定してください。入力が完了したら『次(N)>』をクリックします。 
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(7) 『ノード・マネージャ』の設定画面が表示されます。『ノード・マネージャ・タイプ』で『ドメインごと

のデフォルトの場所(D)』を選択し、『ノード・マネージャ資格証明』の各フィールドを入力します。

入力が完了したら『次(N)>』をクリックします。 

 

 

(8) 『管理対象サーバー』画面が表示されます。『追加』をクリックし、Generalist 用の設定を追加し

ます。『サーバー名』『リスニング・アドレス』『リスニング・ポート』を設定します。『リスニング・アド

レス』は、当サーバのアドレスを設定してください。設定が完了したら『次(N)>』をクリックします。 
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(9) 『クラスタ』の設定画面が表示されます。何も設定せずに『次(N)>』をクリックします。 

 

 

(10) 『サーバー・テンプレート』の設定画面が表示されます。何も設定せずに『次(N)>』をクリックしま

す。 
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(11) 『マシン』の設定画面が表示されます。『追加』をクリックし、Generalist 用の設定を追加します。

『名前』『ノード・マネージャ・リスニング・アドレス』『ノード・マネージャ・リスニング・ポート』を設定

します。『ノード・マネージャ・リスニング・アドレス』は、当サーバのアドレスを設定してください。

設定が完了したら『次(N)>』をクリックします。 

 

 

(12) 『サーバーのマシンへの割当』画面が表示されます。『サーバー』の一覧から手順(8)で作成し

たサーバーを選択し、『マシン』の一覧から手順(11)で作成したマシンを選択します。その後、

『>』ボタンをクリックし、サーバーをマシンへ割当てます。 
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上記を実行すると、マシンの下にサーバーが移動します。この状態となっている事を確認し、

『次(N)>』をクリックします。 

 

 

(13) 『仮想ターゲット』の設定画面が表示されます。何も設定せずに『次(N)>』をクリックします。 
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(14) 『パーティション』の設定画面が表示されます。何も設定せずに『次(N)>』をクリックします。 

 

 

(15) 『構成のサマリー』画面が表示されます。内容を確認し、『作成(C)』をクリックします。 
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(16) 『構成の進行状況』画面が表示されます。進捗状況が 100%となったことを確認し、『次(N)>』をク

リックします。 

 

 

(17) 下記画面が表示されます。引き続き設定作業を行うため『ドメインの場所』をクリック。エクスプロ

ーラが開くので、同場所の「startWebLogic.cmd」を実行します。実行後、『終了』をクリックしま

す。 

 

 



47 

(18) 「startWebLogic.cmd」を実行した場合、コマンドプロンプトが立ち上がり以下のような画面にな

ります。WebLogic インストール時（3.3.4(3)）に設定したユーザー名、パスワードを入力してくだ

さい。 

 

 

(19) コマンドプロンプトに『サーバーが RUNNING モードで起動しました。』と表示されます。管理サ

ーバーの起動は完了です。 
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＜重要＞ 

・ 管理サーバーの起動は、コマンドプロンプトを立ち上げ、3.3.4(1)で設定したフォルダ内の star

tWebLogic.cmd を実行することでも行えます。コマンドプロンプトを終了すると、管理サーバは

停止します。 

デフォルト設定の場合、下記のスクリプト 

<WebLogic インストール先>\user_projects\domains\base_domain\startWebLogic.cmd 

・ 管理コンソール画面からサーバーの起動／停止を実行するには、以下のスクリプトを事前に

実行する必要があります。 

<WebLogic インストール先>\user_projects\domains\base_domain\bin\startNodeManager.cmd 
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3.4 アプリケーションサーバモジュールのインスト

ール 

アプリケーションサーバへ Generalist のモジュールをインストールします。 

＜重要＞ 

・ ここでは、Generalist モジュールやその他の必要ファイルをアプリケーションサーバに設定する

作業を行います。 

・ 手順にしたがってインストールを開始する前に、すべての Windows アプリケーションを終了さ

せておいてください。 

・ 動作中のアプリケーションがある場合、インストールに時間がかかることがあります。 

・ 動作中のアプリケーションがハードディスクに対して書き込み等を行っていると、インストール

プログラムは空きディスク容量を正確に把握することができません。このため、インストール作

業が失敗することがあります。 

・ オペレーティングシステム、Oracle のトラブルに関しては、サポート対象外とさせていただきま

す。 
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3.4.1 アプリケーションサーバモジュールのインストールの流れ 

アプリケーションサーバモジュールのインストールは、以下のステップからなります。 

モジュールのコピーと展開 

↓ 

データベース接続の設定 

↓ 

メニューパラメータの設定 

↓ 

帳票出力の設定 

↓ 

非同期処理の設定 

↓ 

高負荷時の機能制限設定 

↓ 

ログ出力先の設定 

↓ 

アプリケーションパラメータの設定 

↓ 

ファイル変換の設定 

↓ 

ヘルプファイルのインストール 

↓ 

（外字を使用する場合） 

Google Chrome/Microsoft Edge で外字を使用す

る場合 

↓ 

（電子申請をご利用の場合） 

電子申請の設定 

↓ 

アプリケーションサーバへのインストール 

 

3.4.2 環境の想定 

ここに示す手順は、以下のような環境を想定しています。 

インストール先などを変更した場合は適宜読み替えてください。 

・ WebLogic のインストール先 ····························································· C:\Oracle\wls12c 

・ アプリケーションサーバのホスト名 ·················································· geneias 

・ アプリケーションサーバの IP アドレス ············································ 192.168.1.10 

・ データベースサーバへの接続文字列 ··········································· GeneSVR 

・ DNS ドメイン名 ···················································································· gene.co.jp 
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・ データベースサーバのホスト名 ······················································· dbgene 

・ データベースサーバの SID ····························································· geneSID 

・ データベースサーバのポート番号 ················································· 1521 

・ Generalist データベースユーザ ······················································ GRSYS 

・ Generalist データベースユーザパスワード ··································· GRSYS 

 

＜重要＞ 

・ ここでは Oracle WebLogic Server を C:\Oracle\wls12c の下にインストールすることを前提とし

ています。インストール先などを変更された場合は、適宜、読み換えてください。 

・ 設定内容において太字で記載している箇所は修正が必要な箇所です。さらに、下線が引か

れている箇所は各環境で設定内容が異なりますので、適宜、読み替えてください。 

・ 設定ファイルのサンプルを CD-ROM の Utility\C.21 サンプル設定ファイル フォルダに格納

してあります。参考にしてください。サンプルファイルを作成した環境に上書きした場合、正常

に動作しないことがあります。 

・ 「Generalist データベースユーザ名」と「Generalist データベースユーザパスワード」は「5.2.2 

データベース管理ユーザの作成と権限の付与」で作成するユーザ名とパスワードと同じにする

必要があります。アプリケーションサーバの設定を行う前に、決定しておいてください。 

 

3.4.3 モジュールのコピーと展開 

(1) Generalist インストール CD-ROM の ApplicationServer フォルダ以下の Generalist.zip ファイ

ルおよび GeneTools.zip を以下のフォルダにコピーします。 

<WebLogic インストール先>\webapps 

 

(2) Generalist.zip、GeneTools.zip を展開します。 

以下のフォルダ構成になっていることを確認します。 

GeneTools についても同様です。 

<WebLogic のインストール先>\webapps\Generalist 

├Generalist.war 

└META-INF 

   ├application.xml 

   └MANIFEST.MF 

 

(3) 展開先のフォルダの下にある Generalist.war フォルダを、以下では＜Generalist インストール

フォルダ＞と記載します。また、GeneTools.war フォルダを＜GeneTools インストールフォルダ

＞と記載します。 

 

(4) META-INF\application.xml をテキストファイルで開き、以下の下線部をフォルダ名称に合わ

せて修正します。フォルダ名に変更がなければ以下の設定となります。 
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例: Generalist.war フォルダの場合 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

<?xml version="1.0"?> 

 

<application ...> 

  <display-name>Generalist</display-name> 

  <module> 

    <web> 

      <web-uri>Generalist.war</web-uri> 

      <context-root>Generalist</context-root> 

    </web> 

  </module> 

</application> 

設定が必要な各行に設定する内容は以下です。 

4 行目 ：display-name=<アプリケーション名> 

7 行目 ：web-uri=<アプリケーション名>.war 

8 行目 ：context-root =<アプリケーション名> 

 

例: GeneTools.war フォルダの場合 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

<?xml version="1.0"?> 

 

<application ...> 

  <display-name>GeneTools</display-name> 

  <module> 

    <web> 

      <web-uri>GeneTools.war</web-uri> 

      <context-root>GeneTools</context-root> 

    </web> 

  </module> 

</application> 

設定が必要な各行に設定する内容は以下です。 

4 行目 ：display-name=<アプリケーション名> 

7 行目 ：web-uri=<アプリケーション名>.war 

8 行目 ：context-root =<アプリケーション名> 

＜重要＞ 

・ web-uri は「<アプリケーション名>.war」という表記で記載が必要です。 

「.war」を消さないでください。 
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3.4.4 データベース接続の設定 

(1) datasource.properties ファイルの編集 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\properties\datasource.properties フ

ァイルを開きます。下記の設定の下線部分を環境に合わせて修正してください。 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

driverClassName=oracle.jdbc.driver.OracleDriver 

url=jdbc:oracle:thin:@dbgene:1521/geneSID 

username=GRSYS 

password=GRSYS 

maxActive=100 

maxWait=5000 

#maxActive_standalone=30 

#maxWait_standalone=5000 

 

# Configuration for Observation Thread. 

timeBetweenEvictionRunsMillis=300000 

minIdle=0 

testWhileIdle=False 

minEvictableIdleTimeMillis=300000 

numTestsPerEvictionRun=-1 

#timeBetweenEvictionRunsMillis_standalone=300000 

#minIdle_standalone=0 

#testWhileIdle_standalone=False 

#minEvictableIdleTimeMillis_standalone=300000 

#numTestsPerEvictionRun_standalone=-1 

connectionManagerMode=0 

#Configuration for the interval of DB access  

connKeepIntervalMillis=0 

 

testOnBorrow=true 

validationQuery=SELECT SYSDATE FROM DUAL 

設定が必要な各行に設定する内容は以下です。 

2 行目 ：url=jdbc:oracle:thin:@<データベースサーバのホスト名>:<ポート番号>/<SID>  

3 行目 ：username=<Generalist データベースユーザ> 

4 行目 ：password=<Generalist データベースユーザパスワード> 

5 行目 ：maxActive=<同時にデータベースに接続できる最大セッション数> 

6 行目 ：maxWait=<データベースに接続するときの待ち時間[ms]> 

21 行目 ：connectionManagerMode=<個人ログインのデータベース接続モード> 

規定値は「0」です。「1」に変更することで個人ログインの同時接続最大数を増やす

ことができます。 

「0」の場合はログインからログアウトまでの間、データベースへの接続を保持します。 
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「1」の場合はデータベースにアクセスする間のみ接続を行います。アクセスしない間

は接続を行わないため、同時接続最大数は増やすことができますが、データベース

アクセスごとに接続処理が必要となるため処理に時間がかかる場合があります。 

 

3.4.5 メニューパラメータの設定 

(1) menu.properties ファイルの編集 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\properties\menu.properties ファイル

を開きます。 

下記の設定の下線部分を環境に合わせて修正してください。 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

 

30 

#V4,CS,MO,WF  

menu_V4Host=http://geneias/geneservlets/Web_Single_Sign_On?con=generalist 

menu_CSHost=http://GeneralistCS/pages/common/Menu.do?SSO=true 

menu_MOHost=http://GeneralistMO/pages/common/Menu.do?SSO=true 

menu_WFHost=http://GeneralistWF/action_login.do?SSO=true 

 

#HelpFile 

menu_HelpPathDefault=http://GeneAS/Generalist/help/manualfiles/ 

menu_HelpKakuchoshi=.html 

 

# FileUpload,Download 

FILEPATH=C:/Generalist/attachment/ 

 

# Logout(only SingleSignOn) 1:CloseWindow 0:MoveLogin 

SsoLogoutCloseFlg=1 

 

# SSO PassCheck(only SingleSignOn) 1:Check 0:NoCheck 

SsoPassCheck=1 

 

# PasswordUpdateFlg 1:PassUpdate 0:NoPassUpdate 

passwordUpdateFlg=1 

 

# Error message(default:3) 

defauslt_dispMsgCnt=3 

 

# V6 Host 

menu_V6Host=http://GeneralistV6 

 

# 0:クライアント情報（IP アドレス）を取得しない。    1:クライアント情報（IP アドレス）

を取得する。 

IpCheckLoad=0 
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31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

 

46 

47 

48 

 

# キーストアの別名 

keyStoreAlias=tokenkeypair 

 

# ストアタイプキー 

keyStoreStoretype=JKS 

 

# ストアパスワード 

keyStoreStorepass=123456 

 

# キーストアファイルパス 

keyStoreFilepath=v7/properties/tokenkeystore.jks 

 

#セッション名 

#V7 環境と同一 AP 上に V6 環境を構築して V6 連携を利用する場合、変更が必要

です。 

#weblogic.xml に定義されている<cookie-name>の値と同じ値を設定してください。 

#sessionName=GENE_JSSESSIONID 

 

設定が必要な各行に設定する内容は以下です。 

・ マニュアルを利用するために以下の設定が必要です。 

8 行目：menu_HelpPathDefault=http://<アプリケーションサーバ名>/Generalist/help/ma

nualfiles 

 

・ イベント機能で利用する添付ファイルを保存するパスです。 

12 行目：FILEPATH=C:/Generalist/attachment/ 

 

・ シングルサインオンでログインした場合にログアウト時に画面を閉じるかどうかを選択しま

す。1：閉じる、0：ログイン画面に戻る 

15 行目：SsoLogoutCloseFlg=1 

 

・ シングルサインオンでパスワードチェックを行うかどうかを選択します。0：チェックしない、

1：チェックする 

18 行目：SsoPassCheck=1 
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・ パスワード有効期間が過ぎている場合、各ユーザがログイン時にパスワードを変更するこ

とを許可するかどうかを選択します。許可しないにした場合には管理者がユーザのパスワ

ードを変更するまでそのユーザはログインできません。許可するにした場合、パスワード

有効期間が過ぎたユーザがログインした際にパスワード変更画面に移動します。パスワ

ード有効期間の設定についてはシステム管理マスタで行います。0：許可しない、1：許可

する 

21 行目：passwordUpdateFlg=1 

 

＜重要＞ 

・ 「FILEPATH」の設定の最後には、「/」(スラッシュ)が必要です。 

・ ファイルのパスには日本語は使用できません。英字のフォルダを指定してください。 

 

3.4.6 帳票出力の設定 

(1) reportedit.properties ファイルの編集 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\properties\reportedit.properties フ

ァイルをテキストエディタで開き、アプリケーションサーバの設定にあわせて、アプリケーション

サーバのインストールフォルダおよび、base_url のアプリケーションサーバ名、および reportAp

plet_url のアプリケーション名を変更します。 

1 

 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

system_root=C:/oracle/wls12c/webapps/Generalist/Generalist.war/WEB-INF/we

bdav/store/content/reports 

definition_root=/reportdef/ 

result_root=/result/ 

access_import=1 

temporary_root=/temp/ 

history_root=/history/ 

base_url=http://geneias 

reportApplet_url=/Generalist/applet 

excel_export_pdf=false 

multi_server_list= 

 

3.4.7 非同期処理の設定 

(1) batchexecute.properties ファイルの編集 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\properties\batchexecute.properties

ファイルを開きます。 

下記の設定の下線部分を環境に合わせて修正してください。 

1 

2 

3 

# Bach Execute Container Property 

 

# Temporary Files Folder 
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4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

 

 

23 

24 

25 

 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

FILE_TMP_DIR=C:/Generalist/batch_exe/file_upload/ 

 

# Output Files Folder 

FILE_OUT_DIR= 

 

# Run History Save Days 

HISTORY_SAVE_DAYS=365 

 

# Max Thread Count 

MAX_THREAD_COUNT=5 

 

# Ikkatu Max Thread Count 

IKKATU_MAX_THREAD_COUNT=5 

 

# Wait Time(secound) 

WAIT_TIME=10 

 

# faces-config.xml FILES 

FACES_CONFIG_FILES=faces-config-common.xml,faces-config-hr.xml,faces-confi

g-menu.xml,faces-config-pr.xml,faces-config-reportedit.xml,faces-config-tool.xml,

faces-config-viewedit.xml 

 

# Java VM options 

JVM_OPTION=-Xmx512m -Djavax.xml.parsers.DocumentBuilderFactory=com.su

n.org.apache.xerces.internal.jaxp.DocumentBuilderFactoryImpl 

 

# CLASS_PATH options 

CLASS_PATH= 

 

# LOVS CONFIG FILES 

LOVS_CONFIG_FILES=gene-config-lov.xml,gene-config-lov-addon.xml 

 

# UPLOAD TMP THRESHOLD 

UPLOAD_TMP_THRESHOLD=100000000 

・ 非同期処理で利用する一時フォルダのパスです。 

4 行目：FILE_TMP_DIR=C:/Generalist/batch_exe/file_upload/ 

 

・ 非同期処理で利用する最終ダウンロードファイル格納フォルダのパスです。デフォルトで

は未設定です。別サーバの一時フォルダへ大量のファイルを出力する場合に設定してく

ださい。 

7 行目：FILE_OUT_DIR =C:/Generalist/batch_exe/file_out/ 
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・ 非同期処理の実行履歴の保存期間です。 

10 行目：HISTORY_SAVE_DAYS=365 

 

・ 画面から一括実行を起動する際に指定する並行実行最大数です。 

16 行目：IKKATU_MAX_THREAD_COUNT=5 

 

・ 一括実行で使用するファイルアップロード最大サイズです。単位は Byte です。 

34 行目：UPLOAD_TMP_THRESHOLD=100000000 

 

＜重要＞ 

・ 「FILE_TMP_DIR」および「FILE_OUT_DIR」の設定の最後には、「/」(スラッシュ)が必要です。 

・ ファイルのパスには日本語は使用できません。英字のフォルダを指定してください。 

 

3.4.8 高負荷時の機能制限設定 

アプリケーションサーバの使用メモリが設定した閾値を越えた場合に、ログインおよび人事検索か

らのExcel帳票出力を制限することができます。上記の機能を利用する場合には、以下の設定をお

こなってください。 

 

＜重要＞ 

・ 機能制限をおこなわない場合には、本設定は不要です。 

 

(1) web.xml ファイルの編集 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\web.xml ファイルをテキストエディタで開き、 

111、124 行目のコメントアウトを削除してください。 

（以下の太字の部分を削除してください。） 

110 

111 

112 

113 

114 

115 

 

116 

117 

118 

119 

120 

<!-- System Check Filter --> 

<!-- 

<filter> 

    <filter-name>SystemCheckFilter</filter-name> 

    <filter-class>jp.co.toshiba_sol.generalist.common.filter.GeneSystemCheckFilt

er</filter-class> 

</filter> 

<filter-mapping> 

    <filter-name>SystemCheckFilter</filter-name> 

    <url-pattern>/faces/jsp/menu/login/login.jsp</url-pattern> 

</filter-mapping> 

<filter-mapping> 
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121 

122 

123 

124 

    <filter-name>SystemCheckFilter</filter-name> 

    <url-pattern>/faces/jsp/menu/login/singleSignOn.jsp</url-pattern> 

</filter-mapping> 

--> 

 

＜重要＞ 

・ 上記以外のパラメータはシステムで固定のパラメータです。変更しないでください。 

・ ファイル変更時には文字コードは『UTF-8』で保存してください。コメント等に日本語を入力し

ない場合には文字コードの指定は不要です。 

 

(2) memorychecker.properties ファイルの編集 

＜Generalistインストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\properties\memorychecker.properti

es ファイルを開きます。 

下記の設定の下線部分を環境に合わせて修正してください。 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

 

 

# Configuration for Default. 

 

# Whether to check memory amount used. 

memoryCheckFlag=0 

 

# Threshold amount used not to login, Please set the value on percentage. 

memoryThreshold=80 

noCheckWord=yes 

#msg_memoryCheckError= 

#msg_retryLogin= 

 

 

# Configuration for GeneSystemCheckFilter only. 

#GeneSytemCheckFilter_memoryCheckFlag=0 

#GeneSytemCheckFilter_memoryThreshold=80 

#GeneSytemCheckFilter_msg_memoryCheckError= 

#GeneSytemCheckFilter_msg_retryLogin= 

 

 

 

# Configuration for GeneSystemCheckFilter only. 

#JSI00700_memoryCheckFlag=0 

#JSI00700_memoryThreshold=80 

JSI00700_msg_memoryCheckError=\u30B5\u30FC\u30D0\u304C\u6DF7\u96D1

\u3057\u3066\u3044\u308B\u305F\u3081Excel\u51FA\u529B\u306F\u884C\u

3048\u307E\u305B\u3093\u3002 
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25 

 

 

 

26 

JSI00700_msg_retryLogin=\u3057\u3070\u3089\u304F\u3057\u3066\u304B\u308

9\u518D\u5B9F\u884C\u3059\u308B\u304BCSV\u30D5\u30A1\u30A4\u30EB

\u51FA\u529B\u306B\u5909\u66F4\u3057\u3066\u304F\u3060\u3055\u3044

\u3002 

  

・ メモリの閾値を超えた場合にログインおよび機能実行の制御を行うかどうかを設定します。

制御をしない場合は「0」を設定します。制御する場合は「1」を設定します。システム全体

に対する設定になります。 

4 行目：memoryCheckFlag=0 

 

・ アプリケーションサーバに設定するメモリの閾値です。パーセントで設定します。「80」を

設定した場合、メモリ使用量が 80％を超えている状態で制御がかかります。システム全

体に対する設定になります。 

7 行目：memoryThreshold=80 

 

(3) 人事検索の Excel 出力を個別に制御するためには以下の設定が必要です。 

・ デフォルトではシステム全体の閾値を参照するように設定されていますので、人事検索の

Excel 出力を個別に設定できるようにします。22 行目、23 行目の「#」を削除してください。 

22 行目：#JSI00700_memoryCheckFlag=0 

23 行目：#JSI00700_memoryThreshold=80 

 

・ メモリの閾値を超えた場合に人事検索の Excel 出力の制御を行うかどうかを設定します。

制御をしない場合は「0」を設定します。制御する場合は「1」を設定します。 

22 行目：JSI00700_memoryCheckFlag=1 

 

・ 人事検索の Excel 出力に設定するメモリの閾値です。パーセントで設定します。「80」を設

定した場合、メモリ使用量が 80％を超えている状態で制御がかかります。 

23 行目：JSI00700_memoryThreshold=80 



61 

3.4.9 ログ出力先の設定 

(1) ログ設定ファイルの編集 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\logback.xml ファイルをテキストエデ

ィタで開き、以下の行にある出力フォルダの設定を任意のフォルダに変更します。フォルダお

よびログファイルは実行時に自動的に作成されます。 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 

 

<configuration> 

 

    <property name="log.path" value="C:/Generalist/logs" /> 

（以降、省略） 

 

(2) 一括実行／非同期処理用ログ設定ファイルの編集 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\logbackbatch.xml ファイルをテキスト

エディタで開き、以下の行にある出力フォルダの設定を任意のフォルダに変更します。フォル

ダおよびログファイルは実行時に自動的に作成されます。 

 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 

 

<configuration> 

 

    <property name="log.path" value="C:/Generalist/logs" /> 

（以降、省略） 

 

＜重要＞ 

・ ファイル変更時には文字コードは「UTF-8」で保存してください。コメント等に日本語を入力し

ない場合には文字コードの指定は不要です。 
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3.4.10 アプリケーションパラメータの設定 

(1) ＜Generalist インストールフォルダ＞\Generalist\WEB-INF\web.xml をテキストエディタで開

き、以下の部分を編集します。 

13～32 行目 

13 

14 

15 

16 

 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

<!-- User Setting Parameters --> 

<context-param> 

    <param-name>common-location-gene-install-folder</param-name> 

    <param-value>C:\oracle\wls12c\webapps\Generalist\Generalist.war\</para

m-value> 

</context-param> 

<context-param> 

    <param-name>DOWNLOAD_PATH</param-name> 

    <param-value>C:\Generalist\temp\download\</param-value> 

</context-param> 

<context-param> 

    <param-name>UPLOAD_PATH</param-name> 

    <param-value>C:\Generalist\temp\upload\</param-value> 

</context-param> 

 

・・・ 

<context-param> 

    <param-name>MNEvidence-WorkFolder</param-name> 

    <param-value>C:\Generalist\temp\upload\</param-value> 

</context-param> 

・・・ 

・ common-location-gene-install-folder：＜Generalist インストールフォルダ＞を指定しま

す。 

・ DOWNLOAD_PATH：ファイルのダウンロードで使用する一時フォルダです。アプリケー

ションサーバ上の任意のフォルダを指定してください。 

・ UPLOAD_PATH：ファイルのアップロードで使用する一時フォルダです。アプリケーション

サーバ上の任意のフォルダを指定してください。 

・ MNEvidence-WorkFolder：個人番号登録時にエビデンスファイルのアップロードで使用

する一時フォルダです。アプリケーションサーバ上の任意のフォルダを指定してくださ

い。 

＜重要＞ 

・ 上記以外のパラメータはシステムで固定のパラメータです。変更しないでください。 

・ ファイル変更時には文字コードは『UTF-8』で保存してください。コメント等に日本語を入

力しない場合には文字コードの指定は不要です。 

・ 各フォルダの設定の最後には「\」が必要です。各フォルダの設定の最後に「\」が入って
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いることを確認してください。 

・ 各フォルダに対して、アプリケーションサーバのサービスを起動するユーザ（通常は、「ロ

ーカル システム」）の書き込み権限があることを確認してください。 

・ 大量のファイル取込処理を行った際にエラーとなり取込が行えない場合があります。その

場合は application.properties の項目「uploadMemorySize」の値を増やしてください(初期

値は 10k(キロバイト)です)。 

 

(2) ＜Generalist インストールフォルダ＞\Generalist\WEB-INF\classes\properties\application.p

roperties をテキストエディタで開きます。 

下記の設定の下線部分を環境に合わせて修正してください。 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

# ファイルアップロード時のメモリサイズ(10K) 

uploadMemorySize=10240 

# アップロード可能の最大サイズ(15M) 

uploadSizeMax=15728640 

# アップロードするファイル毎の最大サイズ(5M) 

uploadFileSizeMax=5242880 

# プロファイルのインデックスファイルの格納場所 

indexPath=C:\\Generalist\\indexes 

・ プロファイルのインデックスファイルとは人材検索で利用する情報です。 

8 行目：indexPath= C:\\Generalist\\indexes 

3.4.11 ファイル変換の設定 

(1) fileconverter.properties ファイルの編集 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\properties\fileconverter.properties

ファイルを開きます。 

下記の設定の下線部分を環境に合わせて修正してください。 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

# ドライバクラス名 

driverClassName=oracle.jdbc.driver.OracleDriver 

# jdbc:subprotocol:subname 形式のデータベース URL 

url=jdbc:oracle:thin:@dbgene:1521/geneSID 

# 接続ユーザ名 

username=GRSYS 

# 接続パスワード 

password=GRSYS 

 

3.4.12 ヘルプファイルのインストール 

(1) ヘルプファイルのコピー 

Generalist の<インストールメディア>\Manual\manual.zip ファイルを解凍します。 

解凍したファイルを以下のフォルダにコピーします。 

コピー先：＜Generalist のインストールフォルダ＞\help 
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3.4.13 Google Chrome/Microsoft Edge で外字を使用する場合 

(1) 「付録 H Google Chrome/Microsoft Edge で外字を使用するための設定」を参照し、設定し

てください。 

 

3.4.14 電子申請の設定 

(1) egov-beans-datasources.xml ファイルの編集 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\egov-beans-datasources.xml ファイ

ルを開きます。下記の設定の下線部分を環境に合わせて修正してください。 

1 

 

 

 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 
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<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 

・ 

（中略） 

・ 

    <property name="url"> 

        <value>jdbc:oracle:thin:@dbserver:1521/GENE</value> 

    </property> 

    <property name="username"> 

        <value>GRSYS</value> 

        </property> 

    <property name="password"> 

        <value>GRSYS</value> 

    </property> 

・ 

（中略） 

・ 

</beans> 

設定が必要な各行に設定する内容は以下です。 

28 行目 ：jdbc:oracle:thin:@<データベースサーバのホスト名>:<ポート番号>/<SID> 

31 行目 ：<value><Generalist データベースユーザ></value> 

34 行目 ：<value><Generalist データベースユーザパスワード></value> 

 



65 

(2) egov-application.properties の編集 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\egov-application.properties ファイ

ルを開きます。下記の設定の下線部分を環境に合わせて修正してください。 

1 

2 

3 

4 

 

 

 

9 

10 

11 

 

 

 

48 

49 

50 

 

 

 

77 

78 

#PROXY 

proxy.flag=0 

proxy.server.host= 

proxy.server.port= 

・ 

（中略） 

・ 

#EgovService 

egov.send.outFolder=C:\\Generalist\\egov\\Applies\\ 

egov.send.zipFolder=C:\\Generalist\\egov\\zip\\ 

・ 

（中略） 

・ 

authRequestBody=<?xml version="1.0" ～  

#0:Non auto/1:Auto 

auto.download.finish=1 

・ 

（中略） 

・ 

#REDIRECT GENE SERVER 

egov2.generalist.server.host=http://geneias:7003/Generalist 

設定が必要な各行に設定する内容は以下です。 

2 行目 ：proxy.flag=<プロキシサーバの利用有無> 

規定値は「0」で、プロキシサーバを利用しない設定です。 

プロキシサーバを利用する場合は「1」に変更し、「proxy.server.host」「proxy.server.

port」にプロキシサーバのホスト名・ポート番号を設定してください。 

3 行目 ：proxy.server.host=<プロキシサーバのホスト名> 

※proxy.flag を 1 に変更した場合に設定してください。 

4 行目 ：proxy.server.port=<プロキシサーバのポート番号> 

※proxy.flag を 1 に変更した場合に設定してください。 

10 行目 ：egov.send.outFolder=<電子申請時に利用するサーバ上の一時フォルダ１> 

11 行目 ：egov.send.zipFolder=<電子申請時に利用するサーバ上の一時フォルダ２> 

50 行目 ：auto.download.finish=<取得完了自動送信フラグ> 

1：自動送信する （「取得完了」ボタンは非表示） 

0：自動送信しない （「取得完了」ボタンを表示） 

規定値は「1」です。電子申請 公文書・コメント一覧ダイアログ画面に「取得完了」ボ

タンを表示する場合に設定してください。 
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78 行目 ：egov2.generalist.server.host=http://<アプリケーションサーバのホスト名>:<ポート番

号>/<アプリケーション名> 

電子申請業務を行うクライアント PC から、Generalist を起動する際の URL を記載し

ます。ご利用の環境に合わせてアプリケーションサーバ名、ポート番号、アプリケー

ション名を設定してください。ログイン URL が http://geneias:7003/Generalist の場

合、各項目は以下のとおりです。 

 アプリケーションサーバのホスト名 .......geneias 

 ポート番号 .....................................7003 

 アプリケーション名 ...........................Generalist 

＜重要＞ 

・ 「egov.send.outFolder」「egov.send.zipFolder」には存在するフォルダを指定してください。

送信時の一時フォルダとなります。送信後にファイルは削除します。 

・ フォルダのパスには日本語は使用できません。半角英数字のフォルダを指定してくださ

い。半角スペースは利用しないでください。 

・ フォルダの区切りには、「\\」を使用してください。フォルダの最後にも「\\」を付けてくださ

い。 

 

(3) ルート証明書の設定 

マイナポータル（健康保険組合向け）と暗号化して通信を行うに当たり、CISCO 社の中間証明

書を設定していただく必要があります。 

 

以下手順に沿って、ご利用の WebLogic が使用している Java のインストールフォルダを確認し

てください。 

① 下記の URL を入力し、管理コンソールを開きます。 

http://<アプリケーションサーバ名>:7001/console 

WebLogic のインストール時に設定したユーザ名とパスワードを使用し、ログインします。 
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② 『サーバーのサマリー』画面を開き、ご利用のサーバー名をクリックしてください。 

サーバー名は「3.3.4 Oracle WebLogic Server の構成」の(8)を実施時に作成したサーバ

ー名になります。（手順どおりに作成している場合は「geneserver」となります。） 

 

 

③ タブのキーストアをクリックし、「Java 標準信頼キーストア」に記載されている Java インスト

ールフォルダのパスを確認してください。 

例） 「Java 標準信頼キーストア」に下記のように記載されていた場合は太字の部分が Jav

a インストールフォルダのパス（以降、Java インストールフォルダと記載）となります。 

C:\PROGRA~1\Java\JDK18~1.0_1\jre\lib\security\cacerts 
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ここからの作業はアプリケーションサーバ上で行う必要があります。 

① アプリケーションサーバにログインします。 

② エクスプローラを起動し、Java インストールフォルダに移動します。 

＜Java インストールフォルダ＞\jre」の直下に「＜インストールメディア＞\Utility\C41.電

子申請用証明書\ciscoumbrella.cer」ファイルをコピーします。 

③ コマンドプロンプトを起動し、＜Java インストールフォルダ＞\jre にカレントディレクトリを移

動します。 

例） 下記は、Java インストールフォルダが「C:\PROGRA~1\Java\JDK18~1.0_1」とした想

定で記載しています。 

C:\Users\Administrator>cd /d C:\PROGRA~1\Java\JDK18~1.0_1\jre 

C:\Program Files\Java\jdk1.8.0_181\jre> 

※下線部分は環境に合わせて変更してください。 

④ 下記のコマンドを実行します。 

bin\keytool△-import△-trustcacerts△-file△ciscoumbrella.cer△-keystore△lib\sec

urity\cacerts△-storepass△changeit△-alias△ciscoumbrellaca 

※ 表記上は折り返していますが、上記コマンドは、1 行で続けて入力してください。 

※ △は半角スペースです。 

⑤ 証明書を信頼してよいかを聞かれるので、「はい」を入力し Enter キーを押してください。 

「証明書がキーストアに追加されました」と表示されることを確認してください。確認後、コ

マンドプロンプトを閉じます。 
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3.4.15 アプリケーションサーバへのインストール 

(1) 以下の URL を入力し、管理コンソールを開きます。 

http://<アプリケーションサーバ名>:7001/console 

WebLogic のインストール時に設定したユーザ名とパスワードを使用し、ログインします。 

 

(2) ログインすると『ホーム』画面が表示されます。左に表示される『ドメイン構造』から『デプロイメン

ト』を選択します。 
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(3) 『デプロイメントのサマリー』画面が表示されます。画面左上の『ロックして編集』をクリックし、

『インストール』をクリックします。 

※ 『ロックして編集』ボタンはサーバの設定によって表示されないことがあります。表示されな

い場合は、ボタンをクリックする必要はありません。 

 

 

(4) 『アプリケーション・インストール・アシスタント』画面が表示されます。パスに 3.4.3 で Generalist

のモジュールを展開したフォルダを指定します。パスを指定すると、アプリケーション選択のラ

ジオボタンが表示されるため、Generalist を指定し、『次』をクリックします。 
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(5) 以下の画面が表示されます。『このデプロイメントをアプリケーションとしてインストールする』が

選択されていることを確認し、『次』をクリックします。 

 

 

(6) 以下の画面が表示されます。『3.3.4Oracle WebLogic Server の構成』で設定したサーバーを

選択し、『次』をクリックします。 
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(7) 以下の画面が表示されます。『デプロイメントを次の場所からアクセス可能にする』にチェックを

入れます。内容を確認し、『次』をクリックします。 

 

 

(8) 以下の画面が表示されます。『追加構成』で『いいえ、後で構成を確認します。』を選択し、『終

了』をクリックします。 
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(9) インストールが完了すると『デプロイメントのサマリー』画面へ戻り、上部にメッセージが表示さ

れます。エラーが発生していないことを確認してください。 

 

 

3.4.16 GeneTools モジュールのインストール 

データソースの設定を行います。 

(1) WebLogic Server 管理コンソール『ホーム』画面から、『ドメイン構造』の『データ・ソース』を選

択します。 
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(2) 新規のデータ・ソースを作成します。『新規』ボタンをクリックし、汎用データ・ソースを選択しま

す。 

 

 

(3) データ・ソース名、JNDI 名（jdbc/genedb）を入力し、『次』ボタンを押下します。ここでは、デー

タ・ソース名『Toolsdatasource』とします。 
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(4) データベース・ドライバ:『*Oracle's Driver (Thin XA) for Instance connections; Versions:A

ny』を選択し、『次』ボタンを押下します。 

  

 

(5) 『次』ボタンを押下します。 
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(6) 接続プロパティを定義します。ここでは、データベース名「geneSID」、ホスト名「dbgene」、ポート

「1521」、データベースユーザ名「GRSYS」、パスワード「GRSYS」とします。入力後、『次』ボタン

をクリックします。 

  

(7) URL の確認を行います。 

URL の欄を修正してください。 

旧：「jdbc:oracle:thin:@<データベースサーバのホスト名>:<ポート番号>:<SID>」 

新：「jdbc:oracle:thin:@<データベースサーバのホスト名>:<ポート番号>/<SID>」 

設定修正後、『次』ボタンを押下します。 
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(8) ターゲットを選択します。『geneserver』横のチェックボックスにチェックを入れ、『終了』を押下し

ます。 

 

 

(9) 変更のアクティブ化を行うと、正常に設定されると画面上部のメッセージが表示されます。エラ

ーが発生していないことを確認してください。データ・ソースの設定は完了です。 
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(10) デプロイメントを行います。手順は（3.4.15 アプリケーションサーバへのインストール）と同様で

す。モジュールを展開したフォルダパスを GeneTools 用に置き換えて実行してください。実行

後は『変更のアクティブ化』を忘れずに行ってください。 

 

3.4.17 アプリケーションの起動 

(1) サーバーの起動を行います。サーバーの起動は『サーバーのサマリー』画面から行えます。

『制御』タブを選択します。起動したいサーバー（geneserver）にチェックをいれ、『起動』ボタン

をクリックしてください。 

 

 

以下のようなメッセージが表示された場合は、ノード・マネージャの起動が必要です。 

メッセージ ： 「サーバー<サーバー名>では、マシン<マシン名>に関連付けられているノー

ド・マネージャにアクセスできません。」 

ノード・マネージャの起動はコマンドプロンプトから、以下のスクリプトを実行してください。 

<WebLogic インストール時ドメイン作成したフォルダ>\bin\startNodeManager.cmd 

ドメインを作成したフォルダはデフォルトでは以下の通りです。 

<Oracle ホームディレクトリ>\user_projects\domains\base_domain 
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(2) アプリケーションの起動を行います。アプリケーションの起動は『デプロイメントのサマリー』画

面から行えます。『制御』タブを選択します。起動したいアプリケーションにチェックをいれ、『起

動』ボタンをクリックし、『すべてのリクエストを処理』をクリックしてください。 

 

 

(3) 起動 URL は以下のとおりです。 

Generalist ： http://<アプリケーションサーバの URL>:<ポート番号>/Generalist/ 

GeneTools ： http://<アプリケーションサーバの URL>:<ポート番号>/GeneTools/servlet/ 

 

URL 例 

http://geneias:7003/Generalist/ 
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3.5 Oracle WebLogic Server の設定 

Generalist システムを Web 構成でご利用いただくために必要な Oracle WebLogic Server（以下 W

ebLogic）の設定手順を説明します。 

 

3.5.1 起動パラメータの設定 

(1) WebLogic の管理コンソールを開き、『ドメイン構造』から『環境』→『サーバー』と選択します。そ

の後、サーバーの一覧から Generalist 用のサーバーのリンクをクリックします。 
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(2) 『構成』タブの中にある『サーバーの起動』タブを選択します。 
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(3) 画面左上の『ロックして編集』をクリックし、『引数』のテキストフィールドの中に以下の設定を記

載します。 

※ 『ロックして編集』ボタンはサーバの設定によって表示されないことがあります。表示されな

い場合は、ボタンをクリックする必要はありません。 

-Xmx1024m△-XX:MaxMetaspaceSize=512m△-Djavax.xml.parsers.DocumentBuilderFact

ory=com.sun.org.apache.xerces.internal.jaxp.DocumentBuilderFactoryImpl 

※△は半角スペースです。 

入力を確認し、『保存』をクリックします。 
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(4) 保存が完了すると以下の画面に戻り、メッセージが表示されます。エラーが発生していないこ

とを確認し、『変更のアクティブ化』ボタンをクリックして変更を確定してください。 
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3.6 アプリケーションサーバのアンインストール 

Generalist アプリケーションサーバモジュールのアンインストールの手順について説明します。 

＜重要＞ 

 ここでは、Generalist アプリケーションサーバモジュールやその他の不要ファイルをアプリケ

ーションサーバから削除する手順を示します。 

 手順にしたがってアンインストールを開始する前にすべての Windows アプリケーションを終

了させておいてください。 

 動作中のアプリケーションがある場合、アンインストールに時間がかかることがあります。 

 動作中のアプリケーションがハードディスクに対して書き込み等を行っていると、アンインスト

ールプログラムは作業が失敗することがあります。 

 一部のスケジューラソフトは設定された時間がくると自動的にチェックディスクなどのアンイン

ストール処理に影響を与えるようなプログラムを実行するものがあります。このようなソフトウェ

アをお使いの場合は、アンインストール開始前に自動実行機能を一時停止させてください。 

（代表的なスケジューラソフトには、Windows に付属のタスク スケジューラがあります。このソ

フトの場合は、タスク スケジューラにあるアイコンを右クリックして、「プロパティ」画面を表示

させ「実行する」のチェックボックスのチェックを解除してください。） 

 オペレーティングシステム、Oracle のトラブルに関しては、サポート対象外とさせていただき

ます。 
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3.6.1 アプリケーションサーバモジュールのアンインストール 

(1) WebLogic の管理コンソールにログインします。『ドメイン構造』より『デプロイメント』を選択しま

す。 

 

 

(2) デプロイメントの一覧が表示されます。『ロックして編集』をクリックし、一覧から Generalist を選

択し、『削除』をクリックします。 
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(3) アンインストールが完了するとメッセージが表示されます。エラーが発生していないことを確認

し、『変更のアクティブ化』ボタンをクリックして変更を確定してください。 
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第4章 アプリケーションサーバのセットアッ

プ(WebCube Application Server) 

4.1 概要 

アプリケーションサーバのインストールと設定する際の手順について説明します。 

 

＜重要＞ 

・ オペレーティングシステムのトラブルに関しては、サポート対象外とさせていただきます。 

・ アプリケーションサーバにモジュールを再インストールする場合は、一度アンインストール作業

を行ってください。複数回連続してインストール作業を行っても、一般には Generalist の動作に

支障を来すことはありません。 

・ アプリケーションサーバのシステム日付をデプロイした日付より過去に変更しないでください。

日付を戻してアプリケーションサーバを再起動した場合、自動で再デプロイされ設定ファイル等

が上書きされる可能性があります。 

・ 本章で Windows と記述してある場合は以下を指します。 

Windows Server 2019 

Windows Server 2022 

 



88 

4.2 セットアップの手順 

セットアップは以下の手順で実行します。 

 

WebCube Application 

Server の 

インストール 

・・・・・・ 
WebCube Application Server（ミドルウェア）をインストー

ルします。 

↓   

WebCube Application 

Server の設定 
・・・・・・ WebCube Application Serveｒの設定をします。 

↓   

Generalist アプリケーシ

ョンサーバモジュール

のインストール 

・・・・・・ 
アプリケーションサーバモジュールをインストールしま

す。 

↓   

WebCube Application 

Serveｒの設定 
・・・・・・ WebCube Application Server の設定を行います。 
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4.3 WebCube Application Server のインストール 

WebCube Application Server（ミドルウェア）をインストールします。 

※インストールに関する詳しい情報は、「アプリケーションサーバ ファーストステップガイド」を参照

してください。 

 

4.3.1 事前準備 

事前に以下の項目を設定してください。 

項目 例 お客様ご記入欄 

作業用ディレクトリ C:\temp  

 

＜重要＞ 

・ 作業ディレクトリのパスには ";" (セミコロン)，"." (ピリオド)，半角空白および全角文字を含め

ないでください。これらの文字が含まれている場合，インストール処理時にエラーが発生しま

す。 

 

バッチを実行するためサーバに JDK(Java Development Kit)をインストールしてください。必要な J

DK のバージョンは下記のとおりです。バッチを実行する場合はインストールした JDK を指定してく

ださい。 

【関連 HP】（2021 年 4 月 19 日時点） 

https://www.oracle.com/jp/java/technologies/javase-downloads.html 

 

必要な JDK のバージョン 

1.8.0 Update131(64bit 版)以上 

 

＜重要＞ 

・ JDK のバージョンが 9 以上の場合、一部バッチが正常に動作しない場合があります。 

 

4.3.2 不要なサービスの停止 

(1) WebCube Application Server のインストール前に以下のサービスが起動している場合には、停

止し、手動起動に変更します。サービスが起動していない場合、または、サービスが存在しない

場合には本操作は不要です。 

・ IIS Admin Service 

・ World Wide Web Publishing Service 

・ Simple Mail Transport Protocol (SMTP) 

https://www.oracle.com/jp/java/technologies/javase-downloads.html
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サービスの停止と設定の変更は下記の手順で実行します。 

１．「コントロールパネル」より「サービス」の画面を表示します。 

２．該当するサービスを選択し、「操作」より「プロパティ」を選択し、プロパティ画面を開きます。 

 

３．プロパティ画面より、『停止（Ｔ）』ボタンを押下し、サービスを停止します。 

４．『スタートアップの種類（Ｅ）』を『手動』に設定し、『ＯＫ』ボタンを押下します。 

 

4.3.3 環境変数の設定 

実行環境で使用する環境変数を設定します。次の手順に従って，環境変数を設定してください。 

1. Windows のメニューから［コントロールパネル］－［システム］－［システムの詳細設定］を選

択します。  

［システムのプロパティ］ダイアログが表示されます。  

2. ［詳細設定］タブの［環境変数］ボタンをクリックします。  

［環境変数］ダイアログが表示されます。  

3. ［システム環境変数］に環境変数を設定します。  

［システム環境変数］の枠に設定されている環境変数を確認してください。  

Application Server で設定が必要な環境変数と設定する値を次の表に示します。  

表 3-1 実行環境で使用する環境変数名 設定する値 

TZ  JST-9  

 

4. ［環境変数］ダイアログで［OK］ボタンをクリックします。  

［環境変数］ダイアログが閉じます。  
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5. ［システムのプロパティ］ダイアログで［OK］ボタンをクリックします。  

［システムのプロパティ］ダイアログが閉じて環境変数の設定が完了します。  

 

これで、Application Server を使用するための環境変数の設定は完了です。 

 

4.3.4 WebCube Application Server V11.1、V11.2またはV11.4のインストー

ル 

WebCube Application Server（ミドルウェア）をインストールします。 

 

(1) インストール DVD-ROM を，DVD-ROM ドライブにセットします。 

(2) エクスプローラで DVD-ROM ドライブを開き，インストーラのアーカイブファイルを作業用ディレ

クトリにコピーして展開します。 

以下は V11.1 のファイルです。 

・Windows64\Installer\APPSERVER_V111_Windows64_INST.zip (64bit 用インストールバイナ

リ)  

 

(3) 展開したアーカイブファイルのセットアッププログラム(HCD_INST.EXE)を実行します。内容を

確認した後『インストール実行』をクリックします。 
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(4) 『ようこそ』画面が表示されます。内容を確認した後『次へ(N)』をクリックします。 
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(5) 『インストール先の選択』画面が表示されます。インストール先のフォルダを選択し、『次へ(N)』

をクリックします。 

 

＜重要＞ 

［インストール先のフォルダ］には，次のパスを指定しないでください。 

• ネットワークドライブ 

• 2 バイトコードを含むパス 

• 半角 50 文字を超えるパス 

• 末尾が ¥ のパス（C:¥ など） 
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(6) 『機能の選択』画面が表示されます。標準 をクリックし、『次へ（N）』をクリックします。 

 

 

(7) 『セットアップタイプ』画面が表示される場合は、JDK11 を選択し、『次へ（N）』をクリックします。 
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(8) 『ユーザー情報』画面が表示されます。ユーザー名、会社名を入力し、『次へ(N)』をクリックしま

す。 

 

 

(9) 『プログラムフォルダの選択』画面が表示されます。プログラムフォルダ名を入力し、『次へ(N)』

をクリックします。 
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(10) 『インストールの開始』画面が表示されます。『次へ(N)』ボタンをクリックします。 

 

 

(11) インストールが開始され、進行状況を示すダイアログが表示されます。 
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(12) インストールが終了すると、『セットアップの完了』画面が表示されます。『完了』をクリックしま

す。 

 

 

 

(13) OS を再起動するかどうかを確認する画面が表示されます。『はい』をクリックします。OS が再

起動し、Application Server のインストールが完了します。 
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(14) 再起動後、以下のサービスが起動していることおよび、スタートアップが『自動（遅延開始）』に

なっていることを確認してください。起動していない場合には、サービスを『開始』し、『自動（遅

延開始）』に変更します。サービスの変更方法は、4.3.2 を参照してください。 

 

・ Cosminexus Management Server 

・ Cosminexus Management Server – Administration Agent 

 

これで、WebCube Application Server はインストールされました。 
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4.4 WebCube Application Server の設定 

アプリケーションサーバモジュールのインストールを行う前に、セットアップウィザードを使用して

WebCube Application Server の設定を行います。 

 

(1) コマンドプロンプトを起動して、次のコマンドを実行します。 

 

"<WebCube Application Server のインストールディレクトリ>¥manager¥setup¥bin¥setupwizard" 

 

(2) 実行すると、『ようこそ』画面が表示されます。「1」を入力して，Enter キーを押します。 

 

 

(3) 『セットアップ方法の選択』画面が表示されます。「1」を入力して，Enter キーを押します。 
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(4) 『データベース接続環境の設定』画面が表示されます。ここでは、データベースの接続設定を

行わないため、n を入力して、Enter キーを押します。 

 

 

(5) 『確認』画面が表示されます。「1」を入力して，Enter キーを押します。 

 



101 

(6) セットアップ情報が表示されます。「1」を入力してセットアップを開始します。 

 

 

(7) セットアップ完了画面が表示されます。 

 

 

これで、WebCube Application Server の設定は完了しました。 
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4.5 アプリケーションサーバモジュールの 

 インストール 

アプリケーションサーバへ Generalist のモジュールをインストールします。 

 

＜重要＞ 

・ ここでは、Generalist モジュールやその他の必要ファイルをアプリケーションサーバに設定する

作業を行います。 

・ 手順にしたがってインストールを開始する前に、すべての Windows アプリケーションを終了さ

せておいてください。 

・ 動作中のアプリケーションがある場合、インストールに時間がかかることがあります。 

・ 動作中のアプリケーションがハードディスクに対して書き込み等を行っていると、インストール

プログラムは空きディスク容量を正確に把握することができません。このため、インストール作

業が失敗することがあります。 

・ オペレーティングシステム、WebCube のトラブルに関しては、サポート対象外とさせていただき

ます。 
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4.5.1 アプリケーションサーバモジュールのインストールの流れ 

 

アプリケーションサーバモジュールのインストールは、以下のステップからなります。 

モジュールのコピーと展開 

↓ 

データベース接続の設定 

↓ 

メニューパラメータの設定 

↓ 

帳票出力の設定 

↓ 

非同期処理の設定 

↓ 

高負荷時の機能制限設定 

↓ 

ログ出力先の設定 

↓ 

アプリケーションパラメータの設定 

↓ 

ファイル変換の設定 

↓ 

ヘルプファイルのインストール 

↓ 

（外字を使用する場合） 

Google Chrome/Microsoft Edge で外字を使用す

る場合 

↓ 

（電子申請をご利用の場合） 

電子申請の設定 

↓ 

アプリケーションサーバへのインストール 

 

 

 

4.5.2 環境の想定 

ここに示す手順は、以下のような環境を想定しています。 

インストール先などを変更した場合は適宜読み替えてください。 

・ WebCube のインストール先 ················································ C:\Program Files\Hitachi\Cosminexus 

・ アプリケーションサーバのホスト名 ····································· geneias 
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・ アプリケーションサーバの IP アドレス ······························· 192.168.1.10 

・ データベースサーバへの接続文字列 ······························ GeneSVR 

・ DNS ドメイン名 ······································································· gene.co.jp 

・ データベースサーバのホスト名 ·········································· dbgene 

・ データベースサーバの SID ················································ geneSID 

・ データベースサーバのポート番号 ···································· 1521 

・ Generalist データベースユーザ ········································· GRSYS 

・ Generalist データベースユーザパスワード ······················ GRSYS 

 

＜重要＞ 

・ ここでは WebCube Application Server を C:\Program Files\Hitachi\Cosminexus の下にイン

ストールすることを前提としています。インストール先などを変更された場合は、適宜、読み換

えてください。 

・ 設定内容において太字で記載している箇所は修正が必要な箇所です。さらに、下線が引か

れている箇所は各環境で設定内容が異なりますので、適宜、読み替えてください。 

・ 設定ファイルのサンプルを CD-ROM の Utility\C.21 サンプル設定ファイル フォルダに格納

してあります。参考にしてください。サンプルファイルを作成した環境に上書きした場合、正常

に動作しないことがあります。 

・ 「Generalist データベースユーザ名」と「Generalist データベースユーザパスワード」は「5.2.2 

データベース管理ユーザの作成と権限の付与」で作成するユーザ名とパスワードと同じにする

必要があります。アプリケーションサーバの設定を行う前に、決定しておいてください。 

・ 「論理 Web サーバの作成」（９）の設定で必要なポート番号を事前に決定しておいてください。

他の論理 Web サーバと被らないようにしてください。 

 

4.5.3 モジュールのコピーと展開 

(1) Generalist インストール CD-ROM の ApplicationServer フォルダ以下の Generalist.zip ファイ

ルおよび GeneTools.zip を以下のフォルダにコピーします。 

<WebCube インストールディレクトリ>\CC\web\containers\<サーバ名>\webapps 

 

(2) Generalist.zip、GeneTools.zip を展開します。 

展開先の Generalist.war フォルダを Generalist に、GeneTools.war フォルダを GeneTools に変

更します。 

 

下記のフォルダ構成となっていることを確認します。 

GeneTools についても同様です。 

<Application Server のインストールディレクトリ>\CC\web\containers\ 

<サーバ名>\webapps\Generalist 

|-Generalist 

-META-INF 
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   |-application.xml 

   -MANIFEST.MF 

 

以降の手順では、 

<WebCube インストールディレクトリ>\CC\web\containers\<サーバ名>  

\webapps\Generalist\Generalist を＜Generalist インストールフォルダ＞、 

<WebCube インストールディレクトリ>\CC\web\containers\<サーバ名>  

\webapps\GeneTools\GeneTools を＜GeneTools インストールフォルダ＞として記載します。 

 

(3) META-INF\application.xml をテキストファイルで開き、以下の下線部をフォルダ名称に 

合わせて修正します。フォルダ名に変更がなければ以下の設定となります。 

 

例: Generalist.war フォルダの場合 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

<?xml version="1.0"?> 

 

<application ...> 

  <display-name>Generalist</display-name> 

  <module> 

    <web> 

      <web-uri>Generalist.war</web-uri> 

      <context-root>Generalist</context-root> 

    </web> 

  </module> 

</application> 

設定が必要な各行に設定する内容は以下です。 

4 行目 ：display-name=<アプリケーション名> 

7 行目 ：web-uri=<アプリケーション名>.war 

8 行目 ：context-root =<アプリケーション名> 

 

例: GeneTools.war フォルダの場合 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

<?xml version="1.0"?> 

 

<application ...> 

  <display-name>GeneTools</display-name> 

  <module> 

    <web> 

      <web-uri>GeneTools.war</web-uri> 

      <context-root>GeneTools</context-root> 

    </web> 

  </module> 

</application> 
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設定が必要な各行に設定する内容は以下です。 

4 行目 ：display-name=<アプリケーション名> 

7 行目 ：web-uri=<アプリケーション名>.war 

8 行目 ：context-root =<アプリケーション名> 

＜重要＞ 

・ web-url は「<アプリケーション名>.war」という表記で記載が必要です。 

「.war」を消さないでください。 

・ WebCube Application Server の場合、application.xml 中の<application>タグの内容は以下の

ように変更する必要があります（GeneTools ではこの修正は不要です）。 

1 

2 

3 

 

 

 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

<?xml version="1.0"?> 

 

<application xmlns="http://xmlns.jcp.org/xml/ns/javaee" xmlns:xsi="http://w

ww.w3.org/2001/XMLSchema-instance" xsi:schemaLocation="http:

//xmlns.jcp.org/xml/ns/javaee http://xmlns.jcp.org/xml/ns/javaee

/application_7.xsd" version="7"> 

<display-name>Generalist</display-name> 

<module> 

  <web> 

<web-uri>Generalist.war</web-uri> 

  <context-root>Generalist</context-root> 

    </web> 

  </module> 

</application> 
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4.5.4 データベース接続の設定 

(1) datasource.properties ファイルの編集 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\properties\datasource.properties フ

ァイルを開きます。下記の設定の下線部分を環境に合わせて修正してください。 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

driverClassName=oracle.jdbc.driver.OracleDriver 

url=jdbc:oracle:thin:@dbgene:1521/geneSID 

username=GRSYS 

password=GRSYS 

maxActive=100 

maxWait=5000 

#maxActive_standalone=30 

#maxWait_standalone=5000 

 

# Configuration for Observation Thread. 

timeBetweenEvictionRunsMillis=300000 

minIdle=0 

testWhileIdle=False 

minEvictableIdleTimeMillis=300000 

numTestsPerEvictionRun=-1 

#timeBetweenEvictionRunsMillis_standalone=300000 

#minIdle_standalone=0 

#testWhileIdle_standalone=False 

#minEvictableIdleTimeMillis_standalone=300000 

#numTestsPerEvictionRun_standalone=-1 

connectionManagerMode=0 

#Configuration for the interval of DB access  

connKeepIntervalMillis=0 

 

testOnBorrow=true 

validationQuery=SELECT SYSDATE FROM DUAL 

設定が必要な各行に設定する内容は以下です。 

2 行目 ：url=jdbc:oracle:thin:@<データベースサーバのホスト名>:<ポート番号>/<SID>  

3 行目 ：username=<Generalist データベースユーザ> 

4 行目 ：password=<Generalist データベースユーザパスワード> 

5 行目 ：maxActive=<同時にデータベースに接続できる最大セッション数> 

6 行目 ：maxWait=<データベースに接続するときの待ち時間[ms]> 

21 行目 ：connectionManagerMode=<個人ログインのデータベース接続モード> 

規定値は「0」です。「1」に変更することで個人ログインの同時接続最大数を増やす

ことができます。 

「0」の場合はログインからログアウトまでの間、データベースへの接続を保持します。 
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「1」の場合はデータベースにアクセスする間のみ接続を行います。アクセスしない間

は接続を行わないため、同時接続最大数は増やすことができますが、データベース

アクセスごとに接続処理が必要となるため処理に時間がかかる場合があります。 

 

4.5.5 メニューパラメータの設定 

(1) menu.properties ファイルの編集 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\properties\menu.properties ファイル

を開きます。 

下記の設定の下線部分を環境に合わせて修正してください。 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

 

30 

#V4,CS,MO,WF  

menu_V4Host=http://geneias/geneservlets/Web_Single_Sign_On?con=generalist 

menu_CSHost=http://GeneralistCS/pages/common/Menu.do?SSO=true 

menu_MOHost=http://GeneralistMO/pages/common/Menu.do?SSO=true 

menu_WFHost=http://GeneralistWF/action_login.do?SSO=true 

 

#HelpFile 

menu_HelpPathDefault=http://GeneAS/Generalist/help/manualfiles/ 

menu_HelpKakuchoshi=.html 

 

# FileUpload,Download 

FILEPATH=C:/Generalist/attachment/ 

 

# Logout(only SingleSignOn) 1:CloseWindow 0:MoveLogin 

SsoLogoutCloseFlg=1 

 

# SSO PassCheck(only SingleSignOn) 1:Check 0:NoCheck 

SsoPassCheck=1 

 

# PasswordUpdateFlg 1:PassUpdate 0:NoPassUpdate 

passwordUpdateFlg=1 

 

# Error message(default:3) 

defauslt_dispMsgCnt=3 

 

# V6 Host 

menu_V6Host=http://GeneralistV6 

 

# 0:クライアント情報（IP アドレス）を取得しない。    1:クライアント情報（IP アドレス）

を取得する。 

IpCheckLoad=0 
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31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

 

46 

47 

48 

 

# キーストアの別名 

keyStoreAlias=tokenkeypair 

 

# ストアタイプキー 

keyStoreStoretype=JKS 

 

# ストアパスワード 

keyStoreStorepass=123456 

 

# キーストアファイルパス 

keyStoreFilepath=v7/properties/tokenkeystore.jks 

 

#セッション名 

#V7 環境と同一 AP 上に V6 環境を構築して V6 連携を利用する場合、変更が必要

です。 

#weblogic.xml に定義されている<cookie-name>の値と同じ値を設定してください。 

#sessionName=GENE_JSSESSIONID 

 

設定が必要な各行に設定する内容は以下です。 

・ マニュアルを利用するために以下の設定が必要です。 

8 行目：menu_HelpPathDefault=http://<アプリケーションサーバ名>:<ポート番号>/Gene

ralist/help/manualfiles 

 

・ イベント機能で利用する添付ファイルを保存するパスです。 

12 行目：FILEPATH=C:/Generalist/attachment/ 

 

・ シングルサインオンでログインした場合にログアウト時に画面を閉じるかどうかを選択しま

す。1：閉じる、0：ログイン画面に戻る 

15 行目：SsoLogoutCloseFlg=1 

 

・ シングルサインオンでパスワードチェックを行うかどうかを選択します。0：チェックしない、

1：チェックする 

18 行目：SsoPassCheck=1 

 

・ パスワード有効期間が過ぎている場合、各ユーザがログイン時にパスワードを変更するこ

とを許可するかどうかを選択します。許可しないにした場合には管理者がユーザのパスワ

ードを変更するまでそのユーザはログインできません。許可するにした場合、パスワード

有効期間が過ぎたユーザがログインした際にパスワード変更画面に移動します。パスワ

ード有効期間の設定についてはシステム管理マスタで行います。0：許可しない、1：許可

する 
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21 行目：passwordUpdateFlg=1 

 

＜重要＞ 

・ 「FILEPATH」の設定の最後には、「/」(スラッシュ)が必要です。 

・ ファイルのパスには日本語は使用できません。英字のフォルダを指定してください。 

 

4.5.6 帳票出力の設定 

(1) reportedit.properties ファイルの編集 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\properties\reportedit.properties フ

ァイルをテキストエディタで開き、アプリケーションサーバの設定にあわせて、アプリケーション

サーバのインストールフォルダおよび、base_url のアプリケーションサーバ名、および reportAp

plet_url のアプリケーション名を変更します。 

1 

 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

system_root=C:/Program Files/Hitachi/Cosminexus/CC/web/containers/geneias

/webapps/Generalist/Generalist.war/WEB-INF/webdav/store/content/reports 

definition_root=/reportdef/ 

result_root=/result/ 

access_import=1 

temporary_root=/temp/ 

history_root=/history/ 

base_url=http://geneias 

reportApplet_url=/Generalist/applet 

excel_export_pdf=false 

multi_server_list= 

・ base_url のアプリケーションサーバ名には事前に決めたポート番号まで指定します。 

7 行目：base_url=http://<アプリケーションサーバ名>:<ポート番号> 

 

4.5.7 非同期処理の設定 

(1) batchexecute.properties ファイルの編集 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\properties\batchexecute.properties

ファイルを開きます。 

下記の設定の下線部分を環境に合わせて修正してください。 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

# Bach Execute Container Property 

 

# Temporary Files Folder 

FILE_TMP_DIR=C:/Generalist/batch_exe/file_upload/ 

 

# Output Files Folder 

FILE_OUT_DIR= 
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8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

 

 

23 

24 

25 

 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

 

# Run History Save Days 

HISTORY_SAVE_DAYS=365 

 

# Max Thread Count 

MAX_THREAD_COUNT=5 

 

# Ikkatu Max Thread Count 

IKKATU_MAX_THREAD_COUNT=5 

 

# Wait Time(secound) 

WAIT_TIME=10 

 

# faces-config.xml FILES 

FACES_CONFIG_FILES=faces-config-common.xml,faces-config-hr.xml,faces-confi

g-menu.xml,faces-config-pr.xml,faces-config-reportedit.xml,faces-config-tool.xml,

faces-config-viewedit.xml 

 

# Java VM options 

JVM_OPTION=-Xmx512m -Djavax.xml.parsers.DocumentBuilderFactory=com.su

n.org.apache.xerces.internal.jaxp.DocumentBuilderFactoryImpl 

 

# CLASS_PATH options 

CLASS_PATH= 

 

# LOVS CONFIG FILES 

LOVS_CONFIG_FILES=gene-config-lov.xml,gene-config-lov-addon.xml 

 

# UPLOAD TMP THRESHOLD 

UPLOAD_TMP_THRESHOLD=100000000 

・ 非同期処理で利用する一時フォルダのパスです。 

4 行目：FILE_TMP_DIR=C:/Generalist/batch_exe/file_upload/ 

 

・ 非同期処理で利用する最終ダウンロードファイル格納フォルダのパスです。デフォルトで

は未設定です。別サーバの一時フォルダへ大量のファイルを出力する場合に設定してく

ださい。 

7 行目：FILE_OUT_DIR =C:/Generalist/batch_exe/file_out/ 

 

・ 非同期処理の実行履歴の保存期間です。 

10 行目：HISTORY_SAVE_DAYS=365 
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・ 画面から一括実行を起動する際に指定する並行実行最大数です。 

16 行目：IKKATU_MAX_THREAD_COUNT=5 

 

・ 一括実行で使用するファイルアップロード最大サイズです。単位は Byte です。 

34 行目：UPLOAD_TMP_THRESHOLD=100000000 

 

＜重要＞ 

・ 「FILE_TMP_DIR」および「FILE_OUT_DIR」の設定の最後には、「/」(スラッシュ)が必要です。 

・ ファイルのパスには日本語は使用できません。英字のフォルダを指定してください。 

 

4.5.8 高負荷時の機能制限設定 

アプリケーションサーバの使用メモリが設定した閾値を越えた場合に、ログインおよび人事検索か

らのExcel帳票出力を制限することができます。上記の機能を利用する場合には、以下の設定をお

こなってください。 

 

＜重要＞ 

・ 機能制限をおこなわない場合には、本設定は不要です。 

 

(1) web.xml ファイルの編集 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\web.xml ファイルをテキストエディタで開き、 

111、124 行目のコメントアウトを削除してください。 

（以下の太字の部分を削除してください。） 

110 

111 

112 

113 

114 

115 

 

116 

117 

118 

119 

120 

121 

122 

123 

124 

<!-- System Check Filter --> 

<!-- 

<filter> 

    <filter-name>SystemCheckFilter</filter-name> 

    <filter-class>jp.co.toshiba_sol.generalist.common.filter.GeneSystemCheckFilt

er</filter-class> 

</filter> 

<filter-mapping> 

    <filter-name>SystemCheckFilter</filter-name> 

    <url-pattern>/faces/jsp/menu/login/login.jsp</url-pattern> 

</filter-mapping> 

<filter-mapping> 

    <filter-name>SystemCheckFilter</filter-name> 

    <url-pattern>/faces/jsp/menu/login/singleSignOn.jsp</url-pattern> 

</filter-mapping> 

--> 
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＜重要＞ 

・ 上記以外のパラメータはシステムで固定のパラメータです。変更しないでください。 

・ ファイル変更時には文字コードは『UTF-8』で保存してください。コメント等に日本語を入力し

ない場合には文字コードの指定は不要です。 

 

(2) memorychecker.properties ファイルの編集 

＜Generalistインストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\properties\memorychecker.properti

es ファイルを開きます。 

下記の設定の下線部分を環境に合わせて修正してください。 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

 

 

25 

 

 

 

26 

# Configuration for Default. 

 

# Whether to check memory amount used. 

memoryCheckFlag=0 

 

# Threshold amount used not to login, Please set the value on percentage. 

memoryThreshold=80 

noCheckWord=yes 

#msg_memoryCheckError= 

#msg_retryLogin= 

 

 

# Configuration for GeneSystemCheckFilter only. 

#GeneSytemCheckFilter_memoryCheckFlag=0 

#GeneSytemCheckFilter_memoryThreshold=80 

#GeneSytemCheckFilter_msg_memoryCheckError= 

#GeneSytemCheckFilter_msg_retryLogin= 

 

 

 

# Configuration for GeneSystemCheckFilter only. 

#JSI00700_memoryCheckFlag=0 

#JSI00700_memoryThreshold=80 

JSI00700_msg_memoryCheckError=\u30B5\u30FC\u30D0\u304C\u6DF7\u96D1

\u3057\u3066\u3044\u308B\u305F\u3081Excel\u51FA\u529B\u306F\u884C\u

3048\u307E\u305B\u3093\u3002 

JSI00700_msg_retryLogin=\u3057\u3070\u3089\u304F\u3057\u3066\u304B\u308

9\u518D\u5B9F\u884C\u3059\u308B\u304BCSV\u30D5\u30A1\u30A4\u30EB

\u51FA\u529B\u306B\u5909\u66F4\u3057\u3066\u304F\u3060\u3055\u3044

\u3002 
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・ メモリの閾値を超えた場合にログインおよび機能実行の制御を行うかどうかを設定します。

制御をしない場合は「0」を設定します。制御する場合は「1」を設定します。システム全体

に対する設定になります。 

4 行目：memoryCheckFlag=0 

 

・ アプリケーションサーバに設定するメモリの閾値です。パーセントで設定します。「80」を

設定した場合、メモリ使用量が 80％を超えている状態で制御がかかります。システム全

体に対する設定になります。 

7 行目：memoryThreshold=80 

 

(3) 人事検索の Excel 出力を個別に制御するためには以下の設定が必要です。 

・ デフォルトではシステム全体の閾値を参照するように設定されていますので、人事検索の

Excel 出力を個別に設定できるようにします。22 行目、23 行目の「#」を削除してください。 

22 行目：#JSI00700_memoryCheckFlag=0 

23 行目：#JSI00700_memoryThreshold=80 

 

・ メモリの閾値を超えた場合に人事検索の Excel 出力の制御を行うかどうかを設定します。

制御をしない場合は「0」を設定します。制御する場合は「1」を設定します。 

22 行目：JSI00700_memoryCheckFlag=1 

 

・ 人事検索の Excel 出力に設定するメモリの閾値です。パーセントで設定します。「80」を設

定した場合、メモリ使用量が 80％を超えている状態で制御がかかります。 

23 行目：JSI00700_memoryThreshold=80 
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4.5.9 ログ出力先の設定 

(1) ログ設定ファイルの編集 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\logback.xml ファイルをテキストエデ

ィタで開き、以下の行にある出力フォルダの設定を任意のフォルダに変更します。フォルダお

よびログファイルは実行時に自動的に作成されます。 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 

 

<configuration> 

 

    <property name="log.path" value="C:/Generalist/logs" /> 

（以降、省略） 

 

(2) 一括実行／非同期処理用ログ設定ファイルの編集 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\logbackbatch.xml ファイルをテキスト

エディタで開き、以下の行にある出力フォルダの設定を任意のフォルダに変更します。フォル

ダおよびログファイルは実行時に自動的に作成されます。 

 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 

 

<configuration> 

 

    <property name="log.path" value="C:/Generalist/logs" /> 

（以降、省略） 

 

＜重要＞ 

・ ファイル変更時には文字コードは「UTF-8」で保存してください。コメント等に日本語を入力し

ない場合には文字コードの指定は不要です。 
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4.5.10 アプリケーションパラメータの設定 

(1) ＜Generalist インストールフォルダ＞\Generalist\WEB-INF\web.xml をテキストエディタで開

き、以下の部分を編集します。 

13～32 行目 

13 

14 

15 

16 

 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

<!-- User Setting Parameters --> 

<context-param> 

    <param-name>common-location-gene-install-folder</param-name> 

    <param-value>C:\Program Files\Hitachi\Cosminexus\CC\web\containers\g

eneias\webapps\Generalist\Generalist.war\</param-value> 

</context-param> 

<context-param> 

    <param-name>DOWNLOAD_PATH</param-name> 

    <param-value>C:\Generalist\temp\download\</param-value> 

</context-param> 

<context-param> 

    <param-name>UPLOAD_PATH</param-name> 

    <param-value>C:\Generalist\temp\upload\</param-value> 

</context-param> 

 

・・・ 

<context-param> 

    <param-name>MNEvidence-WorkFolder</param-name> 

    <param-value>C:\Generalist\temp\upload\</param-value> 

</context-param> 

・・・ 

・ common-location-gene-install-folder：＜Generalist インストールフォルダ＞を指定しま

す。 

・ DOWNLOAD_PATH：ファイルのダウンロードで使用する一時フォルダです。アプリケー

ションサーバ上の任意のフォルダを指定してください。 

・ UPLOAD_PATH：ファイルのアップロードで使用する一時フォルダです。アプリケーション

サーバ上の任意のフォルダを指定してください。 

・ MNEvidence-WorkFolder：個人番号登録時にエビデンスファイルのアップロードで使用

する一時フォルダです。アプリケーションサーバ上の任意のフォルダを指定してくださ

い。 

＜重要＞ 

・ 上記以外のパラメータはシステムで固定のパラメータです。変更しないでください。 

・ ファイル変更時には文字コードは『UTF-8』で保存してください。コメント等に日本語を入

力しない場合には文字コードの指定は不要です。 

・ 各フォルダの設定の最後には「\」が必要です。各フォルダの設定の最後に「\」が入って
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いることを確認してください。 

・ 各フォルダに対して、アプリケーションサーバのサービスを起動するユーザ（通常は、「ロ

ーカル システム」）の書き込み権限があることを確認してください。 

・ 大量のファイル取込処理を行った際にエラーとなり取込が行えない場合があります。その

場合は application.properties の項目「uploadMemorySize」の値を増やしてください(初期

値は 10k(キロバイト)です)。 

 

(2) ＜Generalist インストールフォルダ＞\Generalist\WEB-INF\classes\properties\application.p

roperties をテキストエディタで開きます。 

下記の設定の下線部分を環境に合わせて修正してください。 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

# ファイルアップロード時のメモリサイズ(10K) 

uploadMemorySize=10240 

# アップロード可能の最大サイズ(15M) 

uploadSizeMax=15728640 

# アップロードするファイル毎の最大サイズ(5M) 

uploadFileSizeMax=5242880 

# プロファイルのインデックスファイルの格納場所 

indexPath=C:\\Generalist\\indexes 

・ プロファイルのインデックスファイルとは人材検索で利用する情報です。 

8 行目：indexPath= C:\\Generalist\\indexes 

 

4.5.11 ファイル変換の設定 

(1) fileconverter.properties ファイルの編集 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\properties\fileconverter.properties

ファイルを開きます。 

下記の設定の下線部分を環境に合わせて修正してください。 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

# ドライバクラス名 

driverClassName=oracle.jdbc.driver.OracleDriver 

# jdbc:subprotocol:subname 形式のデータベース URL 

url=jdbc:oracle:thin:@dbgene:1521/geneSID 

# 接続ユーザ名 

username=GRSYS 

# 接続パスワード 

password=GRSYS 

 

 

4.5.12 ヘルプファイルのインストール 

(1) ヘルプファイルのコピー 

Generalist の<インストールメディア>\Manual\manual.zip ファイルを解凍します。 
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解凍したファイルを以下のフォルダにコピーします。 

コピー先：＜Generalist のインストールフォルダ＞\help 

 

4.5.13 Google Chrome/Microsoft Edge で外字を使用する場合 

(1) 「付録 H Google Chrome/Microsoft Edge で外字を使用するための設定」を参照し、設定し

てください。 

 

4.5.14 電子申請の設定 

(1) egov-beans-datasources.xml ファイルの編集 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\egov-beans-datasources.xml ファイ

ルを開きます。下記の設定の下線部分を環境に合わせて修正してください。 

1 

 

 

 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

 

 

 

64 

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 

・ 

（中略） 

・ 

    <property name="url"> 

        <value>jdbc:oracle:thin:@dbserver:1521/GENE</value> 

    </property> 

    <property name="username"> 

        <value>GRSYS</value> 

        </property> 

    <property name="password"> 

        <value>GRSYS</value> 

    </property> 

・ 

（中略） 

・ 

</beans> 

設定が必要な各行に設定する内容は以下です。 

28 行目 ：jdbc:oracle:thin:@<データベースサーバのホスト名>:<ポート番号>/<SID> 

31 行目 ：<value><Generalist データベースユーザ></value> 

34 行目 ：<value><Generalist データベースユーザパスワード></value> 

 

 

(2) egov-application.properties の編集 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\egov-application.properties ファイ

ルを開きます。下記の設定の下線部分を環境に合わせて修正してください。 

1 

2 

#PROXY 

proxy.flag=0 
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3 

4 

 

 

 

9 

10 

11 

 

 

 

48 

49 

50 

 

 

 

77 

78 

proxy.server.host= 

proxy.server.port= 

・ 

（中略） 

・ 

#EgovService 

egov.send.outFolder=C:\\Generalist\\egov\\Applies\\ 

egov.send.zipFolder=C:\\Generalist\\egov\\zip\\ 

・ 

（中略） 

・ 

authRequestBody=<?xml version="1.0" ～  

#0:Non auto/1:Auto 

auto.download.finish=1 

・ 

（中略） 

・ 

#REDIRECT GENE SERVER 

egov2.generalist.server.host=http://geneias:7003/Generalist 

設定が必要な各行に設定する内容は以下です。 

2 行目 ：proxy.flag=<プロキシサーバの利用有無> 

規定値は「0」で、プロキシサーバを利用しない設定です。 

プロキシサーバを利用する場合は「1」に変更し、「proxy.server.host」「proxy.server.

port」にプロキシサーバのホスト名・ポート番号を設定してください。 

3 行目 ：proxy.server.host=<プロキシサーバのホスト名> 

※proxy.flag を 1 に変更した場合に設定してください。 

4 行目 ：proxy.server.port=<プロキシサーバのポート番号> 

※proxy.flag を 1 に変更した場合に設定してください。 

10 行目 ：egov.send.outFolder=<電子申請時に利用するサーバ上の一時フォルダ１> 

11 行目 ：egov.send.zipFolder=<電子申請時に利用するサーバ上の一時フォルダ２> 

50 行目 ：auto.download.finish=<取得完了自動送信フラグ> 

1：自動送信する （「取得完了」ボタンは非表示） 

0：自動送信しない （「取得完了」ボタンを表示） 

規定値は「1」です。電子申請 公文書・コメント一覧ダイアログ画面に「取得完了」ボ

タンを表示する場合に設定してください。 

78 行目 ：egov2.generalist.server.host=http://<アプリケーションサーバのホスト名>:<ポート番

号>/<アプリケーション名> 

電子申請業務を行うクライアント PC から、Generalist を起動する際の URL を記載し

ます。ご利用の環境に合わせてアプリケーションサーバ名、ポート番号、アプリケー

ション名を設定してください。ログイン URL が http://geneias:7003/Generalist の場

合、各項目は以下のとおりです。 
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 アプリケーションサーバのホスト名 .......geneias 

 ポート番号 .....................................7003 

 アプリケーション名 ...........................Generalist 

＜重要＞ 

・ 「egov.send.outFolder」「egov.send.zipFolder」には存在するフォルダを指定してください。

送信時の一時フォルダとなります。送信後にファイルは削除します。 

・ フォルダのパスには日本語は使用できません。半角英数字のフォルダを指定してくださ

い。半角スペースは利用しないでください。 

・ フォルダの区切りには、「\\」を使用してください。フォルダの最後にも「\\」を付けてくださ

い。 

 

(3) ルート証明書の設定 

① Oracle 社のホームページより、JDK をダウンロードしてください。 

Java Downloads | Oracle 日本  (2023 年 1 月 19 日時点) 

https://www.oracle.com/jp/java/technologies/downloads/ 

 

ダウンロードする JDK は、Windows 用の最新バージョンを選択してください。 

OS は Windows で、ZIP ファイル形式のファイルをダウンロードしてください。 

※2023 年 1 月 19 日時点では Java19 が最新バージョンです。 

 

② ダウンロードした zip ファイルを任意のフォルダに解凍します。 

 

③ 解凍したフォルダ内にある cacerts ファイルをコピーします。 

コピー元：<任意のフォルダ>jdk-19_windows-x64_bin.zip\jdk-19\lib\security\cacerts 

コピー先：<WebCube インストールフォルダ>¥jdk¥lib\security 

※コピー元のフォルダ構成は Java19 の場合になります。適宜読み替えてください。 

 

＜重要＞ 

・ Java 認証局証明書管理ファイル（cacerts）は、Java のバージョンに依存しません。 

・ 古いバージョンの JDK に含まれているファイルを利用すると、認証局の期限が古い情報

となるため、最新バージョンの JDK を入手してください。 
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4.5.15 アプリケーションサーバへのインストール 

(1) WebCube Management Server を起動し、ログインします。 

Web ブラウザを起動し、アドレスに" http://<アプリケーションサーバ名>:28080/mngsvr "と入

力します。本アドレスを指定すると WebCube Application Server 管理コンソールが起動します。

WebCube のインストール時に設定したユーザ名とパスワードを使用し、ログインします。（デフォ

ルト設定の場合は、ユーザ ID「admin」パスワード「空欄」です。）

 

 

(2) ポータルより、『運用管理ドメインの構成定義』をクリックします。 
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(3) 『サーバビュー』、『論理 J2EE サーバ』の順にクリックします。『J2EE サーバ』をクリックし、『J2EE

サーバの追加』画面を開きます。 

 

 

(4) 『論理サーバ名』『表示名』『説明』を入力し、『追加』ボタンをクリックします。 
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(4) 『ツリーの初期化』をクリックし、再度『J2EE サーバ』をクリックしてください。追加したサーバが表

示されることを確認します。追加したサーバをクリックし、右上の『サーバのセットアップ』をクリッ

クします。 

 

 

(5) 追加したサーバの『セットアップ』のチェックボックスにチェックを入れ、『選択してセットアップ』

をクリックします。 
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(6) ステータスが『セットアップ済み』となったことを確認し、『運用管理ポータル』をクリックし、ポータ

ル画面に戻ります。 

 

 

(7) ポータルより、『論理サーバの環境設定』をクリックします。 
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(8) 『サーバビュー』から作成した J2EE サーバを選択します。 

 

 

(9) 『読み込み』タブを選択、『別のサーバから設定を読み込みます』のリストボックスで『MyJ2EESe

rver』を選択し、『読み込み』ボタンをクリックします。 
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(10) 読み込みが完了後、『サーバビュー』から作成した J2EE サーバを選択します。『基本設定』タブ

を表示します。 

「基本設定」タブでは各ポート番号を他サーバと被らないように変更します。 

変更が必要なポート番号は以下です。 

- 管理用サーバのポート番号 

- http/ajp13 のポート番号（NIO_HTTP） 

- RMI レジストリの設定のポート番号 

- 利用するネーミングサービスの設定のインプロセス用のポート番号 

- JTA リカバリの固定ポート番号 
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ポートの変更が完了したら、『適用』をクリックします。 

 

(11) 『コンテナ』タブをクリックします。 
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(12) 『拡張パラメタ』の設定を行います。 

以下の JDBC のライブラリをアプリケーションサーバマシンの任意のフォルダにコピーします。 

コピーする JDBC のライブラリはご利用のデータベースにより異なります。 

データ 

ベース 

コピー元 

 

デフォルトのコピー先

(フォルダを作成する

必要があります。) 

拡張パラメタの設定値

（下記はデフォルトの場

合です。） 

Oracle 

Database

 12cR2

または、 

Oracle 

Database

 19c 

<Oracle Database

 Server のインスト

ールフォルダ>\jd

bc\lib\ojdbc8.jar 
⇒ 

コピー 

C:\Generalist\jdbc add.class.path=C:\Gen

eralist\jdbc\ojdbc8.jar 

 

『拡張パラメタ』に、表中の「拡張パラメタの設定値」に沿ってパラメタを追加します。 

有効にチェックを入れ、『適用』をクリックします。 

  

有効にチェックを入れ、『適用』をクリックします。 
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(13) 『運用管理』タブの『通信』タブをクリックします。 

他サーバと被らないように変更します。 

変更が必要なポート番号は以下です。 

-ポート番号 

-通信ポート番号 

 

 

(14) 『JVM』タブをクリックします。『起動パラメタ』タブの『拡張起動パラメタ』の以下のパラメータの値

を「512m」に修正してください。 

・-XX:MetaspaceSize=512m 

・-XX:MaxMetaspaceSize=512m 
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(15) 『拡張起動パラメタ』に、-Dsun.lang.ClassLoader.allowArraySyntax=true を入力し、チェックを

入れて追加をクリックします。 

 

有効にチェックを入れ、『適用』をクリックします。 

 

(16) 『JVM』タブ内の、『プロパティ』タブをクリックします。 
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(17) 『システムプロパティの定義』に、「oracle.jdbc.autoCommitSpecCompliant=false」を入力し、 

チェックを入れて追加をクリックします。 

 

有効にチェックを入れ、『適用』をクリックします。 

 

 

(18) 設定が完了したら『設定情報の配布』をクリックします。 
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(19) 今回追加した J2EE サーバの『配布』チェックボックスをチェックし、選択して配布をクリックしま

す。 

 

 

 

(20) 『ステータス』が『配布済』となったことを確認します。 
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(21)  J2EE サーバを起動します。管理コンソールポータル画面から。『論理サーバの起動／停止』

を選択します。既に J2EE サーバが起動している場合は、本手順は不要です。(21)へ進んでく

ださい。 

 

(22) J2EE サーバをクリックします。『起動／停止』タブを選択します。『J2EE アプリケーションを起動

しない』にチェックをいれ、『起動』ボタンをクリックします。 

 

起動状況は、『ログの表示』から確認できます。 
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(23) 管理コンソールポータル画面より『論理サーバのアプリケーション管理』を選択します。 

 

 

(24) 作成した J2EE サーバの『アプリケーション』を選択し、『ディレクトリインポート』タブをクリックしま

す。アプリケーションディレクトリにデプロイするモジュールのディレクトリパス（以下参照）を入力

し、実行ボタンをクリックします。 

<WebCube Application Server のインストールディレクトリ> \CC\web\containers\<サーバ名

>\webapps\Generalist 
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(25) 実行結果が『実行中』から『成功』に変わります。 

 

 

(26) 以下のフォルダに Generalist フォルダが作成されていることを確認します。 

 

<WebCube Application Server のインストールディレクトリ>\CC\server\public\ 

ejb\<作成した J2EE サーバ名>\apps\<ユニーク文字列>\wars\ 

 

(27) J2EE サーバを再起動します。管理コンソールポータル画面から。『論理サーバの起動／停止』

を選択します。 
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(28) J2EE サーバをクリックします。『起動／停止』タブを選択します。『停止』ボタンをクリックします。 

 

 

(29) userconf.properties ファイルを編集します。 

HTTP セッションの管理方法を COOKIE のみに設定します。 

 

変更ファイル： <Application Server のインストールディレクトリ>\CC\server\usrconf\ejb

\<サーバ名称>\usrconf.properties 

以下の設定を最終行に追加してください。 

設定例 ： 

webserver.session.tracking_mode=COOKIE 
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(30) 停止状態になりましたら、『J2EE アプリケーションを起動しない』にチェックをいれ、『起動』ボタ

ンをクリックします。 

 

起動状況は、『ログの表示』から確認できます。 
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4.5.16 GeneTools モジュールのインストール 

(１) リソースアダプタを作成します。管理コンソールポータル画面から、『論理サーバのアプリケー

ション管理』を選択します。 

 

 

(２) 『J2EE サーバ』、『作成したサーバ名』、『リソース』、『リソースアダプタ』の順に選択します。 
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(３) 『インポート』タブを選択します。DB Connector（DBConncector_Oracle_CP.rar）、任意のリソー

スアダプタ名称を入力し、『実行』ボタンをクリックします。ここでは、リソースアダプタ名称

『ToolsConnector』とします。 

  

 

(４) 『実行結果』が、『実行待ち』から『成功』に変わります。 
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(５) 『プロパティ設定』タブを選択します。該当するリソース名の『基本設定』をクリックします。 

  

 

(６) 接続プロパティを設定します。ここでは、データベース名「geneSID」、ホスト名「dbgene」、ポー

ト番号「1521」、データベースユーザ名「GRSYS」、パスワード「GRSYS」とします。 

各項目を入力し、ユーザ名・パスワード右横の『変更する』にチェックを入れて、『設定』ボタン

をクリックしてください。 
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(７) プロパティの設定を行います。 

該当するリソース名の『Connector 属性ファイル編集』をクリックします。 

  

 



142 

(８) リソースアダプタの Connector 属性ファイルを直接編集します。 

 

 

設定が必要な各行に設定する内容は以下です。 

42 行目：jdbc:oracle:thin:@<データベースサーバのホスト名>:<ポート番号>/<SID> 

<config-property> 

  <description xml:lang="en"></description> 

<config-property-name>url</config-property-name> 

  <config-property-type>java.lang.String</config-property-type> 

  <config-property-value>jdbc:oracle:thin:@dbgene:1521/geneSID</config-property-value> 

</config-property> 

 

設定後に「設定」ボタンをクリックします。 
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(９) 接続テストを行います。『開始/停止』タブを選択し、該当リソース名の『接続テスト』を押下しま

す。 

  

『接続しますか？』と表示されたら、 『はい』ボタンを押下します。 

 

(１０) 『実行結果』が、『実行待ち』から『成功』に変わります。 
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(１１) リソースアダプタの開始を行います。該当リソース名の『開始』をクリックします。 

  

『開始しますか？』と表示されたら、『はい』ボタンを押下します。 

実行結果が、『実行待ち』から『成功』に変わったら完了です。 
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(１２) web.xml ファイルを編集します。 

変更ファイル： ＜GeneTools インストールフォルダ＞\WEB-INF\web.xml 

web.xml の 558 行目と 559 行目の間に、以下のように<resource-ref>タグを追加します。 

 

 <!-- welcome file list --> 

 <welcome-file-list> 

  <welcome-file>index.jsp</welcome-file> 

 </welcome-file-list> 

  <resource-ref> 

    <res-ref-name>jdbc/genedb</res-ref-name> 

    <res-type>javax.sql.DataSource</res-type> 

    <res-auth><作成したリソースアダプタの名称></res-auth> 

  </resource-ref> 

 <!-- login config --> 

 <login-config> 

  <auth-method>BASIC</auth-method> 

 </login-config> 

設定例 ： 

  <!-- welcome file list --> 

  <welcome-file-list> 

     <welcome-file>index.jsp</welcome-file> 

  </welcome-file-list> 

<resource-ref> 

        <res-ref-name>jdbc/genedb</res-ref-name> 

        <res-type>javax.sql.DataSource</res-type> 

        <res-auth>ToolsConnector</res-auth> 

   </resource-ref> 

  <!-- login config --> 

  <login-config> 

     <auth-method>BASIC</auth-method> 

  </login-config> 
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(１３) DBAccess.ini ファイルを編集します。 

変更ファイル： <WebCube インストールディレクトリ>\CC\web\containers\<ホスト名> 

\webapps\GeneTools\GeneTools\WEB-INF\classes\DBAccess.ini 

以下のように、1 行目の#を削除し、2 行目に#を追加してください。 

設定例 ： 

jdbc/genedb=java:comp/env/jdbc/genedb 

#jdbc/genedb=jdbc/genedb 

 

(１４) cosminexus.xml ファイルの編集を行います。 

変更ファイル： <WebCube インストールディレクトリ>\CC\web\containers\<ホスト名>

 \webapps\GeneTools\META-INF\cosminexus.xml 

変更対象： (5 行目～8 行目) 

<module-name><モジュール名></module-name> 

  <resource-ref> 

   <res-ref-name>jdbc/genedb</res-ref-name> 

   <linked-to><作成したリソースアダプタの名称></linked-to> 

  </resource-ref> 

設定例 ： 

<module-name>GeneTools.war</module-name> 

  <resource-ref> 

   <res-ref-name>jdbc/genedb</res-ref-name> 

   <linked-to>ToolsConnector</linked-to> 

  </resource-ref> 

 

以上で、リソースアダプタの作成手順は完了です。 

 

 

(１５) 作成した J2EE サーバに対して GeneTools モジュールのデプロイを行います。手順は 4.5.15

の(21)～(30)と同様です。アプリケーションディレクトリパスに注意して実行してください。 
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4.5.17 論理 Web サーバの作成 

 

(1) 運用管理ポータルより『運用管理ドメインの構成定義』をクリックします。 

 

 

(2) 『サーバビュー』から『論理 Web サーバ』を選択し、『Web サーバの追加』画面を表示します。 
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(3) 『Web サーバの追加』画面で必要事項を入力し、『追加』ボタンをクリックします。 

  

 

 

(4) 設定が完了したことを確認し、『戻る』ボタンをクリックします。 
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(5) 『ツリーの初期化』をクリックし、『Web サーバ』を開き直します。Web サーバが追加されたている

ことを確認し、追加した Web サーバを選択します。選択後、『サーバのセットアップ』をクリックし

ます。 

 

  

(6) 追加した Web サーバの『セットアップ』にチェックをいれ、『選択してセットアップ』をクリックしま

す。 
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(7) 処理完了後、『ステータス』が『セットアップ済』となることを確認します。 

 

 

(8) 運用管理ポータルより『論理サーバの環境設定』をクリックします。 
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(9) 『読み込み』タブを選択し、論理 Web サーバ『MyWebServer』を選択し、『読み込み』ボタンをク

リックします。 

 

 

(10) サーバの設定読み込みが完了したことを確認し、『戻る』をクリックします。 
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(11) Web サーバの設定から、『設定』タブを選択します。 

事前に決めた『ポート番号』を他の Web サーバと被らないように変更します。設定変更後、同じ

画面の最下部にある『適用』ボタンをクリックします。 

※事前に決めたポート番号から変更する場合は、設定ファイルも見直ししてください。 

 

 

(12) 『リバースプロキシ』タブを選択します。 
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(13) リバースプロキシの設定から、『リクエスト転送元パス名』に「/」が設定してある行の『論理サー

バ名』に「4.5.15 アプリケーションサーバへのインストール」で追加した論理 J2EE サーバを指

定します。『通信タイムアウト』に「3600」秒を設定します。同じ画面の最下部にある『適用』ボタ

ンをクリックします。 

＜重要＞ 

 『リクエスト転送元パス名』の「/」の設定は固定のパラメータです。変更しないでください。 

 

 

(14) 設定完了後、『設定情報の配布』をクリックします。 
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(15) Web サーバの『配布』にチェックを入れ、『選択して配布』をクリックします。 

 

 

(16) 処理完了後、『ステータス』が『配布済』となっていることを確認します。 

 

 

 

以上で、論理 Web サーバの作成は完了です。 
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4.5.18 アプリケーションの起動 

WebCube Management Server からアプリケーションの起動を行います。 

(1) ポータルより『論理サーバの起動／停止』をクリックします。 

 

 

(2) 作成した論理 Web サーバを選択しします。『起動／停止』タブをクリックします。 

『起動』ボタンをクリックします。 
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(3) ポータルより『論理サーバのアプリケーション管理』をクリックします。 

 

 

(4) 作成した J2EE サーバの『アプリケーション』を押下します。 

操作から『開始』を押下します。 
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(5) GeneTools も同様の手順です。作成した J2EE サーバの『アプリケーション』を押下します。 

操作から『開始』を押下します。 

 

 

実行結果が、実行待ちから成功に変わったら、アプリケーションの起動の完了です。 

 

アプリケーションの起動に失敗した場合、以下のフォルダにあるログを確認してください。以下は

『MyJ2EEServer』での例です。 

<Application Server のインストールフォルダ>\CC\admin\log 

<Application Server のインストールフォルダ>\CC\server\public\ejb\MyJ2EEServer\logs 

<Application Server のインストールフォルダ>\CC\web\containers\MyJ2EEServer\logs 

 

ログに以下のエラーが出ている場合 

エラー：java.security.AccessControlException: access denied 

<Application Server のインストールフォルダ>\CC\server\usrconf\ejb\MyJ2EEServer 

\server.policy 

ファイルを開きます。ファイルの末部を下記のように修正してください。 

grant  { 

// permission java.util.PropertyPermission "*", "read"; 

// permission java.lang.RuntimePermission "queuePrintJob"; 

// permission java.net.SocketPermission "*", "connect"; 

permission java.security.AllPermission; 

}; 
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コマンドプロンプト（管理者として実行）からも、以下の手順でサーバの起動／停止を実行できま

す。 

 

(1) コマンドプロンプトを起動して次のコマンドを実行します。サーバが停止します。 

"<WebCube Application Server のインストールディレクトリ>¥CC¥server¥ 

bin¥cjstopsv" MyJ2EEServer 

 

(2) コマンドプロンプトを起動して次のコマンドを実行します。サーバが再起動します。 

"<WebCube Application Server のインストールディレクトリ>¥CC¥server¥ 

bin¥cjstartsv" MyJ2EEServer 

 

(3) コマンドプロンプトを起動して次のコマンドを実行します。Generalist が起動します。 

 

"<WebCube Application Server のインストールディレクトリ>¥CC¥admin¥ 

bin¥cjstartapp" MyJ2EEServer –name Generalist 

 

次のメッセージが表示されることを確認します。 

 

KDJE37045-I Application has been started successfully. Name=[Generalist] 
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4.6 アプリケーションサーバのアンインストール 

Generalist アプリケーションサーバモジュールのアンインストールの手順について説明します。 

＜重要＞ 

 ここでは、Generalist アプリケーションサーバモジュールやその他の不要ファイルをアプリケ

ーションサーバから削除する手順を示します。 

 手順にしたがってアンインストールを開始する前にすべてのWindows アプリケーションを終了

させておいてください。 

 動作中のアプリケーションがある場合、アンインストールに時間がかかることがあります。 

 動作中のアプリケーションがハードディスクに対して書き込み等を行っていると、アンインスト

ールプログラムは作業が失敗することがあります。 

 一部のスケジューラソフトは設定された時間がくると自動的にチェックディスクなどのアンイン

ストール処理に影響を与えるようなプログラムを実行するものがあります。このようなソフトウェア

をお使いの場合は、アンインストール開始前に自動実行機能を一時停止させてください。 

（代表的なスケジューラソフトには、Windows に付属のタスク スケジューラがあります。このソフ

トの場合は、タスク スケジューラにあるアイコンを右クリックして、『プロパティ』画面を表示させ

『実行する』のチェックボックスのチェックを解除してください。） 

 オペレーティングシステム、WebCube のトラブルに関しては、サポート対象外とさせていただ

きます。 

 

 

4.6.1 アプリケーションサーバモジュールのアンインストール 

(1) コマンドプロンプトを起動して次のコマンドを実行します。Generalist が停止します。 

"<WebCube Application Server のインストールディレクトリ>¥CC¥admin¥ 

bin¥cjstopapp" MyJ2EEServer –name Generalist 

 

(2) コマンドプロンプトから次のコマンドを実行します。Generalist がアンデプロイされます。 

"<WebCube Application Server のインストールディレクトリ>¥CC¥admin¥ 

bin¥cjdeleteapp" MyJ2EEServer –name Generalist 

 

(3) 下記フォルダを削除します。 

<WebCube Application Server のインストールディレクトリ>\CC\web\containers\ 

<サーバ名>\webapps\Generalist 

 

削除が完了するとアンインストールは完了です。 
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第5章 データベースサーバのセットアップ 

5.1 概要 

システム導入時に1回だけ行う作業です。オペレーティングシステム上の Oracleデータベースサー

バのセットアップと Generalist システムが使用するデータベースオブジェクト（ユーザ、テーブル、ビ

ュー、シーケンス、データベースリンク等）を作成し、初期データ（デフォルトのログインＩＤ、メニュー

データ、JIS コードマスタデータ等）を登録する作業です。 

＜重要＞ 

・ オペレーティングシステム、Oracle のトラブルに関しては、サポート対象外とさせていただきま

す。 

・ 本手順は Generalist の推奨である「プラガブル・データベース（PDB）」および「ローカルユー

ザ」をご利用の前提で記載します。「マルチテナント・コンテナ・データベース（CDB）」および

「共通ユーザ」をご利用の場合は手順が異なる場合がありますのでご承知ください。 

 

 



161 

5.2 セットアップの手順 

データベースサーバのセットアップを行う手順を記載します。 

 

データベースサーバのセ

ットアップ 
・・・・・・ 

管理用クライアントおよびデータベースサーバよりセット

アップを行います。 

1. システムをインストールするデータベース管理ユー

ザを Oracle 上に作成します。ユーザ名は任意に作

成してください。 

2. Generalist が使用するテーブルなどの必要オブジェ

クトを作成します。 

3. Generalist が使用する初期レコードを登録します。 

↓   

計算処理のセットアップ ・・・・・・ 給与計算を行うためのサービスの設定を行います。 

 

 

次に事前に設定しておくべき事項を示します。 

項目 例 お客様ご記入欄 

OS ユーザ名/パスワード Oracle/Oracle  

Generalist データベース管理ユー

ザ名/パスワード 

GRSYS/GRSYS  

統合インスタンス名 CDBGENE  

デフォルト表領域 USERS  

INDEX 表領域 INDX  

テンポラリ表領域 TEMP  

アプリケーションサーバから、統合

インスタンスへの Net 接続文字列 

PDBGENE  

PDB インスタンス名（※） PDBGENE  

 

データベースサーバのセットアップには管理用クライアントが必要です。管理用クライアントとは Win

dows の PC に Oracle の管理クライアントがセットアップされている端末を指します。 

 

データベースオブジェクトは管理用クライアントより作成し、初期データはデータベースサーバより

登録します。 

 

（※）Oracle12c から新たにマルチテナント・アーキテクチャがサポートされました。これに伴い、デー

タベース領域やユーザタイプが新たに設定されました。詳細は「付録 G OracleDatabase12c

について」を参照してください。 
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5.2.1 データベースサーバのセットアップ 

Oracle データベースに、Generalist をセットアップします。 

 

Generalist インストールメディアの DatabaseServer フォルダ以下の内容を管理用クライアントのハー

ドディスクにコピーし DatabaseServer.zip を展開します。ここではインストールメディアが D ドライブ

(D:\)に有り、C:\TEMP 以下に展開したものとします。 

 

解凍元ファイル  解凍先 

D:\DatabaseServer\DatabaseServer.zip ⇒ C:\TEMP\ 

 

解凍後のフォルダ構成例 

C:\TEMP\ 

 └DatabaseServer 

  ├common 

  ├（中略） 

  └ins.bat 

 

＜重要＞ 

・ データベースサーバ・管理用クライアント間の Net 接続が正常に完了していることをあわせて

ご確認願います。 

・ 以降の手順は、PDB 領域のローカルユーザを対象に行うものとして記載します。SQL*Plus 等

の接続先も、すべて PDB 領域のローカルユーザに接続するものとします。接続先には十分ご

注意ください。また CDB 領域の共通ユーザを対象に行う場合は、手順が異なりますのでご承

知ください。 

 

5.2.2 データベース管理ユーザの作成と権限の付与 

データベース管理ユーザを作成してください。管理用クライアントのコンソールを使用し、実行して

ください。Oracle のバージョンやユーザで処理手順が異なります。当てはまる条件に記載されてい

る処理を行ってください。 

 

 

コマンドプロンプトより、以下のコマンドを実行し SYS ユーザで SQL*Plus を起動してください。 

 

C:\>cd C:\temp\DatabaseServer 

C:\temp\DatabaseServer>SQLPLUS “SYS/＜パスワード＞@PDBGENE AS SYSDBA” 

 

Oracle Database 12c／Oracle Database 19c ローカルユーザの場合 
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SQL*Plus の画面より、以下のコマンドでユーザの作成を行ってください。 

SQL>@others\createuser_local.sql 

 

・ スクリプトを実行すると、以下の 6 点が質問されます。 

・ PDB の名前 

・ ユーザ名 

・ パスワード 

・ デフォルト表領域 

・ INDEX 表領域 

・ テンポラリ表領域 

 

※それぞれ「事前に設定しておくべき事項」にて、決定した値を入力してください。 

 

＜重要＞ 

・ デフォルト表領域、INDEX表領域、テンポラリ表領域の３領域はあらかじめ PDB 領域に作成し

ておいてください。 

・ ユーザ作成時に「DBMS_JAVA.GRANT_PERMISSION」でエラーが発生する場合は、『Oracle 

JVM』がPDB領域に含まれていません。「2.4.2 作成時のオプションと設定」を参照の上、デー

タベースインスタンスの再作成を行ってください。 
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5.2.3 データベースオブジェクトの作成 

以下の手順にしたがって、データベースオブジェクトを作成してください。 

 

データベースオブジェクトの作成を行います。コマンドプロンプトより、以下のコマンドを実行してく

ださい。 

 

C:\TEMP\DatabaseServer>ins.bat GRSYS/GRSYS@PDBGENE 

 

・ コマンドを実行すると、以下の 2 点が質問されます。 

・ デフォルト表領域 

・ INDEX 表領域 

 

※それぞれ「事前に設定しておくべき事項」にて、確認した値を入力してください。 

 

 

 

 



165 

 

 

コマンドを実行したフォルダにログファイル(ins.log)が出力されます。テキストエディタ(メモ帳など)で

ログファイルを参照しエラーが発生していないことを確認して次の作業に進んでください。 

 

 
 

以下のストアドプロシージャのコンパイルエラーについては、全て再コンパイルされるため問題あり



166 

ません。 

 

警告: プロシージャが作成されましたが、コンパイル・エラーがあります。 

警告: ファンクションが作成されましたが、コンパイル・エラーがあります。 

警告: パッケージ本体が作成されましたが、コンパイル・エラーがあります。 

 

＜重要＞ 

・ JAVA ストアドプロシージャ（S_XBD00101）の作成時に ORA-03113 が発生する場合、JVM の

再インストールが必要となります。JVM の再作成手順に関しては Oracle のマニュアルを参照し

てください。 

 

コマンドプロンプトより、下記のコマンドを実行してください。 

 

C:\temp\DatabaseServer>upd_GENE_FUNCTION_TYPE.bat GRSYS/GRSYS@PDBGENE 
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コマンドを実行したフォルダにログファイル(GENE_FUNCTION_TYPE_V7.log)が出力されます。テキ

ストエディタ(メモ帳など)でログファイルを参照しエラーが発生していないことを確認して次の作業に

進んでください。 
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5.2.4 初期データの登録 

Generalist を動作させるために必要な初期データをデータベースに登録します。 

※初期データの登録はデータベースサーバ上で行う必要があります。 

 

データベースサーバに以下のファイルをコピーします。ここでは C:\TEMP 以下にコピーしたものと

します。 

管理用クライアント側  データベースサーバ側 

「C:\TEMP\DatabaseServer」直下から 

下記の計 5 つ（3 ファイル、２フォルダ） 

・ 「ins_csv.bat」ファイル 

・ 「csv.sql」ファイル 

・ 「cre_dat.sql」ファイル 

・ 「data」フォルダ 

・ 「others」フォルダ 

コピー 

⇒ 

「C:\TEMP\DatabaseServer」 

 

データベースサーバのコマンドプロンプトより、以下のコマンドを実行してください。（以下のコマン

ドを 1 行で入力してください。） 

 

C:\TEMP\Databaseserver>ins_csv.bat GRSYS/GRSYS@PDBGENE C:\TEMP\Databaseserv

er\data 1 4111111 

＜注意＞ 

・ ins_csv.bat の実行時、下記に該当する場合に「ORA-29283: 無効なファイル操作です」が発

生し、処理が正常終了しない場合があります。 

・ 管理用クライアント側で ins_csv.bat の実行をしている。 

・ データベースサーバ側の ins_csv.bat を置いたフォルダのフルパス中に日本語が含まれ

ている。 

 

ins_csv.bat のパラメータは以下の通りです。各パラメータを半角スペースで区切って入力してくださ

い。 

パラメータ 用途 入力例 

1 番目のパラメータ ユーザ名/パスワード@接続文字列 GRSYS/GRSYS@PDBGEN

E 

2 番目のパラメータ data フォルダのフルパス C:\TEMP\Databaseserver

\data 

3 番目のパラメータ メニューのタイプについて、「1」 

もしくは「2」を入力してください。 

Generalist の場合：1 

GeneralistVariet の場合：2 

1 
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パラメータ 用途 入力例 

4 番目のパラメータ メニューパラメータ 

メニューパラメータの詳細は下表を参照

ください。 

4111111 

 

【メニューパラメータ】メニューパラメータは 7 桁の数値で構成されています。 

１桁目 インストールタイプ 人事給与システムは「4」 

２桁目 確定拠出 インストールする場合は「1」 

インストールしない場合は「0」 ３桁目 総合引去 

４桁目 出向精算 

５桁目 厚生 

６桁目 シェアードサービス 

７桁目 退職金 
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コマンドを実行したフォルダにログファイル(csv.log)が出力されます。テキストエディタ(メモ帳など)

でログファイルを参照しエラーが発生していないことを確認して次の作業に進んでください。 
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5.2.5 作成内容の確認 

以下の手順にしたがって、作成したオブジェクトの確認を行ってください。 

 

コマンドプロンプトより、以下のコマンドを実行しデータベース管理ユーザで SQL*Plus を起動してく

ださい。 

 

C:\>cd C:\temp\DatabaseServer 

C:\temp\DatabaseServer>SQLPLUS GRSYS/GRSYS@PDBGENE 

 

SQL*Plus の画面より、以下のコマンドを入力してください。 

 

SQL>select object_name from user_objects where status = 'INVALID'; 

 

“レコードが選択されませんでした。“と表示されることを確認してください。 

レコードが選択された場合は SQL*Plus から次のコマンドを実行して再コンパイルを行ってくださ

い。 

 

SQL>@others\compile.sql 

 

以下に実行結果の例を示します。 

 

SQL>@others\compile.sql 

PL/SQL プロシージャが完了しました。 

SQL> 

 

 

5.2.6 データベースオブジェクトの再作成 

以下の手順にしたがって、データベースオブジェクトを再作成してください。 

データ移行を行う場合には、データ移行完了後に実行してください。 

 

SQL*Plus から c:\temp\DatabaseServer\others\con_change.sql を実行してください。 

例）SQL>@c:\temp\DatabaseServer\others\con_change.sql; 
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5.2.7 一般的なエラーメッセージ 

サーバのセットアップ作業中には、ログファイルが作成されます。このファイルにはエラーが発生し

ていれば、そのエラー内容も出力されています。 

次の表に、一般的なメッセージとその想定される原因を示しますので、参考にしてください。 

メッセージ 想定される原因 

ORA-01547 エクステント

(サイズ:<名前>,表領域<名

前>)の割り当てに失敗しま

した。 

オブジェクトの作成や、挿入、更新などの操作を行うために必要な

空き領域が、指定した表領域にありません。通常は指定した表領

域にデータファイルを追加することにより解決できます。 

ORA-01562 ロールバック

セグメントを拡張できませ

ん(ID:<名前>)。 

ロールバックセグメントが小さすぎて更新、挿入、削除を行うことが

できません。利用可能なロールバックセグメントがすべて同じサイズ

であることを確認してください。また、サイズの変更も行ってくださ

い。 

ORA-02298: 制約(名前)

を使用可能にできません。

親キーがありません。 

このエラーが発生した場合、データの整合性が取れていません。

データの内容を確認の上、再度データの取込を行ってください。 

 

5.2.8 初期データの登録について 

初期データの登録では、システムを起動するための必要最低限度のシステムデータを導入してい

ます。 

＜重要＞ 

・ デフォルトの法人コード”@@@”を削除しないでください。 

・ デフォルトの業務グループ”ADMN”は削除しないでください。 

・ デフォルトのログインＩＤ”ADMIN@@@”は削除しないでください。 

・ デフォルトのロールＩＤ”ADMIN@@@”は削除しないでください。 

・ デフォルトのロールＩＤ”ADMIN@@@”のパスワードはインストール作業終了後、速やかに更新

することを強くお薦めします。 

・ メッセージマスタの内容を修正・削除等しないでください。 

 

 



173 

5.3 計算処理のセットアップ 

計算処理（給与計算処理、賞与計算処理、社保算定および月変の一括更新、年末調整事前準備

処理、年末調整計算処理、サブシステム一括取込）を行うために設定を行います。 

（以下の説明で△はスペースを表します。） 

 

Generalist インストールメディアの DatabaseServer フォルダ以下の内容を管理用クライアントのハー

ドディスクにコピーし DatabaseServer.zip を展開します。ここでは c:\temp 以下に DatabaseServer

フォルダをコピーし、展開したものとします。 

 

5.3.1 Windows における設定方法 

(1-1) 事前準備 

データベースサーバに、Oracle に付属の Java Runtime Environment がインストール済みであ

るか確認してください。インストールされていない場合はインストールを行います。 

（通常は、Oracle のインストール時に、「<Oracle のインストールフォルダ>\jdk\bin\」および「<

Oracle のインストールフォルダ>\jdbc\」にインストールされています） 

 

(1-2) モジュールのコピー 

データベースサーバの任意のフォルダに以下のファイルをコピーします。 

コピー先のフォルダは「<ドライブルート>\calcstart\」（例： c:\calcstart\）にしてください。 

それぞれのファイルの取得元は以下のとおりです。 

・ CalcEntryLog.jar ： c:\temp\Databaseserver\service 

・ log4j-over-slf4j-1.7.25.jar ： c:\temp\Databaseserver\service 

・ logback-classic-1.2.3.jar ： c:\temp\Databaseserver\service 

・ logback-core-1.2.3.jar ： c:\temp\Databaseserver\service 

・ slf4j-api-1.7.25.jar ： c:\temp\Databaseserver\service 

・ logback.xml ： c:\temp\Databaseserver\service 

・ CalcSvc.exe ： c:\temp\Databaseserver\service 

・ JDBC ドライバ ： 以下のファイルをコピーします。 

<Oracle Database Server のインストールフォルダ>\jdbc\lib\ojdbc8.jar 

 

サービス登録プログラム（「CalcSvc.exe」）を「%SystemRoot%\system32」フォルダにコピーしま

す。※「%SystemRoot%」は OS がインストールされているフォルダを示します。 

例） 「c:\winnt」に OS がインストールされている場合、「%SystemRoot%」は「c:\winnt」を示し、

サービス登録プログラムの格納先フォルダは「c:\winnt\system32」となります。 

＜重要＞ 

・ データベースサーバが 64bit 版 Windows の場合、 サービス登録プログラム（「calcsvc.exe」）を

「%SystemRoot%\system32」フォルダおよび「%SystemRoot%\SysWOW64」フォルダにコピーし

てください。 
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(1-3) ログ出力先の設定 

｢logback.xml｣の下線部を編集してログ出力先を設定してください。 

1 

2 

3 

4 

5 

 

6 

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 

 

<configuration> 

 

    <property name="fatal.log.path" value="C:/work/gene/CalcEntry.log" /> 

（以降、省略） 

｢C:\calcstart\CalcEntry.log｣に出力する場合 

5 行目：<property name="fatal.log.path" value="C:/calcstart/CalcEntry.log" /> 

 

(1-4) サービスの登録 

コマンドプロンプトにて、「calcsvc△－install△［Generalist△PR△Listener］△ 

［javapath△java_eng△classpath△log4j△host_name△sid△port△user_name△paswd△wtim

e］」と入力してサービス登録を実行します。（［ ］を含めて入力します。） 

最初の［ ］の中身は「サービスプロパティ」に表示されるサービス名称です。半角 128 文字以

内で入力してください。 

2番目の［ ］の中身はサービス開始時の開始パラメータを表します。すべて半角にて入力して

ください。 

（パラメータの説明） 

Javapath ： 「java.exe」が格納されているフォルダ。パスはフルパスで記述します。フォ

ルダの繋ぎは「\\」にしてください。 

java_eng ： java の実行ファイル（通常は java.exe） 

classpath ： java のクラスファイルが格納されているフォルダ。必要となるクラスファイル

は以下の Class およびフォルダです。パスはフルパスで記述します。フォル

ダの繋ぎは「\\」にしてください。 

   － c:\\calcstart 

   － c:\\calcstart\\* 

 (合計で最大半角 128 文字まで入力できます。) 

Log4j ： 固定値「log4j」を入力してください。 

host_name ： データベースサーバのホスト名（最大 64 文字まで入力できます。） 

SID ： データベースの SID（最大 64 文字まで入力できます。） 

port ： データベース接続時のポート番号 

user_name ： データベース接続時のユーザ名（最大 32 文字まで入力できます。） 

paswd  ： データベース接続時のパスワード（最大 32 文字まで入力できます。） 

wtime ： データベースを読込むインターバル（単位はミリセコンド） 

（最大 99999999 文字まで入力できます。） 

例）  

Javapath = d:\oracle\ora12c\jdk\bin\ 

java_eng = java.exe 

classpath = c:\\calcstart;c:\\calcstart\\* 
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Log4j = log4j 

host_name = oracle 

sid = orcl 

port = 1521 

user_name = pruser 

paswd = admin 

wtime = 20000 

設定は上記と同じとした場合、コマンドプロンプトからの入力は次のようになります。 

 

Prompt>calcsvc△–install△[Generalist△PR△Listener]△[d:\\oracle\\ora12c\\jdk\\bin

\\△java.exe△c:\\calcstart;c:\\calcstart\\*△log4j△oracle△orcl△1521△pruser△admin

△20000] 

＜重要＞ 

・ Oracle Database 12c R2 または Oracle Database 19c を使用する場合、ログインパスワ

ードの大文字／小文字が区別されます。ただし、上記サービスの登録では、小文字でし

か登録されないため、ログインパスワードに大文字を使用している場合、サービス登録後

に下記手順中でレジストリを変更する必要があります。 

 

(1-5) レジストリエディタの起動 

データベースサーバ上で「スタートメニュー」→「ファイル名を指定して実行」にて「regedit」と入

力し、レジストリエディタを起動してください。 

 

 

(1-6) レジストリの編集 

以下のレジストリキーを編集してください。ログインパスワードに大文字を使用している場合は、

編集するパラメータの末尾付近のログインパスワードも修正してください。 

編集するレジストリキー ： 

[HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\GeneListen] 

編集するパラメータ ： 

"Mparm" 

編集内容 ： 

JRE1.3.1 以降の場合は先頭に 「-Xrs△」(△は半角スペース)を追加してください。 

(変更前)「-classpath△c:\\oracle\\product\\102~1.0\\・・・」 

(変更後)「-Xrs△-classpath△c:\\oracle\\product\\102~1.0\\・・・」 
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(1-7) サービスの開始 

(1) ［コントロールパネル］より「サービス」の画面を表示します。 

「Generalist PR Listener」を選択し、「操作(A)」より「プロパティ(R)」を選択してください。 

 

 

(2) 「開始(S)」をクリックします。 

 

 

(1-8) サービスの停止 

(1) ［コントロールパネル］より「サービス」の画面を表示します。 

「Generalist PR Listener」サービスを選択し、「操作(A)」より「停止(O)」を選択してくださ

い。 
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(1-9) サービスの削除 

「Generalist PR Listener」サービスを削除する場合は以下の手順で削除してください。 

(1) コマンドプロンプトにて、「calcsvc△-remove」と入力してサービス削除を実行します。 

＜重要＞ 

計算サービスは Windows のタスクに登録して起動することも可能です。タスクに登録する際には以

下の手順で登録を行ってください。 

(1) 実行するファイル名（R）は給与計算サービスを起動させるための java コマンドを入力しま

す。 

(2) その時に、オプション –Xrs を追加で指定します。 

java -Xrs –classpath ・・・ 

(3) 開始（T）は実行する java.exe があるディレクトリをフルパスで指定します。 

(4) 実行するにチェックをします 

(5) タスクのスケジュール（S）はシステム起動時にします。 

タスクの設定終了後システムを再起動し給与計算が動くことを確認してください。 

設定例） 

実行するファイル名（R）: 

java -Xrs –classpath c:\calcstart;c:\calcstart\* CalcEntry log4j oracle orcl 1521 pr

user admin 20000 
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第6章 クライアントのセットアップ 

この章では Generalist を動作させるクライアントマシンに対して必要な設定、および帳票出力を行う

ために必要なクライアントのセットアップを説明します。 

 

6.1 クライアントマシン設定 

クライアントマシンの OS や Web ブラウザの種類やバージョンにより必要な設定が異なります。 

 

6.1.1 共通の設定 

・ ポップアップブロックの機能は必ずオフにしてください。 

・ Generalist のサイトがイントラネットもしくは信頼済みサイトのゾーンに入るように、 

以下の手順で設定を行ってください。 

(1) コントロールパネルから「インターネットオプション」を起動してください。 

(2) 「セキュリティ」タブを選択してローカル イントラネットもしくは信頼済みサイトを選択しま

す。 

(3) 「サイト(S)」ボタンを押します。 

(4) ローカル イントラネットを選択した場合、「詳細設定(A)」ボタンを押します。 

(5) 「この Web サイトをゾーンに追加する」に、Generalist のサイトを入力し、「追加(A)」ボタン

を押します。 

・ ｈｔｔｐで運用する場合、ファイルダウンロードを行うためにブラウザの設定を変更する必要があ

ります。 

【Google Chrome の場合】 

(1) Chrome の画面右上の […]ボタン > [設定]をクリック 

(2) (左側) [プライバシーとセキュリティ]をクリック 

(3) [サイトの設定]をクリック 

(4) [その他のコンテンツ設定]をクリック 

(5) [安全でないコンテンツ]をクリック 

(6) [安全でないコンテンツの表示を許可するサイト]欄 > [追加]ボタンをクリック 

(7) ＧｅｎｅｒａｌｉｓｔのＵＲＬを入力し、[追加]ボタンをクリック 

【Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｅｄｇｅの場合】 

(1) Ｅｄｇｅの画面右上の […]ボタン > [設定]をクリック 

(2) (左側) [Ｃｏｏｋｉｅとサイトのアクセス許可]をクリック 

(3) [セキュリティで保護されてないコンテンツ]をクリック 

(4) [許可]欄＞[追加]ボタンをクリック 

(5) ＧｅｎｅｒａｌｉｓｔのＵＲＬを入力し、［追加］ボタンをクリック 
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＜ポイント＞ 

・ 一台のクライアントマシン上で複数のブラウザを起動し、複数の Generalist を同一セッションで

立ち上げた場合は、Generalist が正常に動作しません。 

・ 機能画面の[リスト]ボタンを使用後に IME の切替ができなくなる場合には、下記の設定を行う

ことでこの現象を回避することができます。 

(1) 「コントロールパネル」より「地域と言語のオプション」の画面を表示します。 

「言語」タブを選択し、テキストサービスと入力言語の「詳細(D)」ボタンを押下してくださ

い。 
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(2) 「詳細設定」タブを選択してください。 

 

・ システムの構成 

「詳細なテキストサービスをオフにする(T)」をチェックしてください。 

 

(3) 設定後、OK ボタンを押下して設定を反映してください。 
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6.2 Access 帳票出力セットアップ手順 

初回印刷時には「6.3 帳票初回印刷時の設定」の手順を実行してください。 

 

6.2.1 Access または Access Runtime のインストール 

(1) クライアントＰＣに Access または Access Ｒｕｎｔｉｍｅをインストールしてください。 

Access Runtime を利用する場合は、Microsoft のページからダウンロードしてください。Micros

oft Access Runtime の入手方法は以下の URL を参照してください。 

【Microsoft Access 2016 Runtime】 

https://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=50040 

【Microsoft Access 365 Runtime】 

https://support.microsoft.com/ja-jp/office/access-runtime-%E3%82%92%E3%83%80%E3%8

2%A6%E3%83%B3%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%89microsoft-365%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%

B9%E3%83%88%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%81%99%E3%82%8B-185c5a32-8ba9-491e-ac76-91cbe3

ea09c9 

 

＜重要＞ 

・ インストール時は必ず Administrator ユーザーでログインしてください。 

・ バージョン（ビット バージョン含む）の異なる Office や Access Runtime がインストールされてい

る場合、正常に動作しない可能性があるため、サポート対象外となります。ただし、Microsoft 

Office 2019、2021（LTSC を含む)または 2024 をご利用の場合は、インストールしているビットと

同じ Microsoft 365 Access Runtime をご利用ください。 

 

 

(2) Access Ｒｕｎｔｉｍｅを利用する場合は、レジストリ情報を追加してください。 

「インストールメディア\Utility\ C.01 クライアント印刷機能」フォルダにあるレジストリ情報追加

スクリプトをダブルクリックします。「はい(Y)」ボタンを押してレジストリ情報を追加します。 

※バージョンにより追加するレジストリ情報が異なります。 

2016 runtime または 365 runtime の場合は runtimeVBAWarnings2016.reg を実行してくだ

さい。 
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(3) レジストリ情報の追加が完了しました。「OK」ボタンを押してウィンドウを閉じます。 

 

 

6.2.2 Generalist 帳票起動ツール、ReportRuntime のインストール 

クライアントＰＣに Access がすでにインストールされている場合は、Generalist のトップページより下

記のツールをダウンロードし、インストールを行ってください。 

・ Generalist 帳票起動ツール 

・ ReportRuntime 

下の図は Generalist のトップページですが、赤で囲った箇所にリンクが張ってありますので、これを

クリックしてクライアントＰＣの適当なフォルダに保存してください。 
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Generalist 帳票起動ツールをダウンロードして保存したところです。保存したらダブルクリックして実

行してください。 

 

 

セットアップ ウィザードの指示に沿って、インストールを行ってください。 
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ReportRuntime.exe をダウンロードして保存したところです。保存したらダブルクリックして実行してく

ださい。 

 

 

インストールするフォルダを指定します。例としてここでは「C:\Generalist」を指定します。フォルダ

を指定したらＯＫボタンをクリックします。 

 

＜重要＞ 

・ インストールするフォルダが存在する場合、フォルダ内に存在するファイルは削除されます。 

・ インストールするフォルダには、書き込みや更新が制限されているフォルダ以外のフォルダを

指定してください。 

 

【書き込みや更新が制限されているフォルダ】 

 C:\ 

 C:\Program Files\ 

 C:\Program Files (x86)\ 

 C:\Windows\ 
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Access のファイル ReportRuntime.mdb がインストールされました。これでインストールは終了です。 

「6.3 帳票初回印刷時の設定」で、インストールされた ReportRuntime.mdb を指定する必要がある

ので、どのフォルダにインストールしたか覚えておいてください(この例では”C:\Generalist”)。 
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6.3 帳票初回印刷時の設定 

クライアントセットアップ後に初めて Access 形式の帳票を印刷すると、grpf ファイルをどのプログラム

で開くか選択する画面が表示されます。6.2 Access 帳票出力セットアップ手順 でインストールした

Generalist 帳票起動ツールを指定してください。  

＜重要＞ 

・ grpf ファイルの関連付けは必ず Generalist 帳票起動ツールをインストールしてから行ってくだ

さい。 

 

Generalist 帳票起動ツールを指定すると次に、ランタイムファイル(ReportRuntime.mdb ファイル)の

選択を要求するダイアログが表示されます。6.2 Access 帳票出力セットアップ手順 でインストール

した ReportRuntime.mdb ファイルを指定してください。 

 

 

6.2.2 の例では「C:\Generalist」に mdb ファイルを保存したので、このフォルダにある ReportRuntime.

mdb を選択して「開く」ボタンをクリックします。 
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＜重要＞ 

・ Microsoft Access 2016、2019、2021、365 をご利用の場合、以下の手順に従い、マクロセキュ

リティの設定をしてください。 

 

 マクロセキュリティの設定 

（※一旦、空のデスクトップ データベースの作成が必要となります。設定が終わったら作成し

た空のデスクトップ データベースは不要なため削除してください。） 

(1) [ファイル]を押下し、 

 

[オプション]を押下します。 
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(2) 表示された Access のオプション画面のメニューから[セキュリティセンター]を選択し、[セキュリ

ティセンターの設定(T)]を押下します。※バージョンによっては、「セキュリティセンター」ではな

く、「トラストセンター」になります。 

 

(3) 表示されたセキュリティセンターまたはトラストセンター画面のメニューから[信頼できる場所]を

選択し、[新しい場所の追加(A)]を押下します。 
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(4) パスに ReportRuntime.mdb モジュールを格納したフォルダを指定し、[OK]を押下します。 

 

 

(5) 信頼できる場所に指定したフォルダが追加されたことを確認してください。 
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6.4 クライアントのアンインストール 

6.4.1 6.2.2でインストールした ReportRuntime.mdbおよび Generalist帳票起

動ツールのアンインストール 

6.2.2 でインストールした ReportRuntime.mdb をアンインストールします。6.2.2 の例では C:\Genera

list にインストールしたので、そのまま ReportRuntime.mdb を削除してください。 

 

6.2.2 で Generalist 帳票起動ツールをインストールした場合のアンインストール方法を説明します。 

 

スタートメニューからコントロールパネルを開きます。「プログラムと機能」アイコンをダブルクリックし

ます。 
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ダイアログが表示されるので、「Generalist Report Starter」を選択して削除ボタンを押します。これ

で Generalist 帳票起動ツールが削除されます。 
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第7章 マイナンバーシステムの設定 

7.1 概要 

マイナンバーシステムをご利用の場合、Generalist/HR/PR をインストール後にマイナンバーシステ

ムの設定を行う必要があります。設定の手順はマイナンバーシステムの構成毎に異なります。 

 

同一システムの場合 

「7.3.1 マイナンバーシステムの設定(同一システム)」の手順にそって、マイナンバーシステムの設

定を行ってください。 

 

サービス連携の場合 

「7.3.2 マイナンバーシステムの設定(サービス連携)」の手順にそって、マイナンバーシステムの設

定を行ってください。 

※サービス連携の場合、マイナンバーシステムを別途インストールする必要があります。 

 

別システムの場合 

「7.3.3 マイナンバーシステムの設定(別システム)」の手順にそって、マイナンバーシステムの設定

を行ってください。 

※別システムの場合、マイナンバーシステムを別途インストールする必要があります。 

 

別システム（電子申請のみサービス連携）の場合 

「7.3.4 マイナンバーシステムの設定(別システム 電子申請のみサービス連携)」の手順にそって、

マイナンバーシステムの設定を行ってください。 

※別システムの場合、マイナンバーシステムを別途インストールする必要があります。 
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7.2 セットアップの手順 

マイナンバーシステムのセットアップを行う手順を記載します。 

 

同一システムの場合 

   

Generalist の終了 ・・・・・・ 起動中の Generalist を終了してください。 

↓   

keystore の作成 ・・・・・・ keystore を作成してください。 

↓   

データベースのインストール ・・・・・・ データベースのインストールを行ってください。 

↓   

データベースの設定(HRPR) ・・・・・・ HRPR 側のデータベースの設定を行ってください。 

↓   

データベースの設定(MN) ・・・・・・ MN 側のデータベースの設定を行ってください。 

↓   

設定ファイルのコピー ・・・・・・ 設定ファイルのコピーを行ってください。 

↓   

設定ファイルの更新 ・・・・・・ 設定ファイルを更新してください。 

↓   

サービスの起動 ・・・・・・ サービスを起動してください。 

 

サービス連携の場合 

 

Generalist の終了 ・・・・・・ 起動中の Generalist を終了してください。 

↓   

データベースの設定(HRPR) ・・・・・・ HRPR 側のデータベースの設定を行ってください。 

↓   

MN システムのインストール ・・・・・・ MN システムをインストールしてください。 

↓   

サービス連携用ファイルのコピ

ー 
・・・・・・ サービス連携用ファイルをコピーしてください。 

↓   

設定ファイルの更新 ・・・・・・ 設定ファイルを更新してください。 

↓   

サービスの起動 ・・・・・・ サービスを起動してください。 
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別システムの場合 

 

Generalist の終了 ・・・・・・ 起動中の Generalist を終了してください。 

↓   

設定ファイルの更新 ・・・・・・ 設定ファイルを更新してください。 

↓   

サービスの起動 ・・・・・・ サービスを起動してください。 

↓   

MN システムのインストール ・・・・・・ MN システムをインストールしてください。 

 

別システム（電子申請のみサービス連携）の場合 

 

Generalist の終了 ・・・・・・ 起動中の Generalist を終了してください。 

↓   

データベースの設定(HRPR) ・・・・・・ HRPR 側のデータベースの設定を行ってください。 

↓   

MN システムのインストール ・・・・・・ MN システムをインストールしてください。 

↓   

サービス連携用ファイルのコピ

ー 
・・・・・・ サービス連携用ファイルをコピーしてください。 

↓   

設定ファイルの更新 ・・・・・・ 設定ファイルを更新してください。 

↓   

サービスの起動 ・・・・・・ サービスを起動してください。 
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Generalist/MN のインストールにあたり、事前に決定しておくべき事項を示します。 

項目 例 お客様ご記入欄 

Generalist/HR/PR 環境に接続するた

めのユーザ名/パスワード 

GRSYS/GRSYS C#

#GRSYS/C##GRSY

S（Oracle12c/19c 共

通ユーザの場合） 

 

Generalist/HR/PR のデータベースの

接続文字列 

GENEDB  

Generalist/MN のデータベースの SYS

ユーザ/パスワード 

SYS/SYS  

Generalist/MN 環境に接続するための

ユーザ名/パスワード 

MNSYS/MNSYS 

C##MNSYS/C##MN

SYS（Oracle12c/19c

共通ユーザの場合） 

 

Generalist/MN のデータベースの接続

文字列 

MNDB  

デフォルトテーブルスペース名 USERS  

INDEX テーブルスペース名 INDX  

テンポラリテーブルスペース名 TEMP  

MN システムコード Generalist  

MN システム名称 Generalist  

MN システムパスワード   

キーストアのファイル名 GeneMNKeyStore.k

eystore 

 

キーストアに格納するキーの名称 GeneMNKey  

キーストアのパスワード   

PDB インスタンス名 GR（Oracle12c/19c

ローカルユーザの

場合） 
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7.3 マイナンバーシステムの設定 

7.3.1 マイナンバーシステムの設定(同一システム) 

以下の手順にそって、マイナンバーシステムの設定を行います。 

 

【7.3.1(1) Generalist の終了】 

起動している Generalist をすべて終了させてください。またアプリケーションサーバのサービスを停

止してください。既に停止している場合、本手順は不要です。 

 

Oracle WebLogic Server の場合 

Oracle WebLogic Server 管理コンソールの起動 

① Web ブラウザを起動し、アドレスに「http://<アプリケーションサーバ名>:7001/console」と入力

します。 

② Oracle WebLogic Server 管理コンソールのユーザ名とパスワード入力画面が表示されます。

ユーザ名とパスワードを入力し、『ＯＫ』ボタンをクリックします。 

<ユーザ名> ：Oracle WebLogic Server の管理者のユーザ名 

<パスワード> ：Oracle WebLogic Server の管理者のパスワード 

③ 管理コンソールが起動されます。ドメイン構造から『サーバー』をクリックし、サーバーのサマリ

ー画面で『制御』タブをクリックします。 

④ アプリケーションサーバの一覧が表示されます。一覧から『Generalist』のチェックボックスをクリ

ックし、『停止』ボタンをクリックします。 

⑤ 状態に『SHUTDOWN』が表示されればサーバーの停止は完了です。 

⑥ Web ブラウザを終了します。 

 

WebCube Application Server の場合 

WebCube Application Server 管理コンソールの起動 

① Web ブラウザを起動し、アドレスに「http://<アプリケーションサーバ名>:28080/mngsvr/」と入

力します。 

② WebCube Management Server のユーザ名とパスワード入力画面が表示されます。ユーザ名

とパスワードを入力し、『ＯＫ』ボタンをクリックします。 

<ユーザ名> ：WebCube Management Server の管理者のユーザ名 

<パスワード> ：WebCube Management Server の管理者のパスワード 

③ 管理コンソールが起動されます。運用管理ポータル画面から『論理サーバのアプリケーション

管理』を選択します。 

④ J2EE サーバ『アプリケーション』を選択します。 

⑤ J2EE アプリケーションの開始/停止画面にインポート J2EE アプリケーション一覧が表示され

ます。停止するアプリケーションの『停止』をクリックします。 

⑥ 確認画面で『はい』ボタンをクリックします。なお、停止までに時間がかかる場合があります。実

行結果が『成功』が表示されたらタブの『削除』をクリックしてください。 

⑦ 削除画面にインポート J2EE アプリケーション一覧が表示されます。削除するアプリケーショ
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ンの『削除』をクリックします。 

⑧ 運用管理ポータル画面から『論理サーバの起動／停止』をクリックします。 

⑨ サーバビューから『＜運用管理ドメイン名※＞』をクリックします。 

※運用管理ドメインのデフォルト名は DefaultDomain です。 

⑩ 『一括停止』をクリックし、『実行』ボタンをクリックします。 

⑪ Web ブラウザを終了します。 

 

【7.3.1(2) keystore の作成】 

＜重要＞ 

 本処理は JDK1.8 以上がインストールされたマシン上で行ってください。 

 ①で任意のフォルダに「KeyStoreTool」をコピーする場合、コピー先のフォルダ（フルパ

ス）は「.（ドット）」、「 （スペース）」を含まない箇所にしてください。正しくファイルが生成

されない可能性があります。 

 

① モジュールのコピーと展開 

インストールメディアにある以下のフォルダを任意のフォルダへコピーしてください。 

ファイル格納場所： 

<インストールメディア>\Utility\M.02 Keystore 生成ツール\KeyStoreTool 
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② 環境変数の設定 

Path に JDK がインストールされているフォルダの bin フォルダまでのパスを指定してください。 

例）C:\Program Files\Java\jdk1.7.0_80\bin 

 

 

③ keystoretool.bat の設定 

KeyStoreTool\keystoretool.bat の設定を実行環境に合わせて変更します。 

JDK がインストールされているフォルダを指定してください。 

 

REM JAVA_HOME を設定してください。 

JAVA_HOME="C:\Program Files\Java\jdk1.7.0_80" 

 

④ keystoretool.bat をダブルクリックし実行します。 

keystoretool.bat を実行すると、以下の 3 点が質問されます。 

キーストアのファイル名 

キーストアに格納するキーの名称 

キーストアのパスワード 

※それぞれ「7.2 セットアップの手順」にて、決定した値を入力してください。 

各項目を入力し、Enter キーを押します。 
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「キーストアの作成に成功しました。」と表示されることを確認し、Enter キーを押します。 

 

 

KeyStoreTool フォルダに以下のファイルが作成されていることを確認してください。 

GeneMNKeyStore.keystore 

key.txt 

 

GeneMNKeyStore.keystore はアプリケーションサーバ上の任意のフォルダにコピーしてくださ

い。key.txtはGeneMNKeyStore.keystoreに関する情報のバックアップです。大切に保管してく

ださい。 

 

⑤ 環境変数の設定 

手順②で追加した JDK のインストールフォルダのパスを削除し、元に戻してください。 

 

【7.3.1(3) データベースのインストール】 

① ファイルの解凍 

インストールメディアにある以下のフォルダの DatabaseServer.zip を管理用クライアントのハード

ディスクにコピーし DatabaseServer.zip を展開します。ここでは c:\temp 以下に DatabaseServer

フォルダをコピーし、展開したものとします。 

 

ファイル格納場所： 

<インストールメディア>\DatabaseServer\GeneMN\DatabaseServer.zip 

 

② データベース管理ユーザの作成と権限の付与 

データベース管理ユーザを作成してください。Generalist/HR/PR のデータベースと同一スキ
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ーマに Generalist/MN のデータベースをインストールする場合、本手順は不要です。 

管理用クライアントのコンソールを使用し、実行してください。 

 

Oracle Database 12c／Oracle Database 19c ローカルユーザの場合（推奨） 

コマンドプロンプトより、以下のコマンドを実行し SYS ユーザで SQL*PLUS を起動してください。 

C:\>cd C:\temp\DatabaseServer 

C:\temp\DatabaseServer>sqlplus “sys/＜パスワード＞@GENEDB as sysdba” 

 

SQL*PLUS の画面より、以下のコマンドでユーザの作成を行ってください。 

SQL>@others\createuser_local.sql 

 

・ スクリプトを実行すると、以下の 6 点が質問されます。 

・ PDB の名前 

・ ユーザ名 

・ パスワード 

・ デフォルト表領域 

・ INDEX 表領域 

・ テンポラリ表領域 

※それぞれ「事前に設定しておくべき事項」にて、決定した値を入力してください。 

 

③ データベースオブジェクトの作成 

以下の手順にしたがって、データベースオブジェクトを作成してください。 

 

データベースオブジェクトの作成を行います。コマンドプロンプトより、以下のコマンドを実行し

てください。 

C:\temp\DatabaseServer>ins.bat MNSYS/MNSYS@MNDB 

 

コマンドを実行したフォルダにログファイル(ins.log)が出力されます。テキストエディタ(メモ帳な

ど)でログファイルを参照しエラーが発生していないことを確認してください。 

以下のストアドプロシージャのコンパイル・エラーについては、全て再コンパイルされるため問

題ありません。 

警告: パッケージ本体が作成されましたが、コンパイル・エラーがあります。 

 

＜注意＞ 

 以下のエラーは処理が継続されている場合、問題ありません。 

日本語メッセージ 

ORA-00942: 表またはビューが存在しません。 

ORA-02289： 順序が存在しません。 
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ORA-01418： 指定した索引は存在しません。 

英語メッセージ 

ORA-00942: table or view does not exist 

ORA-02289：sequence does not exist 

ORA-01418：specified index does not exist 

 

【7.3.1(4) データベースの設定(HRPR)】 

① システムコードの設定 

マイナンバーシステムと連携するためのシステムコードを設定します。 

インストールメディアにある以下のフォルダを任意のフォルダへコピーしてください。ここでは

c:\temp 以下に C.18 設定スクリプトフォルダをコピーしたものとします。 

 

ファイル格納場所： 

<インストールメディア>\Utility\C.18 設定スクリプト\MN 接続パラメータ設定 

 

コマンドプロンプトより、以下のコマンドを実行し Generalist/HR/PR ユーザで SQL*Plus を起動

してください。 

C:\>cd C:\temp\C.18 設定スクリプト\MN 接続パラメータ設定 

C:\temp\C.18 設定スクリプト\MN 接続パラメータ設定>sqlplus “GRSYS/ 

GRSYS@GENEDB” 

 

SQL*PLUS の画面より、以下のスクリプトを実行します。 

SQL>@ SET_MN_SYSTEM_PARAM.sql 

 

スクリプトを実行すると、以下が質問されます。 

MN システムパスワード 

※「事前に設定しておくべき事項」にて、決定した値を入力してください。 

 

【7.3.1(5) データベースの設定(MN)】 

① 対象システムの設定 

インストールメディアにある以下のフォルダを任意のフォルダへコピーしてください。ここでは

c:\temp 以下に M.03 設定スクリプトフォルダをコピーしたものとします。 

 

ファイル格納場所： 

<インストールメディア>\Utility\M.03 設定スクリプト\初期データ\スクリプト 

 

Generalist/HR/PR と Generalist/MN の DB が同一スキーマにある場合 

コマンドプロンプトより、以下のコマンドを実行し Generalist/HR/PR ユーザで SQL*Plus を起動

してください。 
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C:\>cd C:\temp\M.03 設定スクリプト\初期データ\スクリプト 

C:\temp\M.03 設定スクリプト\初期データ\スクリプト>sqlplus “GRSYS/GRSYS@GENEDB” 

 

SQL*Plus の画面より、以下のスクリプトを実行します。 

法人データ登録_同一スキーマ用.sql 

対象システム登録_Generalist 登録.sql 

全システム全法人公開.sql 

ファイル変換パラメータ権限追加.sql 

 

＜重要＞ 

・ 対象システム登録_Generalist登録.sql実行時にパスワードを聞かれます。【6.3.1(4) デー

タベースの設定(HRPR)】で設定した MN システムパスワードと同じ値を入力してください。 

 

Generalist/HR/PR と Generalist/MN の DB が別スキーマにある場合 

コマンドプロンプトより、以下のコマンドを実行し Generalist/HR/PR ユーザで SQL*Plus を起動

してください。 

C:\>cd C:\temp\Utility\M.03 設定スクリプト\初期データ\スクリプト 

C:\temp\Utility\M.03 設定スクリプト\初期データ\スクリプト>sqlplus “GRSYS/ GRSYS@G

ENEDB” 

 

SQL*PLUS の画面より、以下のスクリプトを実行します。 

SQL>@法人データ抽出.sql 

 

コマンドを実行したフォルダに法人データ登録.sql が作成されていることを確認してください。 

 

＜注意＞ 

・ 法人データ抽出.sql は、Generalist/HR/PR ユーザで DB に接続して実行してください。 

 

SQL*Plus を閉じ、Generalist/MN ユーザで SQL*Plus を起動してください。 

SQL>exit; 

C:\temp\Utility\M.03 設定スクリプト\初期データ\スクリプト>sqlplus “MNSYS/ MNSYS@

MNDB” 

 

SQL*Plus の画面より、以下のスクリプトを実行します。 

法人データ登録.sql 

対象システム登録_Generalist 登録.sql 

全システム全法人公開.sql 

ファイル変換パラメータ権限追加.sql 
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＜重要＞ 

・ 対象システム登録_Generalist登録.sql実行時にパスワードを聞かれます。【6.3.1(4) デー

タベースの設定(HRPR)】で設定した MN システムパスワードと同じ値を入力してください。 

 

② システムパラメータの設定 

マイナンバーシステムのシステムパラメータの設定を行います。 

インストールメディアにある以下のファイルを任意のフォルダへコピーしてください。 

 

ファイル格納場所：<インストールメディア>\Utility\M.03 設定スクリプト\初期データ\システム

パラメータ設定.xlsm 

 

システムパラメータ設定.xlsm ファイルを開き、各パラメータコードに対し設定値(I 列)を入力しま

す。各システムパラメータの詳細はマニュアル「16.2.3 システムパラメータ一覧」を参照してくだ

さい。 

 

＜重要＞ 

・ SECURITY_MN_ENCRYPTION_KEYSTORE_PASS は必ず入力してください。 

・ 以下のパラメータは【7.3.1(2) keystore の作成】で設定したキーストアのパスワード、キーストア

に格納するキーの名称と同じ値を入力してください。 

SECURITY_MN_ENCRYPTION_KEYSTORE_PASS 

SECURITY_MN_ENCRYPTION_KEYSTORE_ALIAS 
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入力を終えたら、データ登録用スクリプト生成ボタンを押下してください。システムパラメータ.sq

l が作成されていることを確認してください。 

 

 

Generalist/MN ユーザで SQL*Plus を起動し、SQL*Plus の画面より、システムパラメータ.sql を

実行します。 

C:\>cd C:\temp\Utility\M.03 設定スクリプト\初期データ 

C:\temp\Utility\M.03 設定スクリプト\初期データ>sqlplus “MNSYS/ MNSYS@MNDB” 

SQL>@システムパラメータ.sql 
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【7.3.1(6) 設定ファイルのコピー】 

マイナンバーシステムの設定ファイルを Generalist/HR/PR のアプリケーションサーバ上にコピーし

ます。以下の手順に従い、設定ファイルを適用してください。 

 

① ファイルの解凍 

<インストールメディア>\ApplicationServer\GeneMN\同一システムモジュール 

フォルダに存在する「WEB-INF.zip」ファイルを解凍します。 

 

ファイル格納場所： 

<インストールメディア>\ApplicationServer\GeneMN\同一システムモジュール\WEB-INF.zip 

 

② ファイルのコピー 

<解凍フォルダ>\WEB-INF 以下のフォルダおよびファイル全てを以下へコピーします。 

 

ファイル格納場所： 

<解凍フォルダ>\WEB-INF 

 

コピー先： 

<Generalist インストールフォルダ>\WEB-INF 

 

＜注意＞ 

・ コピー対象は WEB-INF フォルダ以下のフォルダおよびファイルです。 

・ ファイルはすべて上書きしてください。 

 

【7.3.1(7) 設定ファイルの更新】 

マイナンバーシステムを利用するための設定ファイルを編集します。 

① ｍynumber_hrpr.properties の設定 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\properties\mynumber_hrpr.propertie

s ファイルを開きます。 

下記の設定の下線部分を環境に合わせて修正してください。 

########################### 

# MyNumber_hrpr Config 

########################### 

 

#0:Do not use the MyNumberSystem/1:Use the MyNumberSystem/2:Use the MyNumb

erSystem only for electronic application 

mynumber.display.flg=0 

6 行目：mynumber.display.flg =1 

※同一システムの場合は 1 を設定してください。 
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＜重要＞ 

 本設定は必ず行ってください。 

② mynumber-api.properties の設定 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\mynumber-api.properties ファイルを

開きます。 

下記の設定の下線部分を環境に合わせて修正してください。 

########################### 

# setting of mynumber-api.jar 

########################### 

 

# one system flg (1:one system 0:two system) # 

web.server.sameflg=1 

 

# https or http flg (1:https 0:http) # 

web.https.flg=0 

 

# MN system URL # 

mynumber.web.url=http://geneias:80/GeneralistMN/ 

 

# MN system host # 

mynumber.web.host=geneias 

 

# MN system port # 

mynumber.web.port=80 

 

# SSLProtocol # 

ssl.protocol=TLSv1 

 

# directory of keystore file (case of https) # 

client.key.store.path=C:/Generalist/keystore/sslclientkeys.keystore 

 

# password of keystore  (case of https) # 

client.key.store.password=123456 

 

# directory of truststore file  (case of https) # 

client.trust.key.store.path=C:/ Generalist/keystore/sslclienttrust.keystore 

 

# password of truststore  (case of https) # 

client.trust.key.store.password=123456 
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# httpclient connection timeout # 

connection.timeout=60000 

 

# httpclient socket timeout # 

socket.timeout=60000 

 

# read file size # 

buffer.size=4096 

設定が必要な各行に設定する内容は以下です。 

6 行目：web.server.sameflg=1 

※同一システムの場合は 1 を設定してください。 

36 行目：connection.timeout=<httpclient のタイムアウト時間（ms）> 

39 行目：socket.timeout=<socket のタイムアウト時間（ms）> 

42 行目：buffer.size=<ファイルストリームを読み取るサイズ(Byte)> 

 

＜重要＞ 

 web.server.sameflg の設定は必ず行ってください。 

 

③ mnsystem.properties の設定 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\mnsystem.properties ファイルを開き

ます。 

下記の設定の下線部分を環境に合わせて修正してください。 

## temp directory of request parse, file download, file conversion## 

temp_file_dir=C:/GeneralistMN/temp/ 

 

## memory size of request parse ## 

memory_size=10240 

 

## max size of all upload file ## 

upload_max_size=15000000 

 

## max size of one upload file ## 

file_max_size=5000000 

 

## read file size ## 

buffer_size=5120 

 

## keystore path ## 

keystore_path=C:/GeneralistMN/keystore/GeneMNKeyStore.keystore 
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## file Data delimiter 1:Tab 0:comma## 

file_delimiter=0 

 

## file Data doubleQuotes 1:use 0:not use## 

file_doubleQuotes=0 

 

## the base url of help page ## 

help_baseUrl=http://GeneMN/help/manualfiles/ 

 

## the extension of help file ## 

help_extension=.html 

 

## the file name of help index ## 

help_filename_index=index 

 

## access_base_url ## 

access_base_url=http://geneias/GeneMN/ 

 

## keystore alias ## 

gene.key.store.alias=tokenkeypair 

 

## store type key ## 

gene.key.store.storetype=JKS 

 

## store password ## 

gene.key.store.storepass=123456 

 

## keystore file path ## 

gene.key.store.filepath=tokenkeystore.jks 

設定が必要な各行に設定する内容は以下です。 

2 行目：temp_file_dir=<リクエスト解析用一時フォルダ> 

※フォルダが存在している必要があります。 

5 行目：memory_size=<リクエスト解析用メモリ最大サイズ(Byte)> 

8 行目：upload_max_size=<全てのアップロードファイルの最大サイズ(Byte)> 

11 行目：file_max_sizet=<一つのアップロードファイルの最大サイズ(Byte)> 

14 行目：buffer_size=<ファイルストリームを読み取るサイズ(Byte)> 

17 行目：keystore_path=<暗号化、復号化用の keystore ファイルのパス> 

【6.3.1(2) keystore の作成】で作成した keystore を指定してください。 

20 行目：file_delimiter=<ファイル出力内容> 

1：区切りコード、1 以外：コンマ 

23 行目：file_doubleQuotes=<ファイル出力内容> 
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1: ダブルクォーテーションを利用する 1 以外: ダブルクォーテーションを利用しない 

ヘルプページを利用するために以下の設定が必要です。 

26 行目：help_baseUrl=<ヘルプページの URL> 

29 行目：help_extension=<ヘルプファイルの拡張子> 

 

＜重要＞ 

 keystore_path の設定は必ず行ってください。 

 keystore_path のパスには「\」は使用しないでください。 

 

④ beans-datasources.xml の設定 

データベース接続の設定を行います。 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\beans-datasources.xml ファイルを開

きます。 

下記の設定の下線部分を環境に合わせて修正してください。 

  <bean id="mnDataSource" 

    class="org.springframework.jdbc.datasource.DriverManagerDataSource"> 

    <property name="driverClassName"> 

      <value>oracle.jdbc.driver.OracleDriver</value> 

    </property> 

    <property name="url"> 

      <value>jdbc:oracle:thin:@dbgene:1521/geneSID</value> 

    </property> 

    <property name="username"> 

      <value>MNSYS</value> 

    </property> 

    <property name="password"> 

      <value>MNSYS</value> 

    </property> 

  </bean> 

設定が必要な各行に設定する内容は以下です。 

19 行目：jdbc:oracle:thin:@<データベースサーバのホスト名>:<ポート番号>/<SID> 

22 行目：<GeneralistMN データベースユーザ> 

25 行目：<GeneralistMN データベースユーザパスワード> 

 

＜重要＞ 

 本設定は必ず行ってください。 
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⑤ logback.xml の設定 

ログは、Generalist/HR/PR と同じログファイルに出力されます。 

出力先を変更したい場合は、「3.4.9(1) ログ設定ファイルの編集」を参照してください。 

 

⑥ fileconversionservice.properties の設定 

＜Generalistインストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\jp\co\toshiba_sol\generalist\mn\bl 

\fileconversion\fileconversionservice.properties ファイルを開きます。 

下記の設定の下線部分を環境に合わせて修正してください。 

batchinsert_max_size=1000 

設定が必要な各行に設定する内容は以下です。 

68 行目：batchinsert_max_size =<DB に一括登録する件数> 

＜注意＞ 

 以下のパラメータはシステム固定値です。変更しないでください。 

pdf_font_dir  

font_1_name～font_10_name 

font_1_value～font_10_value 

font_default_value 

 

⑦ mndatabatchimpservice.properties の設定 

＜Generalistインストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\jp\co\toshiba_sol\generalist\mn\bl 

\mndatabatchimp\mndatabatchimpservice.properties ファイルを開きます。 

下記の設定の下線部分を環境に合わせて修正してください。 

batchinsert_max_size=1000 

設定が必要な各行に設定する内容は以下です。 

6 行目：value=<DB に一括登録する件数> 

 

⑧ mnmanageservices.properties の設定 

＜Generalistインストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\jp\co\toshiba_sol\generalist\mn\bl 

\mnmanage\mnmanageservices.properties ファイルを開きます。 

下記の設定の下線部分を環境に合わせて修正してください。 

# history ins date 

historyInfo_ins_date=20151001 

設定が必要な各行に設定する内容は以下です。 

31 行目：value=<MN 過去履歴情報テーブルのカラム「取得年月日」のデフォルト値> 
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【7.3.1(8) サービスの起動】 

以下の操作を行い、サービスの起動を行ってください。 

 

 Oracle WebLogic Server の場合 

① Oracle WebLogic Server 管理コンソールの起動 

② Web ブラウザを起動し、アドレスに「http://<アプリケーションサーバ名>:7001/console」と入力

します。 

③ Oracle WebLogic Server 管理コンソールのユーザ名とパスワード入力画面が表示されます。

ユーザ名とパスワードを入力し、『ＯＫ』ボタンをクリックします。 

<ユーザ名> ：Oracle WebLogic Server の管理者のユーザ名 

<パスワード> ：Oracle WebLogic Server の管理者のパスワード 

④ 管理コンソールが起動されます。ドメイン構造から『デプロイメント』をクリックし、デプロイメント

のサマリー画面にデプロイメントの一覧が表示されます。一覧から『Generalist』のチェックボッ

クスをクリックし、『更新』ボタンをクリックします。 

⑤ アプリケーションの更新アシスタント画面で『終了』をクリックします。なお、更新に時間がかか

る場合があります。実行結果がデプロイメントのサマリー画面で『選択したデプロイメントが更新

されました。』が表示されたら更新とキャッシュの削除が完了です。（※この操作でキャッシュが

自動的に削除されます） 

⑥ ドメイン構造から『サーバー』をクリックし、サーバーのサマリー画面で『制御』タブをクリックしま

す。 

⑦ アプリケーションサーバの一覧が表示されます。一覧から『Generalist』のチェックボックスをクリ

ックし、『起動』ボタンをクリックします。 

⑧ 状態に『RUNNING』が表示されればサーバーの起動は完了です。 

⑨ Web ブラウザを終了します。 

 

 WebCube Application Server の場合 

WebCube Application Server 管理コンソールの起動 

① Web ブラウザを起動し、アドレスに「http://<アプリケーションサーバ名>:28080/mngsvr/」と入

力します。 

② WebCube Management Server のユーザ名とパスワード入力画面が表示されます。ユーザ名

とパスワードを入力し、『ＯＫ』ボタンをクリックします。 

<ユーザ名> ：WebCube Management Server の管理者のユーザ名 

<パスワード> ：WebCube Management Server の管理者のパスワード 

③ 管理コンソールが起動されます。『論理サーバーの起動／停止』をクリックします。 

④ サーバビューから『＜運用管理ドメイン名※＞』をクリックします。 

※運用管理ドメインのデフォルト名は DefaultDomain です。 

⑤ 『一括起動』をクリックし、『実行』ボタンをクリックします。 

⑥ 運用管理ポータル画面から『論理サーバのアプリケーション管理』を選択します。 

⑦ J2EE サーバ『アプリケーション』を選択します。 

⑧ タブの『ディレクトリインポート』をクリックします。アプリケーションディレクトリにデプロイするモジ

ュールのディレクトリパスを入力し、『実行』ボタンをクリックします。実行結果が『成功』になった
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ら、タブの『開始/停止』をクリックします。 

⑨ J2EE アプリケーションの開始/停止画面にインポート J2EE アプリケーション一覧が表示され

ます。開始するアプリケーションの『開始』をクリックします。 

⑩ 確認画面で『はい』ボタンをクリックします。なお、開始までに時間がかかる場合があります。実

行結果が『成功』が表示されたら『戻る』をクリックしてください。 

⑪ Web ブラウザを終了します。 
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7.3.2 マイナンバーシステムの設定(サービス連携) 

以下の手順にそって、マイナンバーシステムの設定を行います。 

 

【7.3.2(1) Generalist の終了】 

起動している Generalist をすべて終了させてください。またアプリケーションサーバのサービスを停

止してください。既に停止している場合、本手順は不要です。 

 

 Oracle WebLogic Server の場合 

Oracle WebLogic Server 管理コンソールの起動 

① Web ブラウザを起動し、アドレスに「http://<アプリケーションサーバ名>:7001/console」と入力

します。 

② Oracle WebLogic Server 管理コンソールのユーザ名とパスワード入力画面が表示されます。ユ

ーザ名とパスワードを入力し、『ＯＫ』ボタンをクリックします。 

<ユーザ名> ：Oracle WebLogic Server の管理者のユーザ名 

<パスワード> ：Oracle WebLogic Server の管理者のパスワード 

③ 管理コンソールが起動されます。ドメイン構造から『サーバー』をクリックし、サーバーのサマリー

画面で『制御』タブをクリックします。 

④ アプリケーションサーバの一覧が表示されます。一覧から『Generalist』のチェックボックスをクリ

ックし、『停止』ボタンをクリックします。 

⑤ 状態に『SHUTDOWN』が表示されればサーバーの停止は完了です。 

⑥ Web ブラウザを終了します。 

 

WebCube Application Server の場合 

WebCube Application Server 管理コンソールの起動 

① Web ブラウザを起動し、アドレスに「http://<アプリケーションサーバ名>:28080/mngsvr/」と入

力します。 

② WebCube Management Server のユーザ名とパスワード入力画面が表示されます。ユーザ名と

パスワードを入力し、『ＯＫ』ボタンをクリックします。 

<ユーザ名> ：WebCube Management Server の管理者のユーザ名 

<パスワード> ：WebCube Management Server の管理者のパスワード 

③ 管理コンソールが起動されます。運用管理ポータル画面から『論理サーバのアプリケーション

管理』を選択します。 

④ J2EE サーバ『アプリケーション』を選択します。 

⑤ J2EE アプリケーションの開始/停止画面にインポート J2EE アプリケーション一覧が表示され

ます。停止するアプリケーションの『停止』をクリックします。 

⑥ 確認画面で『はい』ボタンをクリックします。なお、停止までに時間がかかる場合があります。実

行結果が『成功』が表示されたらタブの『削除』をクリックしてください。 

⑦ 削除画面にインポート J2EE アプリケーション一覧が表示されます。削除するアプリケーション

の『削除』をクリックします。 

⑧ 運用管理ポータル画面から『論理サーバの起動／停止』をクリックします。 
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⑨ サーバビューから『＜運用管理ドメイン名※＞』をクリックします。 

※運用管理ドメインのデフォルト名は DefaultDomain です。 

⑩ 『一括停止』をクリックし、『実行』ボタンをクリックします。 

⑪ Web ブラウザを終了します。 

 

【7.3.2(2) データベースの設定(HRPR)】 

① システムコードの設定 

マイナンバーシステムと連携するためのシステムコードを設定します。 

インストールメディアにある以下のフォルダを任意のフォルダへコピーしてください。ここでは c:

\temp 以下に C.18 設定スクリプトフォルダをコピーしたものとします。 

 

ファイル格納場所： 

<インストールメディア>\Utility\C.18 設定スクリプト\MN 接続パラメータ設定 

 

コマンドプロンプトより、以下のコマンドを実行し Generalist/HR/PR ユーザで SQL*Plus を起動

してください。 

C:\>cd C:\temp\C.18 設定スクリプト\MN 接続パラメータ設定 

C:\temp\C.18 設定スクリプト\MN 接続パラメータ設定>sqlplus “GRSYS/ GRSYS@GEN

EDB” 

 

SQL*PLUS の画面より、以下のスクリプトを実行します。 

SQL>@ SET_MN_SYSTEM_PARAM.sql 

 

スクリプトを実行すると、以下が質問されます。 

MN システムパスワード 

※「事前に設定しておくべき事項」にて、決定した値を入力してください。 

 

【7.3.2(3) MN システムのインストール】 

「MN インストール手順書」を参照し、マイナンバーシステムのインストールを行ってください。 

 

【7.3.2(4) 設定ファイルの更新】 

マイナンバーシステム利用するための設定ファイルを編集します。 

 

① ｍynumber_hrpr.properties の設定 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\properties\mynumber_hrpr.propertie

s ファイルを開きます。 

下記の設定の下線部分を環境に合わせて修正してください。 

########################### 

# MyNumber_hrpr Config 
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########################### 

 

#0:Do not use the MyNumberSystem/1:Use the MyNumberSystem/2:Use the MyNumb

erSystem only for electronic application 

mynumber.display.flg=0 

6 行目：mynumber.display.flg =1 

※サービス連携の場合は 1 を設定してください。 

 

＜重要＞ 

 本設定は必ず行ってください。 
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② mynumber-api.properties の設定 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\mynumber-api.properties ファイルを

開きます。 

下記の設定の下線部分を環境に合わせて修正してください。 

########################### 

# setting of mynumber-api.jar 

########################### 

 

# one system flg (1:one system 0:two system) # 

web.server.sameflg=0 

 

# https or http flg (1:https 0:http) # 

web.https.flg=0 

 

# MN system URL # 

mynumber.web.url=http://geneias:80/GeneralistMN/ 

 

# MN system host # 

mynumber.web.host=geneias 

 

# MN system port # 

mynumber.web.port=80 

 

# SSLProtocol # 

ssl.protocol=TLSv1 

 

# directory of keystore file (case of https) # 

client.key.store.path=C:/Generalist/keystore/sslclientkeys.keystore 

 

# password of keystore  (case of https) # 

client.key.store.password=123456 

 

# directory of truststore file  (case of https) # 

client.trust.key.store.path=C:/Generalist/keystore/sslclienttrust.keystore 

 

# password of truststore  (case of https) # 

client.trust.key.store.password=123456 

 

# httpclient connection timeout # 

connection.timeout=60000 
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# httpclient socket timeout # 

socket.timeout=60000 

 

# read file size # 

buffer.size=4096 

設定が必要な各行に設定する内容は以下です。 

21、24、27、30、33 行目の設定は https の場合に必要な設定です。 

6 行目：web.server.sameflg=0 

※サービス連携の場合は 0 を設定してください。  

9 行目：web.https.flg=<HTTP/HTTPS 区分> 

0：HTTP、1：HTTPS 

12 行目：mynumber.web.url=<MN システムの URL> 

15 行目：mynumber.web.host=<MN システムの HOST> 

18 行目：mynumber.web.port=<MN システムのポート番号> 

21 行目：ssl.protocol=TLSv1=<SSLProtocol> 

24 行目：client.key.store.path=<クライアント側の keystore ファイルのパス> 

27 行目：client.key.store.password=<クライアント側の keystore ファイルのパスワード> 

30 行目：client.trust.key.store.path=<信頼される keystore の path> 

33 行目：client.trust.key.store.password=<信頼される keystore のパスワード> 

36 行目：connection.timeout=<httpclient のタイムアウト時間（ms）> 

39 行目：socket.timeout=<socket のタイムアウト時間（ms）> 

42 行目：buffer.size=<ファイルストリームを読み取るサイズ(Byte)> 

＜重要＞ 

 以下の設定項目の設定は必ず行ってください。 

web.server.sameflg 

mynumber.web.url 

mynumber.web.host 

mynumber.web.port 

 mynumber.web.url、mynumber.web.host、mynumber.web.port は【7.3.2(3) MN システムのイン

ストール】でインストールしたマイナンバーシステムの情報を設定します。 

 mynumber.web.url で設定する MN システムの URL は以下のように設定してください。 

http://<アプリケーションサーバの URL>:<ポート番号>/<アプリケーション名> 

※<アプリケーションサーバのURL>はアプリケーションサーバに接続するためのURLを入力し

ます。 
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【7.3.2(5) サービスの起動】 

以下の操作を行い、サービスの起動を行ってください。 

 

 Oracle WebLogic Server の場合 

Oracle WebLogic Server 管理コンソールの起動 

① Web ブラウザを起動し、アドレスに「http://<アプリケーションサーバ名>:7001/console」と入力

します。 

② Oracle WebLogic Server 管理コンソールのユーザ名とパスワード入力画面が表示されます。ユ

ーザ名とパスワードを入力し、『ＯＫ』ボタンをクリックします。 

<ユーザ名> ：Oracle WebLogic Server の管理者のユーザ名 

<パスワード> ：Oracle WebLogic Server の管理者のパスワード 

③ 管理コンソールが起動されます。ドメイン構造から『デプロイメント』をクリックし、デプロイメントの

サマリー画面にデプロイメントの一覧が表示されます。一覧から『Generalist』のチェックボックス

をクリックし、『更新』ボタンをクリックします。 

④ アプリケーションの更新アシスタント画面で『終了』をクリックします。なお、更新に時間がかかる

場合があります。実行結果がデプロイメントのサマリー画面で『選択したデプロイメントが更新さ

れました。』が表示されたら更新とキャッシュの削除が完了です。（※この操作でキャッシュが自

動的に削除されます） 

⑤ ドメイン構造から『サーバー』をクリックし、サーバーのサマリー画面で『制御』タブをクリックしま

す。 

⑥ アプリケーションサーバの一覧が表示されます。一覧から『Generalist』のチェックボックスをクリ

ックし、『起動』ボタンをクリックします。 

⑦ 状態に『RUNNING』が表示されればサーバーの起動は完了です。 

⑧ Web ブラウザを終了します。 

 

 WebCube Application Server の場合 

WebCube Application Server 管理コンソールの起動 

① Web ブラウザを起動し、アドレスに「http://<アプリケーションサーバ名>:28080/mngsvr/」と入

力します。 

② WebCube Management Server のユーザ名とパスワード入力画面が表示されます。ユーザ名

とパスワードを入力し、『ＯＫ』ボタンをクリックします。 

<ユーザ名> ：WebCube Management Server の管理者のユーザ名 

<パスワード> ：WebCube Management Server の管理者のパスワード 

③ 管理コンソールが起動されます。『論理サーバーの起動／停止』をクリックします。 

④ サーバビューから『＜運用管理ドメイン名※＞』をクリックします。 

※運用管理ドメインのデフォルト名は DefaultDomain です。 

⑤ 『一括起動』をクリックし、『実行』ボタンをクリックします。 

⑥ 運用管理ポータル画面から『論理サーバのアプリケーション管理』を選択します。 

⑦ J2EE サーバ『アプリケーション』を選択します。 

⑧ タブの『ディレクトリインポート』をクリックします。アプリケーションディレクトリにデプロイするモジ

ュールのディレクトリパスを入力し、『実行』ボタンをクリックします。実行結果が『成功』になった
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ら、タブの『開始/停止』をクリックします。 

⑨ J2EE アプリケーションの開始/停止画面にインポート J2EE アプリケーション一覧が表示され

ます。開始するアプリケーションの『開始』をクリックします。 

⑩ 確認画面で『はい』ボタンをクリックします。なお、開始までに時間がかかる場合があります。実

行結果が『成功』が表示されたら『戻る』をクリックしてください。 

⑪ Web ブラウザを終了します。 
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7.3.3 マイナンバーシステムの設定(別システム) 

以下の手順にそって、マイナンバーシステムの設定を行ってください。 

 

【7.3.3 (1) Generalist の終了】 

起動している Generalist をすべて終了させてください。またアプリケーションサーバのサービスを停

止してください。既に停止している場合、本手順は不要です。 

 

 Oracle WebLogic Server の場合 

Oracle WebLogic Server 管理コンソールの起動 

① Web ブラウザを起動し、アドレスに「http://<アプリケーションサーバ名>:7001/console」と入力

します。 

② Oracle WebLogic Server 管理コンソールのユーザ名とパスワード入力画面が表示されます。ユ

ーザ名とパスワードを入力し、『ＯＫ』ボタンをクリックします。 

<ユーザ名> ：Oracle WebLogic Server の管理者のユーザ名 

<パスワード> ：Oracle WebLogic Server の管理者のパスワード 

③ 管理コンソールが起動されます。ドメイン構造から『サーバー』をクリックし、サーバーのサマリー

画面で『制御』タブをクリックします。 

④ アプリケーションサーバの一覧が表示されます。一覧から『Generalist』のチェックボックスをクリ

ックし、『停止』ボタンをクリックします。 

⑤ 状態に『SHUTDOWN』が表示されればサーバーの停止は完了です。 

⑥ Web ブラウザを終了します。 

 

WebCube Application Server の場合 

WebCube Application Server 管理コンソールの起動 

① Web ブラウザを起動し、アドレスに「http://<アプリケーションサーバ名>:28080/mngsvr/」と入

力します。 

② WebCube Management Server のユーザ名とパスワード入力画面が表示されます。ユーザ名と

パスワードを入力し、『ＯＫ』ボタンをクリックします。 

<ユーザ名> ：WebCube Management Server の管理者のユーザ名 

<パスワード> ：WebCube Management Server の管理者のパスワード 

③ 管理コンソールが起動されます。運用管理ポータル画面から『論理サーバのアプリケーション

管理』を選択します。 

④ J2EE サーバ『アプリケーション』を選択します。 

⑤ J2EE アプリケーションの開始/停止画面にインポート J2EE アプリケーション一覧が表示され

ます。停止するアプリケーションの『停止』をクリックします。 

⑥ 確認画面で『はい』ボタンをクリックします。なお、停止までに時間がかかる場合があります。実

行結果が『成功』が表示されたらタブの『削除』をクリックしてください。 

⑦ 削除画面にインポート J2EE アプリケーション一覧が表示されます。削除するアプリケーション

の『削除』をクリックします。 

⑧ 運用管理ポータル画面から『論理サーバの起動／停止』をクリックします。 
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⑨ サーバビューから『＜運用管理ドメイン名※＞』をクリックします。 

※運用管理ドメインのデフォルト名は DefaultDomain です。 

⑩ 『一括停止』をクリックし、『実行』ボタンをクリックします。 

⑪ Web ブラウザを終了します。 

 

【7.3.3 (2) 設定ファイルの更新】 

マイナンバーシステム利用するための設定ファイルを編集します。 

 

① ｍynumber_hrpr.properties の設定 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\properties\mynumber_hrpr.propertie

s ファイルを開きます。 

下記の設定の下線部分を環境に合わせて修正してください。 

########################### 

# MyNumber_hrpr Config 

########################### 

 

#0:Do not use the MyNumberSystem/1:Use the MyNumberSystem/2:Use the MyNumb

erSystem only for electronic application 

mynumber.display.flg=0 

6 行目：mynumber.display.flg =0 

※別システムの場合は 0 を設定してください。 

＜重要＞ 

 本設定は必ず行ってください。 

 

【7.3.3 (3) MN システムのインストール】 

「MN インストール手順書」を参照し、MN システムのインストールを行ってください。 

 

【7.3.3 (4) サービスの起動】 

以下の操作を行い、サービスの起動を行ってください。 

 

 Oracle WebLogic Server の場合 

Oracle WebLogic Server 管理コンソールの起動 

① Web ブラウザを起動し、アドレスに「http://<アプリケーションサーバ名>:7001/console」と入力

します。 

② Oracle WebLogic Server 管理コンソールのユーザ名とパスワード入力画面が表示されます。ユ

ーザ名とパスワードを入力し、『ＯＫ』ボタンをクリックします。 

<ユーザ名> ：Oracle WebLogic Server の管理者のユーザ名 

<パスワード> ：Oracle WebLogic Server の管理者のパスワード 

③ 管理コンソールが起動されます。ドメイン構造から『デプロイメント』をクリックし、デプロイメントの

サマリー画面にデプロイメントの一覧が表示されます。一覧から『Generalist』のチェックボックス
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をクリックし、『更新』ボタンをクリックします。 

④ アプリケーションの更新アシスタント画面で『終了』をクリックします。なお、更新に時間がかかる

場合があります。実行結果がデプロイメントのサマリー画面で『選択したデプロイメントが更新さ

れました。』が表示されたら更新とキャッシュの削除が完了です。（※この操作でキャッシュが自

動的に削除されます） 

⑤ ドメイン構造から『サーバー』をクリックし、サーバーのサマリー画面で『制御』タブをクリックしま

す。 

⑥ アプリケーションサーバの一覧が表示されます。一覧から『Generalist』のチェックボックスをクリ

ックし、『起動』ボタンをクリックします。 

⑦ 状態に『RUNNING』が表示されればサーバーの起動は完了です。 

⑧ Web ブラウザを終了します。 

 

 WebCube Application Server の場合 

WebCube Application Server 管理コンソールの起動 

① Web ブラウザを起動し、アドレスに「http://<アプリケーションサーバ名>:28080/mngsvr/」と入

力します。 

② WebCube Management Server のユーザ名とパスワード入力画面が表示されます。ユーザ名

とパスワードを入力し、『ＯＫ』ボタンをクリックします。 

<ユーザ名> ：WebCube Management Server の管理者のユーザ名 

<パスワード> ：WebCube Management Server の管理者のパスワード 

③ 管理コンソールが起動されます。『論理サーバーの起動／停止』をクリックします。 

④ サーバビューから『＜運用管理ドメイン名※＞』をクリックします。 

※運用管理ドメインのデフォルト名は DefaultDomain です。 

⑤ 『一括起動』をクリックし、『実行』ボタンをクリックします。 

⑥ 運用管理ポータル画面から『論理サーバのアプリケーション管理』を選択します。 

⑦ J2EE サーバ『アプリケーション』を選択します。 

⑧ タブの『ディレクトリインポート』をクリックします。アプリケーションディレクトリにデプロイするモジ

ュールのディレクトリパスを入力し、『実行』ボタンをクリックします。実行結果が『成功』になった

ら、タブの『開始/停止』をクリックします。 

⑨ J2EE アプリケーションの開始/停止画面にインポート J2EE アプリケーション一覧が表示され

ます。開始するアプリケーションの『開始』をクリックします。 

⑩ 確認画面で『はい』ボタンをクリックします。なお、開始までに時間がかかる場合があります。実

行結果が『成功』が表示されたら『戻る』をクリックしてください。 

⑪ Web ブラウザを終了します。 
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7.3.4 マイナンバーシステムの設定(別システム 電子申請のみサービス連携) 

以下の手順にそって、マイナンバーシステムの設定を行います。 

 

【7.3.4 (1) Generalist の終了】 

起動している Generalist をすべて終了させてください。またアプリケーションサーバのサービスを停

止してください。既に停止している場合、本手順は不要です。 

 

 Oracle WebLogic Server の場合 

Oracle WebLogic Server 管理コンソールの起動 

① Web ブラウザを起動し、アドレスに「http://<アプリケーションサーバ名>:7001/console」と入力

します。 

② Oracle WebLogic Server 管理コンソールのユーザ名とパスワード入力画面が表示されます。ユ

ーザ名とパスワードを入力し、『ＯＫ』ボタンをクリックします。 

③ <ユーザ名> ：Oracle WebLogic Server の管理者のユーザ名 

④ <パスワード> ：Oracle WebLogic Server の管理者のパスワード 

⑤ 管理コンソールが起動されます。ドメイン構造から『サーバー』をクリックし、サーバーのサマリー

画面で『制御』タブをクリックします。 

⑥ アプリケーションサーバの一覧が表示されます。一覧から『Generalist』のチェックボックスをクリ

ックし、『停止』ボタンをクリックします。 

⑦ 状態に『SHUTDOWN』が表示されればサーバーの停止は完了です。 

⑧ Web ブラウザを終了します。 

 

WebCube Application Server の場合 

WebCube Application Server 管理コンソールの起動 

① Web ブラウザを起動し、アドレスに「http://<アプリケーションサーバ名>:28080/mngsvr/」と入

力します。 

② WebCube Management Server のユーザ名とパスワード入力画面が表示されます。ユーザ名と

パスワードを入力し、『ＯＫ』ボタンをクリックします。 

<ユーザ名> ：WebCube Management Server の管理者のユーザ名 

<パスワード> ：WebCube Management Server の管理者のパスワード 

③ 管理コンソールが起動されます。運用管理ポータル画面から『論理サーバのアプリケーション

管理』を選択します。 

④ J2EE サーバ『アプリケーション』を選択します。 

⑤ J2EE アプリケーションの開始/停止画面にインポート J2EE アプリケーション一覧が表示され

ます。停止するアプリケーションの『停止』をクリックします。 

⑥ 確認画面で『はい』ボタンをクリックします。なお、停止までに時間がかかる場合があります。実

行結果が『成功』が表示されたらタブの『削除』をクリックしてください。 

⑦ 削除画面にインポート J2EE アプリケーション一覧が表示されます。削除するアプリケーション

の『削除』をクリックします。 

⑧ 運用管理ポータル画面から『論理サーバの起動／停止』をクリックします。 
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⑨ サーバビューから『＜運用管理ドメイン名※＞』をクリックします。 

※運用管理ドメインのデフォルト名は DefaultDomain です。 

⑩ 『一括停止』をクリックし、『実行』ボタンをクリックします。 

⑪ Web ブラウザを終了します。 

 

【7.3.4 (2) データベースの設定(HRPR)】 

① システムコードの設定 

マイナンバーシステムと連携するためのシステムコードを設定します。 

インストールメディアにある以下のフォルダを任意のフォルダへコピーしてください。ここでは c:

\temp 以下に C.18 設定スクリプトフォルダをコピーしたものとします。 

 

ファイル格納場所： 

<インストールメディア>\Utility\C.18 設定スクリプト\MN 接続パラメータ設定 

 

コマンドプロンプトより、以下のコマンドを実行し Generalist/HR/PR ユーザで SQL*Plus を起動

してください。 

C:\>cd C:\temp\C.18 設定スクリプト\MN 接続パラメータ設定 

C:\temp\C.18 設定スクリプト\MN 接続パラメータ設定>sqlplus “GRSYS/ GRSYS@GEN

EDB” 

 

SQL*PLUS の画面より、以下のスクリプトを実行します。 

SQL>@ SET_MN_SYSTEM_PARAM.sql 

 

スクリプトを実行すると、以下が質問されます。 

MN システムパスワード 

※「事前に設定しておくべき事項」にて、決定した値を入力してください。 

 

【7.3.4 (3) MN システムのインストール】 

「MN インストール手順書」を参照し、マイナンバーシステムのインストールを行ってください。 

 

【7.3.4 (4) 設定ファイルの更新】 

マイナンバーシステム利用するための設定ファイルを編集します。 

 

① ｍynumber_hrpr.properties の設定 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\properties\mynumber_hrpr.propertie

s ファイルを開きます。 

下記の設定の下線部分を環境に合わせて修正してください。 

########################### 

# MyNumber_hrpr Config 
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########################### 

 

#0:Do not use the MyNumberSystem/1:Use the MyNumberSystem/2:Use the MyNumb

erSystem only for electronic application 

mynumber.display.flg=0 

6 行目：mynumber.display.flg =2 

※電子申請のみサービス連携の場合は 2 を設定してください。 

 

＜重要＞ 

 本設定は必ず行ってください。 
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③ mynumber-api.properties の設定 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\mynumber-api.properties ファイルを

開きます。 

下記の設定の下線部分を環境に合わせて修正してください。 

########################### 

# setting of mynumber-api.jar 

########################### 

 

# one system flg (1:one system 0:two system) # 

web.server.sameflg=0 

 

# https or http flg (1:https 0:http) # 

web.https.flg=0 

 

# MN system URL # 

mynumber.web.url=http://geneias:80/GeneralistMN/ 

 

# MN system host # 

mynumber.web.host=geneias 

 

# MN system port # 

mynumber.web.port=80 

 

# SSLProtocol # 

ssl.protocol=TLSv1 

 

# directory of keystore file (case of https) # 

client.key.store.path=C:/Generalist/keystore/sslclientkeys.keystore 

 

# password of keystore  (case of https) # 

client.key.store.password=123456 

 

# directory of truststore file  (case of https) # 

client.trust.key.store.path=C:/Generalist/keystore/sslclienttrust.keystore 

 

# password of truststore  (case of https) # 

client.trust.key.store.password=123456 

 

# httpclient connection timeout # 

connection.timeout=60000 
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# httpclient socket timeout # 

socket.timeout=60000 

 

# read file size # 

buffer.size=4096 

設定が必要な各行に設定する内容は以下です。 

21、24、27、30、33 行目の設定は https の場合に必要な設定です。 

6 行目：web.server.sameflg=0 

※サービス連携の場合は 0 を設定してください。  

9 行目：web.https.flg=<HTTP/HTTPS 区分> 

0：HTTP、1：HTTPS 

12 行目：mynumber.web.url=<MN システムの URL> 

15 行目：mynumber.web.host=<MN システムの HOST> 

18 行目：mynumber.web.port=<MN システムのポート番号> 

21 行目：ssl.protocol=TLSv1=<SSLProtocol> 

24 行目：client.key.store.path=<クライアント側の keystore ファイルのパス> 

27 行目：client.key.store.password=<クライアント側の keystore ファイルのパスワード> 

30 行目：client.trust.key.store.path=<信頼される keystore の path> 

33 行目：client.trust.key.store.password=<信頼される keystore のパスワード> 

36 行目：connection.timeout=<httpclient のタイムアウト時間（ms）> 

39 行目：socket.timeout=<socket のタイムアウト時間（ms）> 

42 行目：buffer.size=<ファイルストリームを読み取るサイズ(Byte)> 

＜重要＞ 

 以下の設定項目の設定は必ず行ってください。 

web.server.sameflg 

mynumber.web.url 

mynumber.web.host 

mynumber.web.port 

 mynumber.web.url、mynumber.web.host、mynumber.web.port は【7.3.4 (3) MN システムのイン

ストール】 

 でインストールしたマイナンバーシステムの情報を設定します。 

 mynumber.web.url で設定する MN システムの URL は以下のように設定してください。 

http://<アプリケーションサーバの URL>:<ポート番号>/<アプリケーション名> 

※<アプリケーションサーバのURL>はアプリケーションサーバに接続するためのURLを入力し

ます。 
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【7.3.4 (5) サービスの起動】 

以下の操作を行い、サービスの起動を行ってください。 

 

 Oracle WebLogic Server の場合 

Oracle WebLogic Server 管理コンソールの起動 

① Web ブラウザを起動し、アドレスに「http://<アプリケーションサーバ名>:7001/console」と入力

します。 

② Oracle WebLogic Server 管理コンソールのユーザ名とパスワード入力画面が表示されます。ユ

ーザ名とパスワードを入力し、『ＯＫ』ボタンをクリックします。 

<ユーザ名> ：Oracle WebLogic Server の管理者のユーザ名 

<パスワード> ：Oracle WebLogic Server の管理者のパスワード 

③ 管理コンソールが起動されます。ドメイン構造から『デプロイメント』をクリックし、デプロイメントの

サマリー画面にデプロイメントの一覧が表示されます。一覧から『Generalist』のチェックボックス

をクリックし、『更新』ボタンをクリックします。 

④ アプリケーションの更新アシスタント画面で『終了』をクリックします。なお、更新に時間がかかる

場合があります。実行結果がデプロイメントのサマリー画面で『選択したデプロイメントが更新さ

れました。』が表示されたら更新とキャッシュの削除が完了です。（※この操作でキャッシュが自

動的に削除されます） 

⑤ ドメイン構造から『サーバー』をクリックし、サーバーのサマリー画面で『制御』タブをクリックしま

す。 

⑥ アプリケーションサーバの一覧が表示されます。一覧から『Generalist』のチェックボックスをクリ

ックし、『起動』ボタンをクリックします。 

⑦ 状態に『RUNNING』が表示されればサーバーの起動は完了です。 

⑧ Web ブラウザを終了します。 

 

 WebCube Application Server の場合 

WebCube Application Server 管理コンソールの起動 

① Web ブラウザを起動し、アドレスに「http://<アプリケーションサーバ名>:28080/mngsvr/」と入

力します。 

② WebCube Management Server のユーザ名とパスワード入力画面が表示されます。ユーザ名

とパスワードを入力し、『ＯＫ』ボタンをクリックします。 

<ユーザ名> ：WebCube Management Server の管理者のユーザ名 

<パスワード> ：WebCube Management Server の管理者のパスワード 

③ 管理コンソールが起動されます。『論理サーバーの起動／停止』をクリックします。 

④ サーバビューから『＜運用管理ドメイン名※＞』をクリックします。 

※運用管理ドメインのデフォルト名は DefaultDomain です。 

⑤ 『一括起動』をクリックし、『実行』ボタンをクリックします。 

⑥ 運用管理ポータル画面から『論理サーバのアプリケーション管理』を選択します。 

⑦ J2EE サーバ『アプリケーション』を選択します。 

⑧ タブの『ディレクトリインポート』をクリックします。アプリケーションディレクトリにデプロイするモジ

ュールのディレクトリパスを入力し、『実行』ボタンをクリックします。実行結果が『成功』になった
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ら、タブの『開始/停止』をクリックします。 

⑨ J2EE アプリケーションの開始/停止画面にインポート J2EE アプリケーション一覧が表示され

ます。開始するアプリケーションの『開始』をクリックします。 

⑩ 確認画面で『はい』ボタンをクリックします。なお、開始までに時間がかかる場合があります。実

行結果が『成功』が表示されたら『戻る』をクリックしてください。 

⑪ Web ブラウザを終了します。 
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付録 

付録 A ハードディスクの必要容量 

本システムを導入・稼動するに当たりハードディスクには以下の空き容量が必要です。一応の目安

として参考にしてください。 

 

【データベースサーバ】 

データベース容量―――詳細については、領域確保時の「算出ツール.xls」で算出してください。 

※「算出ツール.xls」ファイルは、<インストールメディア>\Utility の下にあります。 

人事システム 給与システム 

5,000 人 約 0.6GB 5,000 人 約 1.0GB 

10,000 人 約 1.3GB 10,000 人 約 2.0GB 

20,000 人 約 2.8GB 20,000 人 約 4.0GB 

算出条件 

履歴   10 件 / 1 人 

家族構成    3 人 / 1 人 

給与明細  30 項目×3 年 / 1 人 

算出条件 

基本情報系 5 年分 / 1 人 

履歴  2%異動 / 1 年間 

 

【アプリケーションサーバ】 

ミドルウェア製品で必要な容量 

Oracle WebLogic Server 約 3.6GB 

 

プログラム容量 

Generalist 人財管理ソリューション 約 250MB 

 

【クライアント】 

Microsoft Office 約 200MB 

Adobe Acrobat Reader 約 150MB 
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付録 B シングルサインオンの設定について 

ここでは Generalist でシングルサインオンをご利用いただくために必要なアプリケーションサーバの

設定手順を説明します。 

 

● Generalist でシングルサインオンをご利用になる場合の設定手順の流れ 

シングルサインオンを利用するには、必要な情報を Cookie に書き込み、シングルサインオン用の U

RL にアクセスする必要があります。 

 

必要な情報を Cookie に書き込む ・・・・・・ (1) 

↓   

シングルサインオン用の URL にアクセス ・・・・・・ (2) 

 

＜重要＞ 

1. シングルサインオンの設定の前に「第 3 章 アプリケーションサーバのセットアップ（Oracle 

WebLogic Server）」が終了している必要があります。 

2. Cookie の有効期限は期限無しの状態にて設定を行って下さい。 

Cookie の書き込みの際、期限付きにて書き込みを行うと、Generalist のユーザ名、パスワ

ード等、セキュリティに関する情報がクライアントマシン上のファイルに書き込まれてしまい

ます。 

3. Cookie の書込方法に関しては書き込みに使用する言語のリファレンスを参照してくださ

い。 
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● シングルサインオンの概要 

Genralist のシングルサインオンでは Cookie を使用する方式でシングルサインオンを実現していま

す。以下の図はシングルサインオンを利用して Generalist を起動するまでの流れを表しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 次頁以降の設定は上記図⑦の処理にてユーザ情報を Cookie を使用して引き渡す為の設定と

なります。 

 

(1) 必要な情報を Cookie に書き込む 

お客様のシステムにあわせて設定してください。 

以下は JavaScript を利用した場合の Cookie へ書き込み方法です。 

loginkbn = "0" 

uid = "ADMIN@@@"  

pass = "ADMIN@@@" 

hcode=”@@@” 

roleid = " ADMIN@@@" 

funcid = "" 

 

cookiewrite("loginkbn", loginkbn); 

cookiewrite("uid",uid); 

cookiewrite("pass",pass); 

cookiewrite("hcode", hcode); 

cookiewrite("roleid", roleid); 

クライアント Web サーバ 

Web メニューLogin 画面 

Web メニュー画面表示 

・Web メニューサーバ ①ユーザ ID、パスワードにて認

証を行います。 

 

②認証が成功した場合、メニュー

を表示します。 

 

③、④、⑤、⑥Generalist 機能を

起動するための URL、法人コ

ード、ユーザ ID を取得します。 

 

⑦Web メニューサーバより取得し

た URL、法人コード、ユーザ I

DでGeneralist機能を起動しま

す。 

① 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

Web メニューより Generalis

t 機能を起動 

③ 

 

 

 

 

 

 

・フォルダサーバ 

④ 

 

 

 

 

 

 

⑤ 

 

 

 

 

 

 

⑥ 

 

 

 

 

 

 

・Genera l i s tWeb サーバ

  

⑦ 

 

 

 

 

 

 

Generalist 機能 
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cookiewrite("funcid", funcid); 

 

function cookiewrite(key, val) { 

    work = key + "=" + escape(val) + ";"; 

    work += "path=/Generalist/;"; 

    document.cookie = work; 

} 

 

以下は Cookie のキーに対するパラメータの説明です。 

キー項目 設定項目 

loginkbn ログイン区分（0:業務ログイン、1:個人利用者）を指定します。 

uid ログインユーザを設定します。 

※Generalist のログイン ID または、個人利用者 ID を設定してください。 

pass ログインユーザに対するパスワードを設定します。 

※Generalist のログイン ID または、個人利用者 ID に対するパスワード

を設定してください。 

hcode ログインする法人コードを設定します。 

roleid ログインするユーザのロールＩＤを設定します。 

(個人利用者でのログイン時には設定不要です。) 

funcid 起動するモジュールを設定します。 

※何も設定しない場合はホームメニューが表示されます。必要な場合の

み設定してください。 

 

 

＜ポイント＞ 

・ シングルサインオン機能を利用する場合、ログイン画面からの承認処理時に行われるパスワ

ードの入力ミス回数による利用者 ID のロックアウト処理は行われません。必要に応じて、外部

フォルダサーバ等にロックアウト処理を行うよう、追加の設定等を行ってください。 

 

(2) シングルサインオン用の URL にアクセス 

お客様のシステムにあわせて設定してください。 

以下は JavaScript を利用した場合のアクセス方法です。 

function showpage(){ 

    var attr = "toolbar=no,"; 

    attr = attr + "location=no.directories=no,"; 

    attr = attr + "menubar=no,"; 

    attr = attr + "scrollbars=no,"; 

    attr = attr + "resizable=yes,"; 

    attr = attr + "top=1,left=1,"; 

    attr = attr + "status=yes,"; 
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    attr = attr + "width=1000,height=700"; 

 

    var strSvName = "components/app/login/gene-sso-login.html"; 

    var childWin = window.open(strSvName, "_blank", attr); 

    (window.open("", "_top").opener=top).close(); 

} 

 

(3) デフォルトロール ID 自動設定機能の利用設定 

以下の設定をおこなうことで、Cookie にロール ID が設定されていない場合に、デフォルトロー

ル ID を自動で Cookie に設定することが可能です。 

＜重要＞ 

・ 上記機能を利用しない場合には、本設定は不要です。 

 

以下のファイルをテキストエディタで開き、以下の部分を編集します。 

・ Oracle WebLogic Server をご利用の場合には以下のファイルです。 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\web.xml 

 

各フォルダに関しては、3.4.3 モジュールのコピーと展開（Oracle WebLogic Server）を参照してく

ださい。 

 

128、137 行目のコメントアウトを削除してください。 

128 

129 

130 

131 

 

132 

133 

134 

135 

136 

137 

<!-- 

<filter> 

    <filter-name>GeneSSODefaultRoleFilter</filter-name> 

    <filter-class>jp.co.toshiba_sol.generalist.common.filter.GeneSSODefaultRoleFilter

</filter-class> 

</filter> 

<filter-mapping> 

    <filter-name>GeneSSODefaultRoleFilter</filter-name> 

    <url-pattern>/faces/jsp/menu/login/singleSignOn.jsp</url-pattern> 

</filter-mapping> 

--> 

 

＜重要＞ 

・ 上記以外のパラメータはシステムで固定のパラメータです。変更しないでください。 

・ ファイル変更時には文字コードは『UTF-8』で保存してください。コメント等に日本語を入力し

ない場合には文字コードの指定は不要です。 
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付録 C 帳票 Web 配信の設定について 

ここではGeneralistシステムで、帳票Web配信（給与・賞与明細書、源泉徴収票、年末調整申告書、

ユーザ帳票）をご利用いただくための設定手順を説明します。 

 

● 帳票 Web 配信の概要 

帳票 Web 配信は、あらかじめバッチ処理でアプリケーションサーバ上に PDF ファイルを作成してお

き、Web 経由でログインした個人利用者が各自の PDF ファイルを取得する機能です。 

PDF ファイルは、アプリケーションサーバ上に作成またはデータベースのテーブルに保存すること

ができます。ファイル保存先は、システムパラメータ（共通システム設定）のシステムパラメータコード

「SYS_AP_FILE_SAVE_MODE」で設定します。設定の詳細は、システムパラメータ一覧でご確認くだ

さい。 

 

以下の図に、帳票 Web 配信機能の概要を示します。 

≪記載例はアプリケーションサーバ上に作成した場合≫ 

アプリケーションサーバ

明細書PDFファイル
(社員単位)

バッチで作成

個人ログイン
から参照

個人利用者
クライアント

給与／賞与明細書

業務利用者
クライアント

明細書(Web公開用)
一括作成

明細書PDF

ファイル

アプリケーションサーバ

明細書PDFファイル
(社員単位)

バッチで作成

個人ログイン
から参照

個人利用者
クライアント

給与／賞与明細書

業務利用者
クライアント

明細書(Web公開用)
一括作成

明細書PDF

ファイル

 

＜ポイント＞ 

・ 給与・賞与明細書メール送信（機能）および源泉徴収票メール送信（機能）にて、支給明細書

(Web 公開用)一括作成（機能）で作成した明細書 PDF ファイルまたは源泉徴収票(Web 公開

用)一括作成（機能）で作成した源泉徴収票 PDF ファイルをメールに添付して各社員へ送信

することができます。設定方法は「付録 C 帳票 Web 配信の設定について」の「メールサーバ

の設定(staveware-mail-config.xml の設定)」を参照してください。 

XX091_list.html
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●帳票 Web 配信の設定手順 

帳票の一括作成を実行するために、アプリケーションサーバ上で以下に示す手順で設定を行う必

要があります。 

 

設定手順概要 

帳票 Web 配信をご利用いただくための設定手順の概要を以下に示します。 

 

事前に決定しておく事項 

明細書 Web 配信の設定を行う前に決定しておく必要のある項目を以下に示します。 

項目 説明 

公開用帳票保存フォルダ PDF ファイルを保存するフォルダです。アプリケーションサ

ーバ上のフォルダを指定します。 

※データベースのテーブルに保存する場合も設定が必要

です。設定しても該当フォルダにファイルは作成されませ

ん。 

PDF テンプレートフォルダ PDF ファイル作成に必要となる PDF テンプレートファイルを

保存するフォルダです。 

＜Generalist インストールフォルダ＞\tools\pdf_template フ

ォルダを指定します。 

 

webmeisai.properties の設定 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\properties\webmeisai.properties をテキス

トエディタで開き、以下のパラメータを設定してください。 

※「webmeisai.properties」が格納されているフォルダはインストール時の設定により異なります。 

パラメータ名 内容 

pdf_dir PDF を出力するフォルダを指定します。 

事前に決めておいた≪公開用帳票保存フォルダ≫を指定します。 

pdf_define_dir PDF テンプレートファイルを保存する場所です。 

≪Generalist インストールフォルダフォルダ≫\ 

tools\pdf_template を指定します。 

＜重要＞ 

・ 上記の設定以外はシステム固定の値です。変更しないでください。 

・ ≪pdf_dir≫は短いパス名を指定してください。 

(c:\Webmeisai 等) 

長いパスを指定すると帳票が出力されない場合があります。 
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「webmeisai.properties」修正後、下記手順に従い再デプロイを行ってください。 

 

Oracle WebLogic Server 管理コンソールの起動 

1. Web ブラウザを起動し、アドレスに「http://<アプリケーションサーバ名>:7001/console」と入力

します。 

2. Oracle WebLogic Server 管理コンソールのユーザー名とパスワード入力画面が表示されます。

ユーザー名とパスワードを入力し、『ログイン』ボタンをクリックします。 

<ユーザー名> ： Oracle WebLogic Server の管理者のユーザー名 

<パスワード> ： Oracle WebLogic Server の管理者のパスワード 

3. 管理コンソールが起動されます。ドメイン構造から『デプロイメント』をクリックし、デプロイメント

のサマリー画面にアプリケーション名の一覧が表示されます。 

4. 画面の左側のチェンジ・センター欄に『ロックして編集』ボタンが表示されている場合、『ロック

して編集』ボタンをクリックします。 

5. 一覧から『geneserver』のチェックボックスをクリックし、『削除』ボタンをクリックします。 

6. 削除が完了するとデプロイメントのサマリー画面へ戻り、上部にメッセージが表示されます。エ

ラーが発生していないことを確認してください。 

7. 画面の左側のチェンジ・センター欄に『変更のアクティブ化』ボタンが表示されている場合、

『変更のアクティブ化』ボタンをクリックして変更を確定します。上部にメッセージが表示されま

す。エラーが発生していないことを確認してください。 

8. キャッシュ保存フォルダを削除してください。キャッシュ保存フォルダ以下に存在するすべての

フォルダおよびファイルを削除してください。キャッシュ保存フォルダが存在しない場合は、本

手順は不要です。キャッシュ保存フォルダは下記２つとなります。 

・ ＜ORACLE_HOME＞\user_projects\domains\base_domain\servers\＜サーバ名＞\tmp

\_WL_user\＜アプリケーション名＞\＜ランダムの文字列＞\jsp_servlet 直下のフォルダ

およびファイル 

・ ＜ORACLE_HOME＞\user_projects\domains\base_domain\servers\＜サーバ名＞\tmp

\_WL_user\＜アプリケーション名＞\＜ランダムの文字列＞\war\WEB-INF\lib 直下の

フォルダおよびファイル 

9. 画面の左側のチェンジ・センター欄に『ロックして編集』ボタンが表示されている場合、『ロック

して編集』ボタンをクリックします。 

10. デプロイメントのサマリー画面の『インストール』ボタンをクリックします。 

11. デプロイメントの選択画面の一覧から『Generalist』を選択し『次』ボタンをクリックします。 

12. 『このデプロイメントをアプリケーションとしてインストールする』が選択されていることを確認し

『次』ボタンをクリックします。 

13. 『geneserver』を選択し、『次』ボタンをクリックします。 

14. 『デプロイメントを次の場所からアクセス可能にする』を選択します。内容を確認し、『次』をクリ

ックします。 

15. 『追加構成』で『いいえ、後で構成を確認します。』を選択し、『終了』をクリックします。 

16. インストールが完了するとデプロイメントのサマリー画面へ戻り、上部にメッセージが表示され

ます。エラーが発生していないことを確認してください。 

Oracle WebLogic Server の場合 
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17. 画面の左側のチェンジ・センター欄に『変更のアクティブ化』ボタンが表示されている場合、

『変更のアクティブ化』ボタンをクリックして変更を確認します。上部にメッセージが表示されま

す。エラーが発生していないことを確認してください。 

18. ドメイン構造から『環境』＞『サーバー』をクリックします。 

19. サーバーのサマリー画面が開き、アプリケーションサーバの一覧が表示されます。『制御』タブ

をクリックします。 

20. 一覧から『geneserver』のチェックボックスをクリックし、『起動』ボタンをクリックします。状態に『R

UNNING』が表示されればサーバーの起動は完了です。 

21. ドメイン構造から『デプロイメント』をクリックし、デプロイメントのサマリー画面にアプリケーション

名の一覧が表示されます。『Generalist』にチェックを入れ、『起動』ボタンをクリックし、『すべて

のリクエストを処理』を選択してください。状態が『アクティブ』になりましたら、再デプロイメント

は完了です。 

22. Web ブラウザを終了します。 

 

 

 

「webmeisai.properties」修正後、下記手順に従い再デプロイを行ってください。 

 

1. Web ブラウザを起動し、アドレスに「http://<アプリケーションサーバ名>:28080/mngsvr/」と入

力します。 

2. WebCube Management Server のユーザ名とパスワード入力画面が表示されます。ユーザ名

とパスワードを入力し、『ＯＫ』ボタンをクリックします。 

<ユーザ名> ：WebCube Management Server の管理者のユーザ名 

<パスワード> ：WebCube Management Server の管理者のパスワード 

3. 管理コンソールが起動されます。運用管理ポータル画面から『論理サーバのアプリケーション

管理』を選択します。 

4. J2EE サーバ『アプリケーション』を選択します。 

5. J2EE アプリケーションの開始/停止画面にインポート J2EE アプリケーション一覧が表示され

ます。停止するアプリケーションの『停止』をクリックします。 

6. 確認画面で『はい』ボタンをクリックします。なお、停止までに時間がかかる場合があります。実

行結果が『成功』が表示されたらタブの『削除』をクリックしてください。 

7. 削除画面にインポート J2EE アプリケーション一覧が表示されます。削除するアプリケーショ

ンの『削除』をクリックします。 

8. 運用管理ポータル画面から『論理サーバの起動／停止』をクリックします。 

9. サーバビューから『＜運用管理ドメイン名※＞』をクリックします。 

※運用管理ドメインのデフォルト名は DefaultDomain です。 

10. 『一括停止』をクリックし、『実行』ボタンをクリックします。 

11. 停止完了後、『一括起動』をクリックし、『実行』ボタンをクリックします。 

12. 運用管理ポータル画面から『論理サーバのアプリケーション管理』を選択します。 

13. J2EE サーバ『アプリケーション』を選択します。 

14. タブの『ディレクトリインポート』をクリックします。アプリケーションディレクトリにデプロイするモジ

WebCube Application Server の場合 
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ュールのディレクトリパスを入力し、『実行』ボタンをクリックします。実行結果が『成功』になった

ら、タブの『開始/停止』をクリックします。 

15. J2EE アプリケーションの開始/停止画面にインポート J2EE アプリケーション一覧が表示され

ます。開始するアプリケーションの『開始』をクリックします。 

16. 確認画面で『はい』ボタンをクリックします。なお、開始までに時間がかかる場合があります。実

行結果が『成功』が表示されたら『戻る』をクリックしてください。 

17. Web ブラウザを終了します。 
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外字出力を使用する場合の設定 

外字を出力する場合、各帳票定義 xml の修正が必要です。 

外字で出力したい項目フィールド（Field）の「GaijiFlag」を 1 に設定し、「GaijiFontFile」を指定しま

す。 

 

以下では、支給明細書の社員名称を外字で出力する場合の設定を例に記載します。 

 

PDF テンプレートファイルを Adobe Acrobat Pro で開き、外字で出力したい項目のフィールド名を

調べます。 

 

支給明細書の場合、テンプレートファイルは以下です。 

≪Generalist インストールフォルダ≫\tools\pdf_template\KAO04900.pdf 

 

外字で出力したい項目を選択すると、「オブジェクト」－「名前」にフィールドの名称が表示されま

す。 

 

帳票定義 XML をテキストエディタで開き、上記フィールド名の項目を修正します。 

 

支給明細書の場合、帳票定義 XML ファイルは以下です。 

≪Generalist インストールフォルダ≫\tools\pdf_template\KAO04900.xml 

 

588 行目: 

<Field> 

 <FieldNo>29</FieldNo> 

 <FieldName>shayinmei</FieldName> 

<FieldName>が「shayinmei」となっ

ている項目を修正 
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 <SQLFieldName>社員名</SQLFieldName> 

 <KeyFlag1></KeyFlag1> 

 <KeyFlag2></KeyFlag2> 

 <GaijiFlag>1</GaijiFlag> 

 <GaijiFontFile>EUDC.ttf</GaijiFontFile> 

</Field> 

 

 

メールサーバの設定(staveware-mail-config.xml の設定) 

給与・賞与明細書メール送信（機能）および源泉徴収票メール送信（機能）を利用するにはメール

サーバの設定が必要です。 

環境に合わせて staveware-mail-config.xml ファイルを編集してください。 

変更ファイル ：<Generalist インストールフォルダ>\WEB-INF\classes\staveware-mail-config.xml 

 

変更対象：<smtp-info>タグ中の設定値 

タグ 設定内容 

<authentication trigger> SMTP サーバ認証が必要な場合には”true”を設定します 

<username> SMTP サーバ認証に必要なユーザ名を設定します。 

<password> SMTP サーバ認証に必要なパスワードを設定します。 

<server-url> SMTP サーバ名称を設定します。 

<nickname> メール送信の際の送信者名を設定します。※日本語は設定で

きません。 

<from> メールの送信元メールアドレスを設定します。 

下線部の箇所を変更してください。 

 <smtp-info> 

  <sender-engine>JavaMail</sender-engine> 

  <account> 

   <authentication trigger="true"> 

    <username><ユーザ名></username> 

    <password><パスワード></password> 

   </authentication> 

   <server-url><smtp サーバ名称></server-url> 

   <nickname><送信者名></nickname> 

   <from><送信元メールアドレス></from> 

  </account> 

 </smtp-info> 

設定例： 

 <smtp-info> 

  <sender-engine>JavaMail</sender-engine> 

  <account> 

   <authentication trigger="true"> 

<GaijiFlag>を 1 に修正 

<GaijiFontFile>に外字が登録さ

れているフォントファイルを指定 
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    <username>username</username> 

    <password>password</password> 

   </authentication> 

   <server-url>smtp.server.com</server-url> 

   <nickname>nickname</nickname> 

   <from>username@smtp.server.com</from> 

  </account> 

 </smtp-info> 

 

＜制限事項＞ 

・ メール送信時のポートは 25 固定となります。変更することはできません。 
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付録 D 非同期処理実行サービスの設定 

Generalist の非同期処理実行サービスの設定は以下の手順で実施します。 

（以下の説明で△はスペースを表します。） 

 

1. 基本設定 

実行する環境にて以下の環境変数を指定します。 

変数名 設定する内容 

GENE_INSTALL_PATH Generalist がインストールされる場所を示すパスです。 

GENE_EXT_LIB_PATH サービス起動用の追加ライブラリの場所を示すパスです。「4.

5.15 アプリケーションサーバへのインストール」の「(7) 『拡張

パラメタ』の設定を行います。」にてデータベースサーバよりコ

ピーした JDBC ライブラリが存在するパスを入力します。 

JDK_INSTALL_PATH JDK1.8 がインストールされる場所を示すパスです。 

WLS_INSTALL_PATH Oracle WebLogic Server 12cR2 または Oracle WebLogic S

erver 14c がインストールされる場所を示すパスです。 

WEBCUBE_INSTALL_PATH WebCube Application Server V11.1、V11.2 または V11.4 が

インストールされる場所を示すパスです。 

 

2. バッチ起動による実行 

「<インストールメディア>\Utility\C.19 起動スクリプト\非同期処理バッチ起動」フォルダにサンプル

ファイルが格納されています。 

 

【Windows の場合】 

非同期処理実行サービスをバックグラウンドで起動するようにバッチファイルを作成します。作成し

たバッチファイルを実行すると非同期処理実行サービスが起動します。 

・ Oracle WebLogic Server 12cR2 の場合「runbatch_weblogic_12cR2.bat」を実行してください。 

・ Oracle WebLogic Server 14c の場合「runbatch_weblogic_14c.bat」を実行してください。 

・ WebCube Application Server V11.1、V11.2 または V11.4 の場合「runbatch_webcube11.bat」を実

行してください。 

 

＜重要＞ 

・ java.exe が JRE1.3.1 以降の場合、Java の実行環境の仕様により、OS 上で Windows のログオ

フ操作を行うとタスクが内部で終了してしまい、以降の非同期処理が行われなくなります。上

記問題点を回避するためにバッチファイルを編集し-classpath の前に-Xrs を追加してくださ

い。 
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3. コマンドラインからの即時実行 

「2 バッチ起動による実行」の手順について、１つ目の引数に一括実行ＩＤを指定することで、コマ

ンドラインから即時実行することができます。一括実行ＩＤは「一括実行マスタ設定」機能で確認して

ください。 

２つ目以降の引数には起動変数を指定することができます。なおサンプルファイルでは２つ目から

５つ目まで４つの起動変数が指定できます。サンプルファイルを編集していただくことで、６つ目以

降の起動変数を指定することもできます。 

 

実行例） 

【Windows の場合】 

・ Oracle WebLogic Server 12cR2 の場合 

CMD>runbatch_weblogic_12cR2.bat IKKATSU001 20080401 

・ Oracle WebLogic Server 14c の場合 

CMD>runbatch_weblogic_14c.bat IKKATSU001 20080401 

・ WebCube Application Server V11.1、V11.2 または V11.4 の場合 

CMD> runbatch_webcube11.bat IKKATSU001 20080401 
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付録 E マルチ APサーバ環境の設定 

負荷分散や多重化のためにアプリケーションサーバを複数台構築する際には通常のインストール

手順によるアプリケーションサーバの構築後に追加で設定を行う必要があります。 

ここでは、複数のアプリケーションサーバを利用するために必要な設定について記載しています。 

 

＜OracleWebLogic 環境＞ 

ここに示す手順は、以下のような環境を想定しています。 

インストール先などを変更した場合は適宜読み替えてください。 

 

・ Oracle 製品のインストール先（WebLogic） C:\Oracle\wls12c 

・ アプリケーションサーバ 1 のホスト名 geneiasA 

・ アプリケーションサーバ 2 のホスト名 geneiasB 

・ アプリケーションサーバ 3 のホスト名 geneiasC 

・ Generalist インストールフォルダ <WebLogic のインストール先（WebLogic）>\weba

pps\Generalist\Generalist.war 

 

本インストール手順書に従った場合 

C:\Oracle\wls12c\webapps\Generalist\Generalist.war 

となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アプリケーションサーバ 1 アプリケーションサーバ 2 アプリケーションサーバ 3 

 

・・・・ 

  

・・・ 

クライアント 

   

クライアント 
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1. 共有フォルダの設定 

各アプリケーションサーバの以下の①～⑤のフォルダを共有フォルダに設定します。 

① 画面自由編集の画面定義情報（2 箇所） 

② 添付ファイル保存フォルダ（イベント機能で利用） （※１） 

③ 一時ファイル保存フォルダ（非同期処理利用する一時フォルダのパス） （※２） 

④ 帳票 WEB 配信機能で利用するフォルダ （※３） 

⑤ ＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF 

 

表１ ： 共有フォルダの設定例 

AP サーバ  フォルダ 共有名 

アプリケーション

サーバ 1 

(geneiasA) 

 ＜Generalist インストールフォルダ＞\jsp\viewedit\in

put 

asA_jsp_input 

① ＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\clas

ses\properties\viewedit\input 

asA_xml_input 

②

③ 

C:\Generalist asA_Generalist 

④ C:\webprint asA_webprint 

⑤ ＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF asA_WEB-INF 

アプリケーション

サーバ 2 

(geneiasB) 

 ＜Generalist インストールフォルダ＞\jsp\viewedit\in

put 

asB_jsp_input 

① ＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\clas

ses\properties\viewedit\input 

asB_xml_input 

アプリケーション

サーバ 3 

(geneiasC) 

 ＜Generalist インストールフォルダ＞\jsp\viewedit\in

put 

asC_jsp_input 

① ＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\clas

ses\properties\viewedit\input 

asC_xml_input 

… … … … 

（※１） 設定内容の詳細は イベント機能 (インストールマニュアル 3.4.5 メニューパラメータの設

定) を参照してください。 

（※２） 設定内容の詳細は 非同期処理 (インストールマニュアル 3.4.7 非同期処理の設定) を

参照してください。 

（※３） 帳票WEB 配信機能を利用している場合は設定が必要です。設定内容の詳細は 付録C 

帳票 Web 配信の設定について を参照してください。 

＜重要＞ 

・ すべての共有フォルダに、アプリケーションサーバのサービス（OracleWebLogicProcessManag

er）を起動しているユーザに対して、書き込み権限が設定されている必要があります。 
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2. アプリケーションサーバの停止 

現在Generalistを運用中の場合は、すべてのアプリケーションサーバのサービスを停止してくだ

さい。 

 

3. reportedit.properties ファイルの編集 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\properties\reportedit.properties ファ

イルを開きます。 

 

下記の設定の下線部分を環境に合わせて修正してください。 

ただし、全てのサーバで同じ設定にする必要があります。 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

System_root=//geneiasA/WEB-INF/webdav/store/content/reports 

definition_root=/reportdef/ 

result_root=/result/ 

access_import=1 

temporary_root=/temp/ 

history_root=/history/ 

base_url=http://geneiasA 

reportApplet_url=/Generalist/applet 

excel_export_pdf=false 

multi_server_list= 

・ geneiasA はアプリケーションサーバ 1 のホスト名を設定してください。 

・ WEB-INF は「1 共有フォルダの設定」で設定したアプリケーションサーバ 1(geneiasA)の WEB

-INF（⑤）の共有名を設定してください。 

 

4. batchexecute.properties ファイルの編集 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\properties\batchexecute.properties

ファイルを開きます。 

 

下記の設定の下線部分を環境に合わせて修正してください。 

ただし、全てのサーバで同じ設定にする必要があります。 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

# Bach Execute Container Property 

 

# Temporary Files Folder 

FILE_TMP_DIR=//geneiasA/Generalist/batch_exe/file_upload/ 

 

# Output Files Folder 

FILE_OUT_DIR= 
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9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

 

 

23 

24 

25 

 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

# Run History Save Days 

HISTORY_SAVE_DAYS=365 

 

# Max Thread Count 

MAX_THREAD_COUNT=5 

 

# Ikkatu Max Thread Count 

IKKATU_MAX_THREAD_COUNT=5 

 

# Wait Time(secound) 

WAIT_TIME=10 

 

# faces-config.xml FILES 

FACES_CONFIG_FILES=faces-config-common.xml,faces-config-hr.xml,faces-config-me

nu.xml,faces-config-pr.xml,faces-config-reportedit.xml,faces-config-tool.xml,faces-conf

ig-viewedit.xml 

 

# Java VM options 

JVM_OPTION=-Xmx512m -Djavax.xml.parsers.DocumentBuilderFactory=com.sun.org.

apache.xerces.internal.jaxp.DocumentBuilderFactoryImpl 

 

# CLASS_PATH options 

CLASS_PATH= 

 

# LOVS CONFIG FILES 

LOVS_CONFIG_FILES=gene-config-lov.xml,gene-config-lov-addon.xml 

 

# UPLOAD TMP THRESHOLD 

UPLOAD_TMP_THRESHOLD=100000000 

 

・ geneiasA はアプリケーションサーバ 1 のホスト名を設定してください。 

・ Generalist は「1 共有フォルダの設定」で設定した、イベントで利用する添付ファイルのパス

（②）の共有名を設定してください。 

 

＜重要＞ 

・ 『FILE_TMP_DIR』、『FILE_OUT_DIR』の設定の最後には、『/』(スラッシュ)が必要です。ファイ

ルのパスには日本語は使用できません。英字のフォルダを指定してください。 

・ バッチはアプリケーションサーバのうち、1 台のみで起動してください。 
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5. menu.properties ファイルの編集 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\properties\menu.properties ファイル

を開きます。 

 

下記の設定の下線部分を環境に合わせて修正してください。 

ただし、全てのサーバで同じ設定にする必要があります。 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

#V4,CS,MO,WF  

menu_V4Host=http://geneias/geneservlets/Web_Single_Sign_On?con=generalist 

menu_CSHost=http://GeneralistCS/pages/common/Menu.do?SSO=true 

menu_MOHost=http://GeneralistMO/pages/common/Menu.do?SSO=true 

menu_WFHost=http://GeneralistWF/action_login.do?SSO=true 

 

#HelpFile 

menu_HelpPathDefault=http://GeneAS/Generalist/help/manualfiles/ 

menu_HelpKakuchoshi=.html 

 

# FileUpload,Download 

FILEPATH=//geneiasA/Generalist/attachment/ 

 

# Logout(only SingleSignOn) 1:CloseWindow 0:MoveLogin 

SsoLogoutCloseFlg=1 

 

# SSO PassCheck(only SingleSignOn) 1:Check 0:NoCheck 

SsoPassCheck=1 

 

# PasswordUpdateFlg 1:PassUpdate 0:NoPassUpdate 

passwordUpdateFlg=1 

 

# Error message(default:3) 

defauslt_dispMsgCnt=3 

 

# V6 Host 

menu_V6Host=http://GeneralistV6 

（以降、省略） 

・ geneiasA はアプリケーションサーバ 1 のホスト名を設定してください。 

・ Generalist は「1 共有フォルダの設定」で設定した、非同期処理で利用する一時フォルダのパ

ス（③）の共有名を設定してください。 

＜重要＞ 

・ 『FILEPATH』の設定の最後には、『/』(スラッシュ)が必要です。ファイルのパスには日本語は

使用できません。英字のフォルダを指定してください。 
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6. VEMultiserverList.xml ファイルの編集 

＜Generalist インストールフォルダ＞\WEB-INF\classes\properties\viewedit\VEMultiserverLi

st.xml ファイルを開きます。 

 

下記の設定の下線部分を変更します。（geneiasA での設定例） 

<server name>から</server name>(※)をアプリケーションサーバの台数分、コピーして、それぞれ

のアプリケーションサーバに対する設定をしてください。 

<?xml version =”1.0” encoding=”Shift_JIS” ?> 

 

<multiserever_list> 

   <!-- 

   <server_name> 

      <input_folder>\\\\geneiasB\\asB_xml_input</input_folder> 

      <jsp_folder>\\\\geneiasB\\asB_jsp_input</jsp_folder> 

   </server_name> 

   --> 

   <server_name> 

      <input_folder>\\\\geneiasC\\asC_xml_input</input_folder> 

      <jsp_folder>\\\\geneiasC\\asC_jsp_input</jsp_folder> 

   </server_name> 

 

 

</multiserever_list> 

 

・ <input_folder>には、「1 共有フォルダの設定」で設定した、他サーバの xml_input（①）の共有

名を、以下のように設定してください。 

\\\\<サーバのホスト名>\\<xml_input の共有名> 

・ <jsp_folder>には、「1 共有フォルダの設定」で設定した、他サーバの xml_input（①）の共有名

を、以下のように設定してください。 

\\\\<サーバのホスト名>\\<jsp_input の共有名> 

 

＜重要＞ 

・ <input_folder>、<jsp_folder>にフォルダを指定する場合に、「\」は「\\」のように２つ設定するよ

うにしてください。 

例） 実際のフォルダのパス ： \\<サーバのホスト名>\<xml_input の共有名> 

設定する値 ： \\\\<サーバのホスト名>\\<xml_input の共有名> 

 

(※) 

アプリケーションサーバの台数分を 

コピーし、それぞれ設定します。 
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7. webmeisai.properties ファイルの編集 

帳票 WEB 配信機能を利用している場合のみ設定してください。 

 

 

<Generalist インストールフォルダ>\WEB-INF\classes\properties\webmeisai.properties ファイルを

開きます。 

以下の各フォルダの設定を「1 共有フォルダの設定」で設定した共有名（④）に設定してください。 

パラメータ名 内容 

pdf_dir PDF を出力するフォルダを指定します。 

事前に決めておいた≪公開用帳票保存フォルダ≫を指定します。 

例） pdf_dir=\\\\<サーバのホスト名>\\<共有名（④）> 

＜重要＞ 

・ 『pdf_dir』にフォルダを設定する場合に、「\」は「\\」のように２つ設定するようにしてください。 

例） 実際のフォルダのパス ： \\<サーバのホスト名>\<共有名（④）> 

設定する値 ： \\\\<サーバのホスト名>\\<共有名（④）> 

・ PDF ファイルをデータベースのテーブルに保存する場合、このフォルダパスをキーにして保存

します。全てのアプリケーションサーバに対して、同じフォルダパスを設定してください。 

 

8. Google Chrome/Microsoft Edge で外字を使用するための設定 

全てのアプリケーションサーバに対して、「付録 H Google Chrome/Microsoft Edge で外字を

使用するための設定」を実施してください。 

 

9. 電子申請の設定 

電子申請をご利用の場合は、全てのアプリケーションサーバに対して、下記を参照し、電子申

請の設定を実施してください。 

Oracle WebLogic Server をご利用の場合は、「3.4.14 電子申請の設定」を参照ください。 

WebCube Application Server をご利用の場合は、「4.5.14 電子申請の設定」を参照ください。 

 

10. アプリケーションサーバの起動 

全てのアプリケーションサーバのサービスを起動してください。 
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付録 F 社員検索ダイアログの設定について 

ここではGeneralistで社員検索ダイアログをご利用いただくために必要なデータベースサーバの設

定手順を説明します。 

 

●社員検索ダイアログの設定の種類 

社員検索ダイアログの設定は、以下に示す４つがあります。 

 

・ セキュリティチェックなし（デフォルト） 

全社員を表示します。社員を選択した際にセキュリティチェックを行います。 

デフォルトではこの設定になっています。 

・ セキュリティチェックあり（性能改善版） 

セキュリティチェックを行い社員検索ダイアログに社員を表示します。 

検索条件に合う社員のうち、先頭から表示最大件数（初期値は５００件）の社員に対し、セキュ

リティチェックを行います。そのため、条件によっては表示最大件数まで表示されません。 

・ セキュリティチェックあり 

セキュリティチェックを行い社員検索ダイアログに社員を表示します。 

検索条件に合う社員全員に対しセキュリティチェックを行い、表示最大件数になるまで処理し

ます。そのため、表示件数は表示最大件数まで表示されますが、表示まで時間がかかりま

す。 

・ セキュリティチェックあり（バッチ版） 

事前にセキュリティチェックを行い、結果をデータベースに保存します。 

社員検索ダイアログは保存された結果を表示します。 

 

●社員検索ダイアログの設定の変更 

以下の手順にしたがって社員検索ダイアログの設定を行ってください。 

 

コマンドプロンプトより、以下のコマンドを実行しデータベース管理ユーザで SQL*Plus を起動してく

ださい。 

C:\temp >SQLPLUS GRSYS/GRSYS@PDBGENE 

 

SQL*Plus の画面より、以下のコマンドを入力してください。 

・ 社員検索ダイアログの設定データがあるか確認します。 

SQL>SELECT 数値１ 

SQL>  FROM システムパラメータ 

SQL> WHERE 法人コード = '<設定する法人の法人コード>' 

SQL>   AND パラメータコード = 'shain_lov_mode'; 
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・ 設定データがある場合 

SQL>UPDATE システムパラメータ SET 数値１ = <設定する値> 

SQL> WHERE 法人コード = '<設定する法人の法人コード>' 

SQL>   AND パラメータコード = 'shain_lov_mode'; 

 

・ 設定データがない場合 

SQL>INSERT INTO システムパラメータ(法人コード, 

SQL>                             パラメータコード, 

SQL>                             数値１) 

SQL>                     VALUES('<設定する法人の法人コード>', 

SQL>                             'shain_lov_mode', 

SQL>                             <設定する値>); 

 

<変更する値>に設定する値は以下の通りです。 

1: セキュリティチェックなし 

2: セキュリティチェックあり（性能改善版） 

3: セキュリティチェックあり（バッチ版） 

3: セキュリティチェックあり 

 

●セキュリティチェックあり（バッチ版）の設定 

セキュリティチェックあり（バッチ版）を使用する場合は以下の手順にしたがってバッチファイルの設

定を行ってください。 

 

「<インストールメディア>\Utility\C.19 起動スクリプト\社員検索ダイアログ」フォルダにある「makes

haindlg.sql」を「C:\temp」フォルダにコピーします。 

 

ファイル中のパラメータを以下の通り変更してください。人事用と給与用で２箇所を変更してくださ

い。 

１つ目のパラメータ：起動年月日（システム日付など） 

２つ目のパラメータ：起動番号（1 など適当な値でかまいません） 

３つ目のパラメータ：ロールＩＤ（省略可能） 

４つ目のパラメータ：法人コード（省略可能） 

５つ目のパラメータ：実行ＩＤ（更新者に設定される値です） 

 

上記変更を行った「makeshaindlg.sql」をタスクスケジューラ等に設定し、SQL*Plus からデータベー

ス管理ユーザで実行されるように設定をしてください。 
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付録G OracleDatabase12c について 

OracleDatabase12cにおいて新たにサポートされたマルチテナント・アーキテクチャについてご説明

します。 

 

OracleDatabase12c ではデータベースとして新たに「マルチテナント・コンテナ・データベース」とい

う新しいデータベース構成がサポートされました。 

それに伴い新たに 2 つのデータベース領域と 2 つのユーザータイプが設定されました。 

詳細については Oracle Database 概要 12c リリース 2 (12.2)を参照してください。 

【関連 HP】（2018 年 2 月 23 日時点） 

https://docs.oracle.com/cd/E82638_01/CNCPT/overview-of-the-multitenant-architecture.htm 

 

◆データベース領域について 

データベース領域 特徴 

CDB（マルチテナント・コ

ンテナ・データベース） 

CDB 領域と PDB 領域の両方にアクセス可能 

この領域に存在するユーザは SYS、SYSTEM 権限を持ちます。 

PDB(プラガブル・データ

ベース) 

PDB 領域のみアクセス可能 

PDB 領域が複数存在する場合、各 PDB 間はアクセスできません。 

 

◆ユーザータイプについて 

ユーザの種類 DB 領域 特徴 

ローカルユーザ（推奨） PDB ユーザが存在する PDB のみアクセス権を持

ちます。Generalist の推奨ユーザータイプで

す。 

共通ユーザ CDB SYS、SYSTEM 権限を持つユーザです。 

ユーザが独自に作成する場合、ユーザ名に

接頭辞(C##,c##)が必要です。 

＜重要＞ 

・ Generalist ではセキュリティの観点からローカルユーザの作成を推奨しています。 

 

 

マルチテナント・コンテナ・データベース 
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付録 H Google Chrome/Microsoft Edge で外字を

使用するための設定 

ここでは Google Chrome/Microsoft Edge で外字を使用するために必要なアプリケーションサーバ

の設定手順を説明します。 

 

●概要 

Google Chrome/Microsoft Edge で外字を入力するには、Web フォントを使用します。Generalist/

HR/PR に Web フォントを設定することで、Google Chrome/Microsoft Edge で外字の入力・表示が

できるようになります。 

 

●設定方法 

1. Web フォントの作成 

利用したい外字の woff（Web Open Font Format）形式のフォントを作成してください。 

ファイル名は必ず「EUDC.woff」としてください。 

 

2. Web フォントの設定 

作成した woff 形式のフォントファイルを以下のフォルダにコピーしてください。 

コピー先：＜Generalist のインストールフォルダ＞\fonts 

 

3. 外字が使用できることを確認 

Generalist/HR/PR にログインし、外字が入力・表示できることを確認してください。 

 

4. 外字が使用できなかった場合 

Web フォントを設定しても外字が使えない場合は、まず、ブラウザのキャッシュ削除とブラウザの

再起動をしてください。キャッシュは以下の手順で削除してください。 

 

キャッシュの削除 

以下の手順に従ってブラウザのキャッシュを削除してください。 

 

Google Chrome の場合 

Google Chrome の設定ボタン - 「その他のツール」 - 「閲覧履歴を消去」を選択します。 

「基本設定」 - 「期間」 - 「全期間」を選択し、「基本設定」 - 「キャッシュされた画像とファイ

ル」をチェックします。「データを削除」ボタンを押します。 

 

＜注意＞ 

・ 「Cookie と他のサイトデータ」がチェックされている場合はチェックを外してください。チェ

ックした状態で「データを削除」ボタンを押した場合、クライアント ID の情報も削除されて

しまい次回ログイン時にクライアント ID の発番が必要になります。 
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Microsoft Edge の場合 

Microsoft Edge の「設定など」（…アイコン） - 「設定」 - 「プライバシー、検索、サービス」を選

択します。 

閲覧データをクリアの「クリアするデータの選択」ボタンを押します。 

時間の範囲を「すべての期間」に変更し、「今すぐクリア」ボタンを押します。 

 

＜注意＞ 

・「Cookie およびその他サイトデータ」がチェックされている場合はチェックを外してください。

チェックした状態で「今すぐクリア」ボタンを押した場合、クライアント ID の情報も削除されて

しまい次回ログイン時にクライアント ID の発番が必要になります。 

ブラウザのキャッシュ削除と再起動をしても外字が使用できない場合、アプリケーションサーバ

の再起動をしてください。 

 

【Generalist の終了】 

起動している Generalist をすべて終了させてください。 

 

Oracle WebLogic Server の場合 

Oracle WebLogic Server 管理コンソールの起動 

① Web ブラウザを起動し、アドレスに「http://<アプリケーションサーバ名>:7001/console」と入

力します。 

② Oracle WebLogic Server 管理コンソールのユーザ名とパスワード入力画面が表示されます。

ユーザ名とパスワードを入力し、『ＯＫ』ボタンをクリックします。 

<ユーザ名> ：Oracle WebLogic Server の管理者のユーザ名 

<パスワード>：Oracle WebLogic Server の管理者のパスワード 

③ 管理コンソールが起動されます。ドメイン構造から『サーバー』をクリックし、サーバーのサマリ

ー画面で『制御』タブをクリックします。 

④ アプリケーションサーバの一覧が表示されます。一覧から『Generalist』のチェックボックスをク

リックし、『停止』ボタンをクリックします。 

⑤ 状態に『SHUTDOWN』が表示されればサーバーの停止は完了です。 

⑥ Web ブラウザを終了します。 

 

WebCube Application Server の場合 

WebCube Application Server 管理コンソールの起動 

① Web ブラウザを起動し、アドレスに「http://<アプリケーションサーバ名>:28080/mngsvr/」と

入力します。 

② WebCube Management Server のユーザ名とパスワード入力画面が表示されます。ユーザ

名とパスワードを入力し、『ＯＫ』ボタンをクリックします。 

<ユーザ名> ：WebCube Management Server の管理者のユーザ名 

<パスワード> ：WebCube Management Server の管理者のパスワード 

③ 管理コンソールが起動されます。運用管理ポータル画面から『論理サーバのアプリケーショ

ン管理』を選択します。 
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④ J2EE サーバ『アプリケーション』を選択します。 

⑤ J2EE アプリケーションの開始/停止画面にインポート J2EE アプリケーション一覧が表示さ

れます。停止するアプリケーションの『停止』をクリックします。 

⑥ 確認画面で『はい』ボタンをクリックします。なお、停止までに時間がかかる場合があります。

実行結果が『成功』が表示されたらタブの『削除』をクリックしてください。 

⑦ 削除画面にインポート J2EE アプリケーション一覧が表示されます。削除するアプリケーシ

ョンの『削除』をクリックします。 

⑧ 運用管理ポータル画面から『論理サーバの起動／停止』をクリックします。 

⑨ サーバビューから『＜運用管理ドメイン名※＞』をクリックします。 

※運用管理ドメインのデフォルト名は DefaultDomain です。 

⑩ 『一括停止』をクリックし、『実行』ボタンをクリックします。 

⑪ Web ブラウザを終了します。 

 

【Generalist の起動】 

 

Oracle WebLogic Server の場合 

Oracle WebLogic Server 管理コンソールの起動 

① Web ブラウザを起動し、アドレスに「http://<アプリケーションサーバ名>:7001/console」と入

力します。 

② Oracle WebLogic Server 管理コンソールのユーザ名とパスワード入力画面が表示されます。

ユーザ名とパスワードを入力し、『ＯＫ』ボタンをクリックします。 

<ユーザ名> ：Oracle WebLogic Server の管理者のユーザ名 

<パスワード>：Oracle WebLogic Server の管理者のパスワード 

③ 管理コンソールが起動されます。ドメイン構造から『デプロイメント』をクリックし、デプロイメント

のサマリー画面にデプロイメントの一覧が表示されます。 

④ 画面の左側のチェンジ・センター欄に『ロックして編集』ボタンが表示されている場合、『ロック

して編集』ボタンをクリックします。 

⑤ 一覧から『Generalist』のチェックボックスをクリックし、『削除』ボタンをクリックします。 

⑥ 削除が完了すると『デプロイメントのサマリー』画面へ戻り、上部にメッセージが表示されます。

エラーが発生していないことを確認してください。 

⑦ 画面の左側のチェンジ・センター欄に『変更のアクティブ化』ボタンが表示されている場合、

『変更のアクティブ化』ボタンをクリックして変更を確定します。上部にメッセージが表示され

ます。エラーが発生していないことを確認してください。 

⑧ 画面の左側のチェンジ・センター欄に『ロックして編集』ボタンが表示されている場合、『ロック

して編集』ボタンをクリックします。 

⑨ デプロイメントのサマリー画面の『インストール』ボタンをクリックします。 

⑩ デプロイメントの選択画面の一覧から『Generalist』を選択し『次』ボタンをクリックします。 

⑪ 『このデプロイメントをアプリケーションとしてインストールする』が選択されていることを確認し

『次』ボタンをクリックします。 

⑫ 『Generalist』を選択し、『次』ボタンをクリックします。 

⑬ 『デプロイメントを次の場所からアクセス可能にする』を選択します。内容を確認し、『次』をク

リックします。 
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⑭ 『追加構成』で『いいえ、後で構成を確認します。』を選択し、『終了』をクリックします。 

⑮ インストールが完了すると『デプロイメントのサマリー』画面へ戻り、上部にメッセージが表示さ

れます。エラーが発生していないことを確認してください 

⑯ 画面の左側のチェンジ・センター欄に『変更のアクティブ化』ボタンが表示されている場合、

『変更のアクティブ化』ボタンをクリックして変更を確認します。上部にメッセージが表示され

ます。エラーが発生していないことを確認してください。 

⑰ ドメイン構造から『サーバー』をクリックし、サーバーのサマリー画面で『制御』タブをクリックし

ます。 

⑱ アプリケーションサーバの一覧が表示されます。一覧から『Generalist』のチェックボックスをク

リックし、『起動』ボタンをクリックします。状態に『RUNNING』が表示されればサーバーの起

動は完了です。 

⑲ ドメイン構造から『デプロイメント』をクリックし、デプロイメントのサマリー画面にデプロイメント

の一覧が表示されます。作成したデプロイメントにチェックを入れ、『起動』ボタンをクリックし、

『すべてのリクエストを処理』を選択してください。状態が『アクティブ』になりましたら、再デプ

ロイメントは完了です。 

⑳ Web ブラウザを終了します。 

 

＜注意＞ 

・ 『ロックして編集』ボタン、『変更のアクティブ化』ボタンはサーバの設定によって表示されな

いことがあります。表示されない場合は、ボタンをクリックする必要はありません。 

・ Oracle の設定によりバージョンアップ／レビジョンアップの過程で削除されたテーブルが

「ごみ箱(recycle bin)」に退避した状態となることがあります。ごみ箱の内容をすべて消去す

る、または、ある表領域内のごみ箱に入っているオブジェクトを消去することも可能です。

詳しくは Oracle マニュアル『Oracle Database SQL Reference』の PURGE 文の項目をご参

照ください。 

 

 WebCube Application Server の場合 

WebCube Application Server 管理コンソールの起動 

① Web ブラウザを起動し、アドレスに「http://<アプリケーションサーバ名>:28080/mngsvr/」と

入力します。 

② WebCube Management Server のユーザ名とパスワード入力画面が表示されます。ユーザ

名とパスワードを入力し、『ＯＫ』ボタンをクリックします。 

<ユーザ名> ：WebCube Management Server の管理者のユーザ名 

<パスワード> ：WebCube Management Server の管理者のパスワード 

③ 管理コンソールが起動されます。『論理サーバーの起動／停止』をクリックします。 

④ サーバビューから『＜運用管理ドメイン名※＞』をクリックします。 

※運用管理ドメインのデフォルト名は DefaultDomain です。 

⑤ 『一括起動』をクリックし、『実行』ボタンをクリックします。 

⑥ 運用管理ポータル画面から『論理サーバのアプリケーション管理』を選択します。 

⑦ J2EE サーバ『アプリケーション』を選択します。 

⑧ タブの『ディレクトリインポート』をクリックします。アプリケーションディレクトリにデプロイする
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モジュールのディレクトリパスを入力し、『実行』ボタンをクリックします。実行結果が『成功』

になったら、タブの『開始/停止』をクリックします。 

⑨ J2EE アプリケーションの開始/停止画面にインポート J2EE アプリケーション一覧が表示さ

れます。開始するアプリケーションの『開始』をクリックします。 

⑩ 確認画面で『はい』ボタンをクリックします。なお、開始までに時間がかかる場合があります。

実行結果が『成功』が表示されたら『戻る』をクリックしてください。 

⑪ Web ブラウザを終了します。 
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トラブルシューティング 

ここでは Generalist のインストールにおけるよくある問題とその解決方法について記載します。ご参

考にしてください。 

 

現象 想定される原因／解決法 

アプリケーションサーバが起動しない ・ 各種設定ファイルが正しく設定されていない。 

・ log4j.xml 等の文字コードが正しく無い。 

Generalist が起動しない ・ サービスが起動していない。 

接続先に正しく接続できない ・ datasource.properties が正しく設定されていな

い。 

帳票を出力できない ・ reportedit.properties が正しく設定されていな

い。 

対象人数が少ない場合には帳票出力でき

るが、多くするとエラーが発生する。 

・ アプリケーションサーバの Timeout の設定が

正しく行われているか確認してください。 

(Excel 帳票の場合) 

画面自由編集機能で作成された画面が起

動しない。 

・ common-location-gene-install-folder が正しく

設定されていない。 

IMPORT で作成した環境にログインできな

い。 

・ create_context.sql を実行してください。 

OutOfMemoryError が発生する。 ・ 起動オプション「-Xmx」で指定するメモリの使

用量を増やしてください。 

・ 起動オプション「-XX:MaxMetaspaceSize」で

指定するメモリの使用量を増やしてください。 

JS エラーが発生する。 ・ JSP のキャッシュファイル 

Oracle WebLogic Server の場合 

<WebLogic インストール先>\user_projects\do

mains\base_domain\servers\<サーバ名>\tmp

\_WL_user\<アプリケーション名>\<ランダムの

文字列>\jsp_servlet\以下のファイルを削除し

てください。 

WebCube Application Server の場合 

<WebCube インストールフォルダ>\CC\server

\repository\<論理 J2EE サーバ名>\web\<ア

プリケーション名>\jsp\以下のファイルを削除

してください。 

社員検索で表示されない。 ・ システムパラメータの「shain_lov_mode」を確認

してください。 

・ shain_lov_modeが 3の場合に、データ作成バッ

チを実行しているか確認してください。 
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現象 想定される原因／解決法 

Internal server error が発生する。 ・ アプリケーションサーバの Timeout の設定が

正しく行われているか確認してください。 

機能画面で[リスト]ボタン押下後、IME の

切替ができない。 

・ 「第 6 章 クライアントのセットアップ」の＜ポイ

ント＞の通り、詳細なテキストサービスをオフに

してください。 
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